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「
も
っ
と
教
え
て
、
あ
な
た
の
こ
と
。」

　
教
科
書
の
中
で
ほ
ほ
え
む
人
に
、

　
隣
に
い
る
友
達
に
、

　
そ
し
て
心
の
中
の
自
分
に
、

　
そ
う
問
い
掛
け
る
。

 　
道
徳
科
は
、
勉
強
に
部
活
動
に
忙
し
い
中
学
生
が

　
じ
っ
く
り
と
心
に
向
き
合
え
る
大
切
な
時
間
。

 　
﹁
自
分
ら
し
く
﹂
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
？

　
﹁
よ
り
よ
い
社
会
﹂
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

 　
立
ち
止
ま
り
、
考
え
始
め
た
と
き
か
ら

　
一
人
ひ
と
り
の

　
﹁
あ
す
を
生
き
る
﹂
力
は
育
っ
て
い
く
。

 　
き
ら
き
ら
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
、

　
応
援
し
た
い
か
ら
。

 　
﹃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

﹄
が
、

　
道
徳
科
の
授
業
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
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『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』は
、

﹁
自
信
を
も
つ
こ
と
﹂﹁
多
様
性
﹂を
大
切
に
し
た
教
科
書
で
す
。

教
科
書
の
特
色
と
、込
め
ら
れ
た
思
い
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6

特
色 

2

多
様
性
に
富
む
よ
り
よ
い
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進
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し
た
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道
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ノ
ー
ト
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しかし人間は、

弱さを乗り越える強さももっています。

他者を尊重するにはまず、

「そのままの自分」を大切にすること。

一人ひとりの自己肯定感や自己有用感を育むことが

多様性を尊重し合う社会につながっていくと

私たちは考えました。

人の数だけ、考え方や生き方がある。
そう分かっていても、

他者との違いを受け入れられなかったり、

ネガティブな感情をコントロールできなかったり、

周りの目を気にして合わせてしまったり……

人間は、そんな弱さをもった存在です。

そしてそんな弱さが、

差別や排除につながってしまうこともあります。

新しい時代をひらく生徒たちが
自分を丸ごと受け入れ、他者との違いも認めながら、
誰もが自分らしく生きられる多様性に富んだ社会

をつくっていってほしい……

『　　　　　　　　　　　』には、そんな思いが込められています。

日文が
大切にした

こと
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特
色  

1

特
色  

2

特
色  

3

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

中
学
道
徳
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私
た
ち
は
、道
徳
教
科
化
の
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る﹁
い
じ
め
問
題
﹂を

重
く
受
け
止
め
、生
徒
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

﹁
な
ぜ
、い
じ
め
は
起
こ
る
の
か
？
﹂

﹁
ど
う
し
て
、い
じ
め
は
許
さ
れ
な
い
の
か
？
﹂

生
徒
が
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
教
材
・
コ
ラ
ム
を
厳
選
し
、練
り
上
げ
、

ユ
ニ
ッ
ト「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」と
し
て
適
切
な
時
期
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
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●●12345678910
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う･･････････････････････････････････････････････

28

さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････

30

い
じ
め
っ
て
何
？･････････････････････････････････････････････････････････････

34

言
葉
の
向
こ
う
に･･････････････････････････････････････････････････････････････

36

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････････････････

40

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道･･･････････････････････････････････

リ
ト･

42

ば
あ
ば･ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

48

木
の
声
を
聞
く･･･････････････････････････････････････････････

塚つか
本もと
こ
な
み･

52

疾し
っ

走そ
う

、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー･･･････････････････････････････････････････････････

56

毎
日
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に･･････････････････････････････････････････････

60

いじめと
向き合う❸

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

いじめと
向き合う❷

門か
ど

掃は

き･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

62

使
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････

66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････

70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････
78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････
82

ど
う
し
て
？･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

86

さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー････････････････････････････････････････

90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
て･･････････････････････････････････････････････････････････

94

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん･･････････････････････････････････････････････････････････････

98

三
人
の
乗
客･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う
梶かじ
静しず
江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････

116

あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山やま
中なか
伸しん
弥や･

124

そ
の
声
は･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―････････････････････････････････

130

旗･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134

裏
庭
で
の
出
来
事･

････････････････････････････････････････････････････････

140

お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
ル･･･････････････････････････････････････････････

146

オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―･････････････････････････････････････････････････

150

オ
ア
シ
ス
の
老
人･

････････････････････････････････････････････････････････

154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心

」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さ
き

原は
ら

真ま

弓ゆ
み･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

11121314151617181920212223242526272829303132333435●

日文が
大切にした

こと

1
特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

「ユニット」とは？
異なる内容項目に属する

多様な教材・コラムを組み合わせ、
ユニットとしてまとめました。
一定期間に集中的に学ぶことで、
より深く、多面的・多角的に

考えられるよう
工夫しています。

人との関係について
視野を広げて考える

２年生

▲ 2年 p.40「7 リスペクト　アザース」

いじめを身近な問題
として捉える

１年生

◀ 1年 p.78「14 私らしさって？」

互いに人間として
尊重し合う生き方
について考える

３年生

▲ 3年 p.34「6 卒業文集最後の二行」

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
中
学
校
３
年
間
の
う
ち
１
年
生
が
そ
の
半
分
以
上
を
占

め
る
こ
と
、
長
期
休
み
明
け
に
い
じ
め
行
為
が
強
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」
は
１
年
生

に
３
か
所
、
２・３
年
生
に
も
２
か
所
と
、
年
間
複
数
配
置
を
徹
底
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
休
み
明
け
の
時
期
を
ね
ら
っ
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

▲ 1年 p.2「もくじ」

い
じ
め
の
起
き
や
す
い
時
期
に
、

自
分
事
と
し
て

教
材
・
コ
ラ
ム
の
系
統
性
、発
展
性
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さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
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乗
り
越こ

え
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バ
ス
と
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ち
ゃ
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98

三
人
の
乗
客･
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100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う
梶かじ
静しず
江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････
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あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山や
ま

中な
か

伸し
ん

弥や･

124

そ
の
声
は･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
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巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う
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　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2

ユ
ニ
ッ
ト「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」は
、い
じ
め
の
事
例
を
直
接
的
に
扱
っ
た
教
材
と

違
う
視
点
か
ら
間
接
的
に
考
え
る
教
材
の
両
方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
は
、知
識
を
深
め
る
も
の
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
も
の
の
二
段
構
え
で
す
。

︻
例
︼１
年﹁
い
じ
め
と
向
き
合
う
①
﹂の
ユ
ニ
ッ
ト
構
成

怒
い か

りの感情がたまると、どうなる？

　何か嫌
いや

なことが起きたとき、自分の中にどんな感情が生まれるでしょうか。怒
いか

りの感情に気づ
くのではないでしょうか。
　しかし、自分の感情をじっくり見つめてみると、怒

いか

りの奥
おく

にはほかの感情があることに気づく
場合があります。怒

いか

りの感情は、さまざまな感情とつながっているのです。

自分の感情を見つめてみる

怒
い か

りの温度計と怒
い か

りの感情の静め方

・体の具合が悪くなる。
・人や物にあたる。
・人間関係が悪くなる。

怒
いか

りがたまると……

・何に怒
おこ

っているのかが分かる。
・�自分の感情や行動への�
対処法が分かる。
・よりよい人間関係を築ける。

怒
いか

りと上手に付き合えると……

置いていかれて
不安で悲し
かったんだ。

自分の感情を
見つめてみる

怒
いか

り
（いらいら）

悲しい

つらい

困
こん

惑
わく 焦

あせ

り
悔
くや

しい

怖
こわ

い

寂
さび

しい 不安

気づきやすい
感情

気づきにくい
感情

友達が先に
帰っちゃった！
いらいら。

ほかの教科などとの関連 特活

　このように、怒
い か

りの感情と上手に付き合う方法をアンガーマネジメントとい
います。怒

い か

りの感情を無理に抑
お さ

え込
こ

んだり我
が

慢
ま ん

したりするのではなく、自分に
合う方法で静めて、自分の気持ちや考えを冷静に伝え、人間関係をスムーズに
していきましょう。

まとめ

　ふだんの生活で怒
い か

りに任せて行動し、失敗してしまったことはありませんか？
　私たちには喜びや悲しみなどさまざまな感情があり、怒

い か

りも人間の自然な感情の
一つです。怒

い か

りの感情と上手に付き合えると、もっと生活しやすくなります。

怒
いか

りの感情と上手に付き合おう

・�タイムアウト（相手
に理由を言ってその
場を離

はな

れる）をする。
・耳

みみ

栓
せん

をする。
・目をつぶる。

刺
し

激
げき

を取り除く

・深呼吸する。
・�怒

いか

りの温度計でいま
は何度か考える。
・�セルフトーク（気持
ちを落ち着かせる言
葉を自分に掛

か

ける）
をする。

心を落ち着かせる

・体を動かす。
・�好きな映画を見たり、
好きな音楽を聞いた
りする。
・�友達や家族、先生、
カウンセラーなどと
話す、相談する。

気分転
てん

換
かん

をする

・冷たい水を飲む。
・顔を洗う。
・�肩

かた

を耳に近づけるよ
うに上げ、5秒数え
てから肩

かた

をストンと
下ろす。

体を落ち着かせる

　怒
いか

りのレベルが上がる前に、次のような怒
いか

りの感情の静め方を参考にして、自分に合った対処
法を試

ため

してみましょう。

視野を広げて

中レベル：（例）頭に来る、腹が立つ
　怒

いか

りの感情をためないためには、「いま、
自分は怒

おこ

っている。」と気づくことが大切
です。「怒

いか

りの温度計」を参考に、自分の
怒
いか

りのレベルをチェックしてみましょう。

高レベル：（例）怒
いか

りが爆
ばく

発
はつ

する寸前100

50

10 低レベル：（例）いらいら、むかつく

怒
いか

りの温度計

怒
いか

りの感情の静め方

海に浮
う

かぶ氷山に例えると……

いじめ

参考：『アンガーマネジメントStart�Up（基
き

礎
そ

編）』アンガーマネジメントジャパンによる

絵・なつ容
よう

子
こ

41 40

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

落ち着け

　何が「いじめ」なのか、皆
み な

さんは考えたことがありますか？
　たとえ、冗

じょう

談
だ ん

やいじり、遊び、ふざけ合いのつもりでも、された人が心や体に苦
しみや痛みを感じていれば、それらは全て「いじめ」です。

　いじめは、いじめられている【被
ひ

害
がい

者】といじめている【加害者】との関係だけで起こるので
はありません。いじめは、周りでおもしろがって見ている【観衆】によってさらにひどくなるこ
とがあり、見て見ないふりをする【傍

ぼう

観
かん

者】は、暗にいじめを認めていることになります。
　また、【被

ひ

害
がい

者】と【加害者】などの立場は、急に入れ替
か

わることがあります。

　いじめをなくすために大切なのは【傍
ぼう

観
かん

者】です。【傍
ぼう

観
かん

者】がいじめに対して否定的な反応
をしたり、【被

ひ

害
がい

者】を助けたりする【仲
ちゅう

裁
さい

者】になると、いじめを止めることができ、再びい
じめが起こりにくくなります。

いじめが悪化する状
じょう

況
きょう

いじめがなくなる状
じょう

況
きょう

　いじめは、人の心や体を傷つける人権問題で、人間として決して許されない
行
こ う

為
い

です。どんな理由があったとしても、誰
だ れ

かをいじめてよいことにはなりま
せん。しかし、いじめはいけないと分かっていても、起こることがあります。
なぜいじめが起こり、止められないことがあるのかを考え、どうすればいじめ
のない集団にできるのか、自分たちの問題として考えてみましょう。参考：�作・森

もり

田
た

洋
よう

司
じ

「『いじめ』の現状とその克
こく

服
ふく

のために」『児童心理』1986年10月号　金子書
しょ

房
ぼう

、『子供の心が開くとき�子供と心が

通うとき（改
かい

訂
てい

版）』東
とう

京
きょう

都教育相談センター、『人権教育プログラム（学校教育編）』東
とう

京
きょう

都教育委員会による

ほかの教科などとの関連 特活

一人で悩
な や

まないで

　もし、いじめられたら。いじめられている人を見
み

掛
か

けたら。できるだけ早く、
家族や先生などに相談しましょう。誰

だれ

にも知られずに、電話、メール、チャット
などで相談できる窓口もあります。いじめられることは、決して恥

は

ずかしいこと
ではありません。一

いっ

緒
しょ

に解決しましょう。

まとめ

　�また、直接いじめを止められなくても、【被
ひ

害
がい

者】を助ける方法はあります。 
・いじめを家族や学校の先生などに知らせる。�
・【被

ひ

害
がい

者】に声を掛
か

ける、話を聞く。�
・いじめが起きそうなときに、話を変えたり、気をそらしたりして雰

ふん

囲
い

気
き

を変える。

観衆加害者
傍
ぼ う

観
か ん

者

仲
ちゅう

裁
さ い

者
いじめの
被

ひ

害
が い

者

傍
ぼう

観
かん

者観衆加害者いじめの
被
ひ

害
がい

者

・つらい、助けて。
・仕返しが怖

こわ

い。
・�自分のプライドを�
守りたい。
・�仲間外れにされた
くないので我

が

慢
まん

。

被
ひ

害
がい

者の思い

・遊んでいるだけ。
・�むかつく。
・�相手が悪い。
・お金や物が欲

ほ

しい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

加害者の思い

・�いじめられる理由
がある。
・�嫌

いや

ならやり返せば�
いい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

観衆の思い

・自分には関係ない。
・止める勇気がない。
・�いじめを見るのも�
つらい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

傍
ぼう

観
かん

者の思い

いじめって何？

絵・なつ容
よう

子
こ

視野を広げて いじめ

※「子供のSOSの相談窓口」には、35ページの二次元コードからアクセスできます。

35 34

▲ 1年 p.34「  いじめって何？」

いじめの構造や人権など
背景にある知識を深める。

③知識を
深めるコラム

▲ 1年 p.40「  怒りの感情と上手に付き合おう」

アンガーマネジメントや
アサーションなど、

自分の感情との向き合い方、人との
コミュニケーションのとり方を知る。

⑤スキルを
身につけるコラム

いじめの事例以外からも
人間関係について考えを深め、
いじめを許さない心を育てる。

④間接的な教材

日文が
大切にした

こと

1

特
色 

1

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

▲ 1年 p.36「6 言葉の向こうに」

スキルのコラムの
二次元コードからは
専用のワークシート
にアクセスできます。

知識のコラムの
二次元コードからは

「子供のSOSの相談窓口」
にアクセスできます。

▲ 1年 p.28「ユニット いじめと向き合う」

▲ 1年 p.30「5 さかなのなみだ」

日常の中で起こりがちな
いじめの事例を通して考える。

②直接的な教材

ユ
ニ
ッ
ト
「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」
で
は
、
次
の
教
材
・
コ
ラ
ム
で
学
び
を
重
ね
、

い
じ
め
に
つ
い
て
多
様
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
は
、
い
じ
め
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮う

か
べ
ま
す
か
。

い
じ
め
は
、
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
行こ

う

為い

で
す
。

し
か
し
、
ど
の
学
校
、
ど
の
学
級
、
誰だ

れ

に
で
も

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
は
な
ぜ
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
た
ら
、
い
じ
め
が
な
く
な
り
、

み
ん
な
が
生
活
し
や
す
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

い
じ
め
が
起
き
る
背
景
や
、

自
分
や
相
手
の
心
の
動
き
に
つ
い
て
も
学
び
な
が
ら
、

み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
じ
め
と
向
き
合
う

さ
か
な
の
な
み
だ････････････････････････････････････････････････

30
ペ
ー
ジ

 

い
じ
め
っ
て
何
？･･････････････････････････････････････････････････

34
ペ
ー
ジ

言
葉
の
向
こ
う
に････････････････････････････････････････････････

36
ペ
ー
ジ

 

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････

40
ペ
ー
ジ

56
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❶

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ････････････････････････････････････････････････････

72
ペ
ー
ジ

 

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････

76
ペ
ー
ジ

私
ら
し
さ
っ
て
？････････････････････････････････････････････････

78
ペ
ー
ジ

1314
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❷

旗･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134
ペ
ー
ジ

裏
庭
で
の
出
来
事 

･････････････････････････････････････････

140
ペ
ー
ジ

2829
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❸

ユ
ニ
ッ
ト

29 28

いじめについての導入文から
考えるきっかけを得て、

１年間の学びの見通しをもつ。

①扉ページ

9 8



特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

多
様
性
を
尊
重
し
合
う
社
会
の
た
め
に
大
切
に
し
た
い
内
容
項
目
と
し
て
、

﹁
向
上
心
、個
性
の
伸
長
﹂﹁
相
互
理
解
、寛
容
﹂を
新
た
に
重
点
化
し
ま
し
た
。

新
教
材
も
多
数
開
発
し
な
が
ら
、
配
置
教
材
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

自己肯定感

自己有用感

自分らしさ

その人らしさ

僕
ぼく

（リト）▲リトさんの作品「葉っぱのアクアリウム」

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道

7 自
分
ら
し
さ

43 42

▲ 1年 p.42「7 葉っぱ切り絵で見えた道」

自分の特性を知ったことをきっかけに、「できないこと」で
はなく「できること」に目を向け、葉っぱ切り絵アーティス
トという道を見つけたリトさんのお話です。

「
自
分
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。」

「
自
分
の
こ
と
を
、
み
ん
な
は
ど
う
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」

　
皆み

な

さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩な

や

ん
だ
り
、
自
信
を
失
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
私
は
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
、
自
分
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
深
く
悩な

や

ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
体
も
戸こ

籍せ
き

も
性
別
は
男
性
で
す
。
で
も
心
は
男
性
で
も
あ
り
、
女
性
で
も
あ
る
。
い
ま
は
、「
ど

ち
ら
で
も
あ
る
し
、ど
ち
ら
で
も
な
い
。
私
は
私
な
ん
だ
。」
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

す
ぐ
に
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
記き

憶お
く

に
残
っ
て
い
る
の
は
、三
歳さ

い

の
と
き
に
出
席
し
た
親し

ん

戚せ
き

の
結け

っ

婚こ
ん

式
で
す
。
は
じ
め
て
見
た
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
に
感
激
し
、
憧あ

こ
が

れ
を
抱い

だ

い
た
こ
と
を
い
ま
も
覚
え
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
よ
り
も
人
形
遊
び

が
好
き
で
、仲
の
い
い
友
達
は
女
の
子
。
髪か

み

の
毛
も
長
く
伸の

ば
し
、「
か
っ
こ
い
い
」
よ
り
「
か
わ
い
い
」

に
心
が
と
き
め
く
、
そ
ん
な
子
ど
も
で
し
た
。

　
で
も
、
小
学
五
年
生
に
な
る
と
、「
男
か
女
か
」
で
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
の
着き

替が

え
も
男
女
別
の
部
屋
に
な
り
、
男
子
ば
か
り
の
集
団
に
放
り
込こ

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
ほ
か
の
小
学
校
と
交
流
し
た
と
き
の
こ
と
。
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
あ
の
子
、
男
子
の
列
に
並
ん
で
い
る
け
ど
男
の
子
？
　
髪か

み

も
長
い
し
、
変
な
の
。」

　
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
私
は
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
悩な

や

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
―
―
自
分
っ
て
、
ほ
か
の
人
と
違ち

が

う
の
か
な
。

　
―
―
み
ん
な
と
違ち

が

っ
て
い
た
ら
駄だ

目め

な
ん
だ
。

　
数
日
後
、
私
は
長
か
っ
た
髪か

み

を
切
っ
て
ほ
か
の
男
子
と
同
じ
長
さ
に
し
ま
し
た
。
仲
の
よ
か
っ
た
女
友

達
と
距き

ょ

離り

を
置
き
、
男
子
の
集
団
に
く
っ
つ
い
て
、
自
分
ら
し
さ
を
押お

し
殺
し
、
好
き
で
も
な
い
話
題
に

乾か
わ

い
た
笑
い
を
浮う

か
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
面
的
に
は
、
う
ま
く
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
心
の
中
は
い
つ
も
独

り
ぼ
っ
ち
で
、
色
を
失
っ
た
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
で
生
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
私
は
ク
ラ
ス
の
隅す

み

っ
こ
に
い
ま
し
た
。
誰だ

れ

に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
周
り
か

ら
の
目
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
自
分
自
身
を
否
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
本
当
に
苦
し
く
て
、
つ
ら
く
て
…
…
。
生
き
る
希
望
す
ら
失
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
大
き
く
変
わ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
あ
る
日
、学
校
か
ら
帰
っ
た
私
は
、母
か
ら
「
話
が
あ
る
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
母
は
、

私
が
何
に
悩な

や

ん
で
い
る
の
か
知
ろ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
正
直
、と
て
も
怖こ

わ

か
っ
た
の
で
す
が
、ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
母
は
私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
人
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
が
混
じ
り
合
っ
て
、
私
は
た
だ
泣
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

5101520 510

カ
ラ
フ
ル
な
世
界
で

16 自
分
ら
し
く
生
き
る

91 90

私（井
い

手
で

上
がみ

 漠
ばく

）

▲ 3年 p.90「16 カラフルな世界で」

性の在り方に悩み、自分自身を否定し続けたつらい経験を乗
り越えて、「自分らしく生きる」とはどういうことか気づい
た井手上漠さんのお話です。

向上心、個性の伸長

リトさん

井手上漠さん

相互理解、寛容

　
東と

う

京き
ょ
う

都
中ち

ゅ
う

央お
う

区
日に

本ほ
ん

橋ば
し

に
あ
る
カ
フ
ェ
。「
Ｏオ

リ

ヒ

メ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」
と

い
う
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
お
客
さ
ん
と
談だ

ん

笑し
ょ
う

し
、
注
文
を
取
り
、
飲
み
物

を
運
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
、
私
た
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
た
世
界
初
の
分
身

ロ
ボ
ッ
ト
カ
フ
ェ
だ
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
自
動

的
に
動
く
の
で
は
な
い
。
主
に
難
病
や
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
外
出
の

難
し
い
人
た
ち
が
、
自
宅
や
病
院
に
い
な
が
ら
指
や
口
、
視
線
で
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
。

「
た
と
え
体
が
動
か
な
く
て
も
、
誰だ

れ

か
と
出
会
え
て
誰だ

れ

か
の
た
め
に
働

け
る
未
来
を
創
ろ
う
。」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、寝ね

た
き
り
の
親
友
と
の
雑
談
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
な
ぜ
私
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
原
点
は
小
学
五

年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
三
年
半
に
わ
た
る
不
登
校
体
験
に
あ
る
。

体
調
不
良
を
き
っ
か
け
に
精
神
的
に
も
学
校
へ
通
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
私
は
、
部
屋
の
天て

ん

井じ
ょ
う

を
見
つ
め
る
だ
け
の
毎
日
を
過
ご
し
た
。

誰だ
れ

と
も
つ
な
が
れ
ず
、
世
界
の
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
孤こ

独ど
く

感
を
味

わ
い
続
け
た
。

　
そ
の
間
、十
二
歳さ

い

の
と
き
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、そ
れ 

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
私
は
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
十
七
歳さ

い

の
と
き
、
こ
の
不
登
校
体
験
を
基も

と

に
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
全
て
を
「
孤こ

独ど
く

の
解
消
」
に
さ
さ
げ
よ
う
と
誓ち

か

っ
た
。

　
大
学
に
進
学
し
た
私
は
、
不
登
校
時
代
の
自
分
が
欲ほ

し
か
っ
た
も
の

を
作
り
始
め
た
。
自
分
の
「
分
身
」
の
よ
う
な
存
在
が
あ
れ
ば
、
外
出

で
き
な
く
て
も
そ
の
場
に
行
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
は
ず
だ
。

「
遠
く
離は

な

れ
た
会
い
た
い
人
に
会
え
る
よ
う
に
。」
と
い
う
七
夕
伝
説

に
ち
な
ん
で
、
約
一
年
か
け
て
開
発
し
た
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
に
、

「
Ｏオ

リ

ヒ

メ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」

と
名
付
け
た
。

510 510

▲分身ロボットを通して、操作している人と会話ができる ▲分身ロボットカフェの入り口

▲ �吉
よし

藤
ふじ

さんが開発した分身ロボット「O
オ リ ヒ メ

riHime」。�
高さ23cmで、頭や腕

うで

を動かしながら会話できる

1520

　
し
か
し
、
私
自
身
に

は
す
で
に
分
身
ロ
ボ
ッ

ト
が
必
要
な
か
っ
た
た

め
、
入
院
な
ど
で
外
出

が
難
し
い
人
に
使
っ
て

も
ら
い
、
反
応
を
見
る

こ
と
に
し
た
。

親
友
と
語
り
合
っ
た

「
孤こ

独ど

く

の
解
消
」

10 共
に
考
え
る

61 60

私
（吉

よし

藤
ふじ

オリィ）

番
ばん

田
だ

雄
ゆう

太
た

▲ 3年 p.60「10 親友と語り合った『孤独の解消』」

自身の不登校体験から、人間の「孤独の解消」を目指す吉藤
オリィさんが、寝たきりの親友と語り合ったことで新たな気
づきを得て、分身ロボットカフェを実現させたお話です。

「他人の靴を履いてみる」という言葉から、ほかの人の立場を理解しようと努めるこ
との難しさと大切さについて考えられる漫画教材です。

吉藤オリィさん

特
色 

2

多
様
性
に
富
む
よ
り
よ
い
社
会
へ 

日文が
大切にした

こと

1

新教材

新教材新教材

他
人
の
靴く

つ

を
履は

い
て
み
る

13 ほ
か
の
人
の
立
場

65 64

ダン

メイ

スバル

は
あ
…
…
。

ど
う
し
た
の
？

た
め
息
つ
い
て
。

違ち
が

う
よ
。

ダ
ン
み
た
い
に

命
令
す
る
よ
う
に
言
っ
た
ら
、

一
年
生
は
怖こ

わ

が
る
だ
け
だ
よ
。

ダ
ン
の
言
い
方
は

き
つ
い
ん
だ
よ
！

な
ん
で

ス
バ
ル
は
は
っ
き
り

言
わ
な
い
ん
だ
よ
！

二
人
と
も

ど
う
し

た
ん
だ
？

ス
バ
ル
が
一
年
生
た
ち
に

ち
ゃ
ん
と
指
導
し
な
い
ん
だ
。

だ
か
ら
あ
ん
な
に
だ
ら
け
て

練
習
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

ス
バ
ル
は
気
を
使
い
過
ぎ
だ
よ
。

言
う
べ
き
と
き
は
言
わ
な
き
ゃ
。

緩ゆ
る

ん
だ
気
持
ち
で

練
習
し
て
、

一
年
生
が

け
が
し
た
ら

ど
う
す
る
ん
だ
よ
。

ダ
ン
は

言
わ
れ
る
側
の

気
持
ち
を

考
え
な
よ
。

そ
れ
で
や
る
気
が
な
く
な
っ
て

一
年
生
が
練
習
に
来
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
ん
だ
よ
。

ま
あ
ま
あ

二
人
と
も
。

一
年
生
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
る
の
は

お
互た

が

い
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
。

な
ぜ
け
ん
か
し
て
る
ん
だ
？

ス
バ
ル
と

ダ
ン
ら
し
い

話
だ
け
ど
。

な
る
ほ
ど
ね
え
。

で
も

理
解
で
き
な
い
！

こ
っ
ち

だ
っ
て
！

あ
っ

そ
う
だ
。

…
…
っ
て
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
。

今
日
、

部
活
で
ダ
ン
と

け
ん
か
し
て
さ
…
…
。

！ ！

▲ 2年 p.64「13 他人の靴を履いてみる」

新教材

11 10



さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー････････････････････････････････････････

90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
て･･････････････････････････････････････････････････････････

94

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん･･････････････････････････････････････････････････････････････

98

三
人
の
乗
客･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う

梶か
じ

静し
ず

江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････

116

あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山やま
中なか
伸しん
弥や･

124

そ
の
声
は･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―････････････････････････････････

130

旗･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134

裏
庭
で
の
出
来
事･

････････････････････････････････････････････････････････

140

お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
ル･･･････････････････････････････････････････････

146

オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―･････････････････････････････････････････････････

150

オ
ア
シ
ス
の
老
人･

････････････････････････････････････････････････････････

154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さ
き

原は
ら

真ま

弓ゆ
み･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う

●●1234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435●

で
あ
う･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････

4

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い･･････････････････････････

高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち･

8

人
の
フ
リ
み
て･･････････････････････････････････････････････････････････････････

12

〝
村
人
Ｂ
〟
に
は
…
…･････････････････････････････････････････････････････････

16

「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か･

･･･････････････････････････････

22

ユ
ニ
ッ
ト 
い
じ
め
と
向
き
合
う･･････････････････････････････････････････････

28

さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････

30

い
じ
め
っ
て
何
？･････････････････････････････････････････････････････････････

34

言
葉
の
向
こ
う
に･･････････････････････････････････････････････････････････････

36

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････････････････

40

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道･･･････････････････････････････････

リ
ト･

42

ば
あ
ば･ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

48

木
の
声
を
聞
く･･･････････････････････････････････････････････

塚つ
か

本も
と

こ
な
み･

52

疾し
っ

走そ
う

、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー･･･････････････････････････････････････････････････

56

毎
日
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に･･････････････････････････････････････････････
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門か
ど

掃は

き･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

62

使
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････
66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････
70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････

78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････

82

ど
う
し
て
？･
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86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2
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よ
な
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ホ
ス
ト
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乗
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え
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バ
ス
と
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100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
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え
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あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
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宇う

梶か
じ

静し
ず

江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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っ
た
ほ
う
が
い
い
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い
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120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山やま
中なか
伸しん
弥や･
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の
声
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ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
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裏
庭
で
の
出
来
事･
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お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
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オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
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150

オ
ア
シ
ス
の
老
人･
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154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さ
き

原は
ら

真ま

弓ゆ
み･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う

●●1234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435●

で
あ
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巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････
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サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
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高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち･
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の
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リ
み
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愛
情
貯
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じ
め
ま
せ
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な
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っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････

66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････

70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････

78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････

82

ど
う
し
て
？･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････
86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2

よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム
も
多
数
開
発
。

ま
た
、﹁
自
立
と
共
生
﹂﹁
環
境
と
未
来
﹂と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て

関
連
す
る
教
材
・
コ
ラ
ム
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、

集
中
的
か
つ
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

生物多様性

子どもの権利条約

▲ 3年 p.158「  人権課題への取り組み」▲ 3年 p.118「21 海のごみは『まちなか』で生まれる」
▲ 3年 p.126　

「23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―」

▲ 1年 p.106　
「21 あらゆるものに神は宿っている」 宇梶静江さん

自然との共生

海のごみ問題気候変動

日文が
大切にした

こと

1

特
色 

2

▲ 1年 p.2「もくじ」

新教材

新教材新教材

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

生
徒
が
担
っ
て
い
く
よ
り
よ
い
社
会
に
関
わ
っ
て
、
ユ
ニ
ッ
ト

「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
各
学
年
に
年
間
複
数
配
置
し

ま
し
た
。

ユニット
「よりよい社会を考える」
テーマ別の配置数

３
年

２
年

１
年

２
か
所

２
か
所

１
か
所

自
立
と
共
生

・
社
会
参
画
、
キ
ャ
リ
ア
教
育　

・
人
権
教
育
、
共
生
社
会

・
多
様
性
の
尊
重　
　

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
ど
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム

１
か
所

１
か
所

１
か
所

環
境
と
未
来

・
自
然
愛
護

・
環
境
保
全
、
ご
み
問
題

・
S
D
G
s

・
生
物
多
様
性

な
ど
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム

ユ
ニ
ッ
ト
「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」

太陽光

一部は宇宙に放射

一部は
大気と地表を
温める

赤外線
暖かい空気と
水蒸気

冷たい
空気

大気

眞鍋淑郎さん

▲ 3年 p.130「  気候変動と生物多様性」

地球の気温や気象の
長期的な変化

気候変動
生態系・種・

遺伝子の多様性

生物多様性気温上
じょう

昇
しょう

によって
環
かん

境
きょう

が変化することで
生物が減少・絶

ぜつ

滅
めつ

生態系が変化し、植物が減って
二酸化炭素の吸収が減るなどで

さらなる気温の上
じょう

昇
しょう

❸ 守られる権利

 暴力や搾
さく

取
しゅ

、有害な労働などから守られること。

❷ 育つ権利

　勉強したり友達と遊んだりして、もって生まれた
能力を十分に伸

の

ばして成長できること。

❹ 参加する権利

　自由に意見を表したり、団体を作ったりできること。

❶ 生きる権利

　住む場所や食べ物があり、医
い

療
りょう

を受けられるなど、
命が守られること。

環境と未来自立と共生

さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー････････････････････････････････････････

90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
て･･････････････････････････････････････････････････････････

94

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん･･････････････････････････････････････････････････････････････

98

三
人
の
乗
客･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う
梶かじ
静しず
江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････

116

あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山や
ま

中な
か

伸し
ん

弥や･

124

そ
の
声
は･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―････････････････････････････････

130

旗･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134

裏
庭
で
の
出
来
事･

････････････････････････････････････････････････････････

140

お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
ル･･･････････････････････････････････････････････

146

オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―･････････････････････････････････････････････････

150

オ
ア
シ
ス
の
老
人･

････････････････････････････････････････････････････････

154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新にい
津つ
春はる
子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さき
原はら
真ま
弓ゆみ･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う

●●1234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435●

で
あ
う･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････

4

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い･･････････････････････････

高たか
橋はし
陽よう
一いち･

8

人
の
フ
リ
み
て･･････････････････････････････････････････････････････････････････

12

〝
村
人
Ｂ
〟
に
は
…
…･････････････････････････････････････････････････････････

16

「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か･

･･･････････････････････････････

22

ユ
ニ
ッ
ト 

い
じ
め
と
向
き
合
う･･････････････････････････････････････････････

28

さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････

30

い
じ
め
っ
て
何
？･････････････････････････････････････････････････････････････

34

言
葉
の
向
こ
う
に･･････････････････････････････････････････････････････････････

36

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････････････････

40

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道･･･････････････････････････････････

リ
ト･

42

ば
あ
ば･ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

48

木
の
声
を
聞
く･･･････････････････････････････････････････････

塚つか
本もと
こ
な
み･

52

疾し
っ

走そ
う

、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー･･･････････････････････････････････････････････････

56

毎
日
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に･･････････････････････････････････････････････

60

門か
ど

掃は

き･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

62

使
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････

66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････

70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････

78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････
82

ど
う
し
て
？･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････
86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2
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特
色  

1

特
色  

2

特
色  

3

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

教
科
書
本
冊
に
は
『
道
徳
ノ
ー
ト
』
が
付
属
し
て
い
る
の
で
、

自
前
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
準
備
し
な
く
て
も
授
業
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
授
業
し
や
す
く
、
生
徒
の
成
長
を
も
っ
と
見
取
り
や
す
く
。

学
校
現
場
か
ら
の
お
声
に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
重
ね
て
進
化
し
ま
し
た
。

26

 教科書本冊
136〜139ページ

かけがえのない生命

臓器提供25

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても あまり

これから大切にしたいことが見つかった とても あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

38

道徳科で学んだことを振
ふ

り返ってみよう
期

●❷ これまで道徳科で学んだことを振
ふ

り返って、考えたことを書いてみよう。
（例） ・授業で学んだこと ・自分の考え方に生かされていると思うこと
 ・自分が成長したと思うこと ・これからの自分にプラスしたいこと

●❸ 自由欄
ら ん

●❶ 今学期、ノートに書いたことや道徳科で学んだことを振
ふ

り返り、
　 心に残っている授業やその理由を書いてみよう。

心に残っている理由心に残っている授業（教材名）

月　　　日 名前組　　　番

道徳ノート回収時に先生が生徒の
名前を確認しやすいよう、日付欄
の横に名前欄を設置しました。

教科書本冊に掲載されている二次
元コードと同じものを道徳ノート
にも載せました。さまざまな教科書
QRコンテンツの一つとして、道徳
ノート紙面をデジタル化したワー
クシートにもアクセスできます。

必要なタイミングで、
自由な表現で、
無理のない記入量で……
柔軟に道徳ノートを活用！

友達や先生と
話し合って……

特
色 

3

進
化
し
た
『
道
徳
ノ
ー
ト
』 

名前欄工夫
1

二次元コード工夫
2

先生と生徒の意思疎通がしやすいよう、各記入欄
に番号を振りました。

各記入欄の番号工夫
3

「自分の考えをまとめて書くときの記入欄が足り
ない……。」という学校現場の声にお応えし、「自
分に+１」欄をより大きく確保しました。

「自分に＋１」欄工夫
6

自分への振り返り欄の下には自由欄を設けたこと
で、授業の感想を書いたり、先生や保護者がコメ
ントを残したりするなども可能になりました。

自由欄工夫
7

学期末の振り返りページは、１学期あたり１ページ
に拡大しました。印象的だった授業など成長の記録
をしっかり残し、重要な評価の資料になります。
また、自由欄には先生や保護者がコメントを残すなど、
家庭との連携に生かすことも可能です。

学期ごとの振り返りページ工夫
8

日文が
大切にした

こと

1

個に寄り添う
道徳ノート

友達や先生との議論から、
気づきを得たり、考えが広がったり。
そんな協働的な学びの積み重ねを
まとめられる道徳ノートは、

一人ひとりの心の成長が詰まった
大切な１冊となります。

本書 p.16

▲ 3年 道徳ノート p.26「25 臓器提供」

▲ 1年 道徳ノート p.38「道徳科で学んだことを振り返ってみよう」

中心発問「考えてみよう」のアイコンを削除する
ことで、中心発問に限らず、授業に合わせて自由
に記入欄を活用できるようにしました。

発問アイコン工夫
5

すべての教材で道徳ノートの発問欄が空欄になり、
より自由に活用いただけるようになりました。

発問欄工夫
4

※現行道徳ノートでは、「学習の進め方」が付属する教材にのみ発問を掲載。

現行道徳ノート

あいさつはどうして大切なのか，あらためて考えてみよう。
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道
徳
ノ
ー
ト
は
、
先
生
の
働
き
方
改
革
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

対
応
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
支
え
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
を
実
現
し
ま
す
。

26

 教科書本冊
136〜139ページ

かけがえのない生命

臓器提供25

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても あまり

これから大切にしたいことが見つかった とても あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

　あ
な
た
は
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
脳
死
後
あ
る
い
は
心
臓
が
停
止
し
た
死

後
に
、
自
分
の
臓
器
を
提
供
す
る
か
、
提
供
し
な
い
か
と
い
う
意
思
を
示
す
た
め
の
も
の
で
す
。

＊

＊

▲ �健康保険証（写真右上）と運転免
めん

許
きょ

証（写真左下）の裏面

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
が
配
布
し
て
い
る
。

健
康
保
険
証
や
運
転
免め
ん

許き
ょ

証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

で
も
意
思
表
示
が
で
き
る
。

＊
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド

脳
の
働
き
が
全
て
失
わ
れ
、

回
復
の
可
能
性
が
な
い
状
態
。

生
命
維い

持じ

装
置
を
止
め
る
と

心
臓
も
停
止
す
る
。
装
置
を

止
め
る
ま
で
は
心
臓
が
動
き

体
も
温
か
い
。

＊
脳
死

臓
器
提
供

25 か
け
が
え
の
な
い
生
命

136

▲臓器提供意思表示カード

WordかGoogle
ドキュメントで選べる！

教科書本冊と道徳ノートの
どちらからでも！

二次元コードを読み込んで
教科書QRコンテンツの
サイトにアクセス

教科書本冊

OCRサービスでテキストデータ化した文字 GoogleドキュメントWord

道徳ノート

道徳ノートに手書きされた文字（弊社作成）

手書きの文字を読み取るOCRサービス ワークシート(デジタルノート)
デジタル
活用

1
デジタル
活用

2
日文が

大切にした
こと

1

特
色 

3

入力作業の時短につながる！
評価、学級通信、授業改善に役立つ！

1

道徳ノートの紙面を
撮影またはスキャンして
先生に送信

2

道徳ノートに手書きする1

「ワークシート」から
形式を選んで開く2

OCRサービスは、道徳ノートに手書きされた文字をデジタルデータ化するサービスです。
※教師用指導書セット付属のサービスです。
※朱書編のみ購入の場合はご利用いただけません。
※開発中のため、内容や構成は予告なく変更になる場合があります。 本書 p.40-43

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

「私」が、自分の行いを悔いて生きてきたことにつ
いて、これからの自分の生き方に照らして考えて
みよう。
幼稚園や小学校の頃に少しあって、周りに便乗し
た自分がいました。その時は、悪いと思っていて
も甘い気持ちになっていたと思います。これからは、
そういう「甘い考え」を捨てて、強さを持つこと
が大切だと思いました。これから先に何が起こる
か分からないので、その度に自分をいましめたり、
叱ったりして悔いを増やさないようにしたいです。

※ OCRサービスで使用予定の技術を使用し、弊社内でテストしたものです。 
字間や改行以外の修正は行っていません。

※実際の読み取り精度を保証するものではありません。

送られてきた画像を先生が
OCRサービスにアップロードし、
まとめてテキストデータ化してダウンロード

3
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▼ 3年 p.178
「34 サトシの一票」

▼ 3年 p.72
「12 新しい夏のはじまり」

文部科学省検定済教科書
中学校道徳科用

3

道徳

中学 道徳
116-93116 日文

よりよい人生を 「ひらく」

新しい自分と 「であう」

文部科学省検定済教科書
中学校道徳科用

道徳

1

中 学道 徳
116-73116 日文

文部科学省検定済教科書
中学校道徳科用

道徳

2

中学 道徳
116-83116 日文

人との関係を 「みつめる」

キャリア教育の理念を基に、各学
年のテーマを設定。表紙イラスト
や巻頭詩、教材の選定基準として
反映し、系統的・発展的に学習で
きるようにしました。

3年間の系統性、発展性

さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー････････････････････････････････････････

90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
て･･････････････････････････････････････････････････････････

94

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん･･････････････････････････････････････････････････････････････

98

三
人
の
乗
客･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う
梶かじ
静しず
江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････

116

あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
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老
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私
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な
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新にい
津つ
春はる
子こ･
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「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さき
原はら
真ま
弓ゆみ･
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い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
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受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う
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で
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巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
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サ
ッ
カ
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乗
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芸
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　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2

より広い視野をもち、次
の学年につなげる内容

学校生活だけでなく地域社会など、
充実した集団生活につながる内容

夢に向かう心や自分らしさ、人との前向きな関わり方
など、新生活に希望をもてる内容

４～７月８～12月１～３月

進級間近の時期には、キャリア
教育に関わる教材を配置

夏休み前の時期には、安全教育
に関わる教材を配置

◀ 1年 p.158「33 私は清掃のプロになる」 ◀ 1年 p.56「10 疾走、自転車ライダー」

グループ
学習

地域の
お祭り

朝の
登校風景

▼ 2年 p.18
「3 挨拶は言葉のスキンシップ」

３
年
間
を
見
通
し
た
構
成
と
配
列

学
校
の
年
間
行
事
や
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
て
教
材
・
コ
ラ
ム
を
配
列
し
、
生
徒
の
「
い
ま
」
に
寄
り
添
い
ま
し
た
。

授
業
の
内
容
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
着
実
に
積
み
重
ね
、

１
年
間
、
そ
し
て
３
年
間
を
通
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基本構成
2

▼ 2年 p.120
「24 制服は誰のもの」

本書 p.26-31本書 p.23／ p.26-27本書 p.32-33本書 p.24-25本書 p.34-35本書 p.32-33本書 p.6-9／ p.12-13

職場体験学習や生徒
会活動に関わる教材
を配置

２年生では…

部活動の引退や主権
者教育に関わる教材
を配置

３年生では…

新教材
19 18



各
学
年
の
最
初
に
は
、
丁
寧
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

生
徒
や
先
生
、
保
護
者
の
方
が
学
び
の
見
通
し
を
も
ち
、
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

難
し
い
宿
題

美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
心

　
中
学
生
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
あ
る
日
。
先
生
か
ら
こ
ん
な
宿
題
が
出
た
。

「
世
の
中
に
は
、
美
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
今
ま
で
に
美
し
い
と
感
じ
た
も
の
を
、
ノ
ー
ト
に
書

い
て
き
て
く
だ
さ
い
。」

　
僕ぼ

く

は
家
に
帰
っ
て
し
ば
ら
く
考
え
た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
思
い
付
か
な
い
。
そ
こ
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
そ
う
だ
ね
え
。
昔
、
新し

ん

婚こ
ん

旅
行
で
行
っ
た
ハ
ワ
イ
の
海
に
沈し

ず

む
夕
日
が
、
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
な
あ
。」

　
昔
の
こ
と
な
の
に
覚
え
て
い
る
な
ん
て
、
本
当
に
美
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。
次
は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
い
ち
ば
ん
美
し
い
と
感
じ
た
の
は
、
修
学
旅
行
で
見
た
金き

ん

閣か
く

寺じ

か
な
。
参
道
を
ゆ
っ
く
り
進
み
、
ぱ
っ
と
視
界
が
開
け

た
と
思
っ
た
ら
金き

ん

閣か
く

寺じ

が
目
に
飛
び
込こ

ん
で
き
た
の
。
本
当
に
き
ら
き
ら
と
輝か

が
や

い
て
い
た
ん
だ
。」

　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
美
し
さ
も
あ
る
の
か
。
最
後
に
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
君
が
生
ま
れ
た
と
き
か
な
。
暖
か
い
布
に
包
ま
れ
て
す
や
す
や
眠ね

む

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
お
父
さ
ん
は
思
わ
ず
涙な

み
だ

が
出

て
き
た
ん
だ
。
そ
し
て
不
思
議
と
、
美
し
い
な
と
感
じ
た
ん
だ
よ
。」

　
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い
た
ん
だ
…
…
。
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
美
し
い
も
の
に
感
動
し
て
い
る
ん
だ
な
。
僕ぼ

く

が
今
ま
で

に
美
し
い
と
感
じ
た
も
の
は
、
一
体
な
ん
だ
ろ
う
…
…
。
　

美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
心
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、

ま
と
め
よ
う
。

あ
な
た
が
最
も
美
し
い
と
感
じ
た
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
。

作
・
編
集
委
員
会

　絵
・
あ
な
ん
よ
ー
こ

話
し
合
い
の
工く

夫ふ
う

例

・
発
言
し
た
人
に
、
そ
の
理
由
を
聞
い
て
み
よ
う
。

・�

ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
っ
て
、�

み
ん
な
の
考
え
の
共
通
点
や
、
違ち

が

う
点
を�

整
理
し
て
み
よ
う
。

気
づ
く

1

見
つ
め
る
・
生
か
す

3み
ん
な
で
考
え
合
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
か
な
。

今
日
気
づ
い
た
こ
と
を
大
切
に
、

一
年
間
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

考えて考えて
みようみよう

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

【
自
分
に
＋プ

ラ
ス

１ワ
ン

】

美
し
い
も
の
に
感
動
す
る

心
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ト
に

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

ミ
ニ
教
材
で
考
え
て
み
よ
う

考
え
る
・
議
論
す
る
・
深
め
る

2

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
動
画
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

510

私
も
夕
日
に

感
動
し
た
こ
と
あ
る
！

僕ぼ
く

に
と
っ
て

美
し
い
も
の
は

何
か
な
あ
…
…
。

【
学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

今
日
は
「
美
し
い
も
の
に

感
動
す
る
心
」
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
し
く

気
づ
い
た
の
は
…
…
。 ○

○
さ
ん
の
考
え
は

自
分
と
違ち

が

う
け
れ
ど

納な
っ

得と
く

で
き
て
…
…
。

【
考
え
て
み
よ
う
】

あ
な
た
が
最
も
美
し
い
と

感
じ
た
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
る
ほ
ど
！

そ
う
い
う
視
点
も
あ
る
ん
だ
。

私
は
○
○
が
美
し
い
と

思
っ
て
い
て
…
…
。

私
も
似
た
考
え
だ
け
ど
、

少
し
違ち

が

っ
て
い
て
…
…
。

教
材
を
読
ん
で
、
共
感
し
た
と
こ
ろ
や

「
自
分
な
ら
…
…
」
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

今
ま
で
の

自
分
は
…
…
。
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生徒目線で考え、発達の段階に配慮した内容を漫画で分かりやすく示しました。
次の「ミニ教材」まで使わずに、このページだけでも授業開きができる

構成になっています。

全学年に「ミニ教材」を新設し、先生の授業準備の負担軽減を図りました。
短文で取り組みやすい教材を使って、丁寧な道徳開きが難なく実現できます。

思わず意見を話したくなる、
聞きたくなる！
道徳って楽しい！

初めて話す人とでも
盛り上がりやすいね！

「どんなことをするの？」
p.4

「どうやって学ぶの？」
p.5

●１年生（学年テーマ：であう） ･････自他の感動体験を話し、受容し合う
●２年生（学年テーマ：みつめる） ･･･２つの異なる意見から、自分に向き合う
●３年生（学年テーマ：ひらく） ･････２つの対立する意見から、他者との向き合い方を考える

ミニ教材の内容も発達の段階に配慮しています
▲ p.4-5アニメーション動画（約３分）

▲ ミニ教材朗読音声

教科書QRコンテンツも付属しています 本書 p.34-35

▲ ミニ教材ワークシート

基本構成
2

道
徳
科
で
は
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に

大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
合
い
ま
す
。

ま
あ
、
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
も

つ
い
な
ま
け
ち
ゃ
う
こ
と
も

あ
る
け
ど
ね
。

　道
徳
科
で
は
、
次
の
1
～
3
の
よ
う
な
流
れ

で
学
び
ま
す
。
各
ス
テ
ッ
プ
に
は
、
学
び
を
深

め
る
た
め
の
手
が
か
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　「自
分
は
こ
う
思
う
」
と
素す

直な
お

に
伝
え
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

考
え
た
こ
と
に
間ま

違ち
が

い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

●
お
互た

が

い
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

　自
分
と
似
て
い
る
考
え
も
違ち

が

う
考
え
も
、
ど
ち
ら

も
大
切
で
す
。
友
達
の
考
え
は
否
定
せ
ず
最
後
ま
で

聞
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
友
達
の
考
え
を
よ
く
聞
こ
う

み
ん
な
は
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
っ
て

ど
ん
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
か
。常

に
努
力
す
る
こ
と
。

で
も
、
自
分
の
目
指
す

目
標
に
向
か
っ
て

い
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
よ
ね
。

教材のマーク
　あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
末
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ
と
を
決
意

し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

　一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
漫ま

ん

画が

を
描か

＊

か
か
る
。
何
度
も
応お

う

募ぼ

し
た
が
、
い
つ
も
佳か

作さ
く

止
ま
り
だ
っ
た
。

（
ど
ん
な
作
品
を
描か

け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
の
か
…
…
。）

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
私
は
新
た
な
題
材
を
求
め
て
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
繰く

り
返
し
た
。

　当
時
、
ス
ポ
ー
ツ
漫ま

ん

画が

と
い
え
ば
野
球
が
全ぜ

ん

盛せ
い

で
、「
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
Ｊ
リ
ー
グ

発ほ
っ

足そ
く

前
で
、
日
本
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
も
夢
の
ま
た
夢
の
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
自
由
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

駆か

け
回
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
を
描か

く
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
そ
う
と
考
え
た
。

＊

51015
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文
学
や
芸
術
な
ど
で
、
よ
く

で
き
た
作
品
。
こ
こ
で
は
、

入
選
の
一
歩
手
前
の
作
品
の

こ
と
（
賞
に
よ
っ
て
扱あ
つ
か

い
は

異
な
る
）。

＊
佳か

作さ
く

　

日
本
語
で
は
「
独
創
性
」
や

「
創
意
」
の
意
味
で
使
う
。

＊
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

一
九
八
一
年
か
ら
連れ
ん

載さ
い

さ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
漫ま
ん

画が

『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼つ
ば
さ

』
の
主
人
公
。『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼つ
ば
さ

』
は
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
に
も
な
り
、
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

＊
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。
中
学
生
の
と
き
は
、

（
将
来
、
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。）

と
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。
高
校
で
は
野
球
に
明
け
暮

れ
、
大
学
で
も
野
球
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
高
校
二
年
生
の
秋
に
転
機
が
訪お

と
ず

れ
た
。

親
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
私
立
大
学
へ
の
進
学
は

難
し
い
と
聞
か
さ
れ
た
。（
進
学
し
て
大
学
生
活
を

楽
し
み
た
い
。）（
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

き
た
い
。）（
親

に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
。）

　さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
入
り
交
じ
る
中
、
自
分
と
真し

ん

剣け
ん

に
向
き
合
っ
て
み
る
と
、「
プ
ロ
の

漫ま
ん

画が

家
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
が
、
な
に
よ
り
も
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
い
ま
か
ら
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
そ
う
。」

　高
校
三
年
生
の
と
き
、
私
は
そ
う
決
意
し
た
。

　そ
れ
か
ら
は
、
無む

我が

夢む

中ち
ゅ
う

で
漫ま

ん

画が

を
描か

い
た
。
大
学
受
験
の
た
め
勉
強
に
力
を
入
れ
る
友

人
が
多
い
中
、
私
は
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
は
出
版
社
に
持
ち
込こ

む
日
々
が
続
い
た
。
す
ぐ
に
よ
い

評
価
が
出
る
わ
け
は
な
く
、
何
度
も
何
度
も
描か

き
直
し
た
。

　こ
の
地
道
な
努
力
が
実
り
、
高
校
の
卒
業
間
近
に
、
少
年
漫ま

ん

画が

誌
に
応お

う

募ぼ

し
た
作
品
が
新

人
賞
の
佳か

作さ
く

に
輝か

が
や

い
た
。
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
す
出
発
点
に
立
て
た
喜
び
は
、
い
ま
で
も

鮮せ
ん

明め
い

に
覚
え
て
い
る
。

　高
校
卒
業
後
は
、
工
場
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
漫ま

ん

画が

を
描か

き
続
け
た
。
稼か

せ

い
だ

お
金
は
、
漫ま

ん

画が

を
描か

く
道
具
代
に
消
え
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
努
力
が
認
め
ら
れ
、
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
た
。
た
だ
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
仕
事
は
漫ま

ん

画が

を
描か

く
勉
強
に
は
な
っ
た
が
、
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
時
間
を

奪う
ば

っ
て
い
っ
た
。
仕
事
を
終
え
た
後
に
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
た
め
、
一
本
の
作
品
に
数
か
月

＊

▲高
たか

橋
はし

さんが子どもの頃
ころ

に描
か

いた漫
まん

画
が

▲『キャプテン翼
つばさ

』の主人公、大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

1 夢
に
向
か
っ
て

二次元
コード
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私（高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

）

▲『キャプテン翼
つばさ

』第4話で、翼
つばさ

が初めてオーバーヘッドキックを決めた瞬
しゅん

間
かん

5

四
話
を
描か

き
直
し
、翼つ

ば
さ

に「
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
」
の
技わ

ざ

を
披ひ

露ろ
う

さ
せ
た
の
だ
。

　す
る
と
、
人
気
順
位
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
上じ

ょ
う

昇し
ょ
う

し
、
翼つ

ば
さ

が
ラ
イ
バ
ル
と
対
決
す
る
「
南な

ん

葛か
つ

小 

対 

修し
ゅ
う

哲て
つ

小
」
ま
で
を
ど
う
に
か
描か

き
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
っ
と
し
た
と

と
も
に
、
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
の
自
信
が
生
ま
れ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　私
の
代
表
作
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』
を
読
ん
で
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る

夢
を
も
ち
実
現
し
た
選
手
が
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
大
勢
い
る
と

聞
く
。
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

「
ゴ
ー
ル
！

　ニ
ッ
ポ
ン
、
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

の
同
点
ゴ
ー
ル
！

　優
勝
の
行ゆ

く
え方

は
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
！
」

　大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

に
は
、
大
き
な
夢
が
あ
る
。
そ
う
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
翼つ

ば
さ

は
努
力
し
続
け

る
。
私
も
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
。

＊

夢
を
追
い
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

漫ま
ん

画が

を
描か

く
う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
も
負
け
ず
、

高た
か

橋は
し

さ
ん
は
な
ぜ
努
力
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　そ
し
て
つ
い
に
、
十
九
歳さ

い

の
と
き
、
五
本
目
の
作
品
で
初
め
て
「
入
選
」
を
手
に
し
た
。
こ
の
作
品
が
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』

の
原
点
で
あ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
へ
の
道
が
よ
う
や
く
開
け
た
の
だ
っ
た
。

　だ
が
、
プ
ロ
の
世
界
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
。
週
刊
誌
の
連れ

ん

載さ
い

は
作
品
の
人
気
順
位
が
毎
週
発
表
さ
れ
、
下
位
の
作
品
は
連れ

ん

載さ
い

が
打
ち
切
ら
れ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
私
に
も
、
連れ

ん

載さ
い

打
ち
切
り
の
危
機
が
迫せ

ま

り
つ
つ
あ
っ
た
。

（
ど
う
す
れ
ば
い
い
…
…
。）

　締し

め
切
り
ま
で
、
も
う
時
間
は
な
い
。
私
は
悩な

や

ん
だ
末
に
、
翼つ

ば
さ

に
夢
を
託た

く

す
こ
と
に
し
た
。
ほ
と
ん
ど
描か

き
終
え
て
い
た
第

空
中
の
ボ
ー
ル
を
、
自
分
の

頭
の
上
を
越こ

し
て
後
方
に
蹴け

る
こ
と
。

＊
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ

ク

510

　締
し

め切りに追われながら、ひたす
ら描

か

き続けるのが漫
ま ん

画
が

家の仕事です。
　描

か

くことが大好きなので楽しいこ
とも多いですが、人気が出ず連

れ ん

載
さ い

が
終わってしまい、つらいと思うこと
もあります。僕

ぼ く

の漫
ま ん

画
が

を読んで、「す
ごくおもしろかった。」 「勇気が出
た。」と言ってもらえると、描

か

いて
いてよかったなと思います。皆

み な

さん
も、好きなもの、夢中になれるもの
を見つけて頑

が ん

張
ば

ってください。

高
た か

橋
は し

陽
よ う

一
い ち

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

�

作
・
編
集
委
員
会

　
絵
・
高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち

11 10

自
分
自
身

に
つ
い
て

人
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

集
団
や
社
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て

生
命
や
自
然
、
崇す
う

高こ
う

な

も
の
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

別
冊
『
道
徳
ノ
ー
ト
』
を
使
っ
て

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　【
学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
を
手
が
か
り

に
教
材
を
読
ん
で
、「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
も
っ
と
考
え
た
い
。」
の
よ
う
な
課
題

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

気
づ
く

1　【
考
え
て
み
よ
う
】
を
手
が
か
り
に
自

分
で
考
え
た
う
え
で
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
さ
ら
に
考
え
を
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

考
え
る
・
議
論
す
る
・
深
め
る

2　【
自
分
に
＋プ

ラ
ス

１ワ
ン

】
を
手
が
か
り
に
、
み

ん
な
で
深
め
る
中
で
生
ま
れ
た
新
た
な

考
え
や
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
た
い
こ

と
な
ど
、
自
分
の
生
き
方
に
プ
ラ
ス
し

た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

見
つ
め
る
・
生
か
す

3
い
つ
も
楽
し
く

生
き
る
こ
と
か
な
。

た
し
か
に
。

人
間
に
は

弱
い
と
こ
ろ
と

強
い
と
こ
ろ
が

あ
る
か
も
。

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
動
画
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
話
し
合
う
と
き
に

大
切
な
こ
と

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！

幸
せ
に
な
る
こ
と
。

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
？

そ
う
で
す
ね
。

そ
ん
な
「
人
間
と
し
て
の
自
分
」
と

向
き
合
い
な
が
ら
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に

大
切
な
こ
と
を
考
え
合
う
の
が
、

中
学
校
の
道
徳
科
な
ん
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

み
ん
な
で
考
え
、

話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2

 教科書本冊
8 〜11ページ

夢に向かって

サッカーの漫
ま ん

画
が

を描
か

きたい1

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても
あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても
あまり

これから大切にしたいことが見つかった
とても

あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

二次元
コード

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

そ
う
思
っ
た

理
由
は
？

自
分
な
ら
…
…
。

い
い
ね
！

な
る
ほ
ど
～
。

た
し
か
に
！

う
ん
う
ん
。

僕ぼ
く

に
も

そ
う
い
う
と
こ
ろ

あ
る
よ
。

5 4

▲ 1年 p.4「道徳科での学びを始めよう！」

オリエンテーションページ
「道徳科での学びを始めよう！」

最短5分で
授業開き！

「どんなことをするの？」
「どうやって学ぶの？」を
アニメーション化した動画で
授業開きができます！

0:05/3:10

p.6-7
「ミニ教材で考えてみよう」

新コーナー

◀ 詳しくはこちら
※ 期間限定公開です。

21 20

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/cdou/1/0a/1/


基本構成

１
時
間
の
流
れ
が
見
え
る

各
教
材
で
は
、
①
気
づ
く
↓
②
考
え
る
・
議
論
す
る
・
深
め
る
↓
③
見
つ
め
る
・
生
か
す

の
３
ス
テ
ッ
プ
で
学
び
を
深
め
ま
す
。

学
び
の
流
れ
が
分
か
り
や
す
く
、
１
時
間
の
見
通
し
が
も
て
る
紙
面
構
成
で
す
。

見開きで
読みやすい！

すべての教材を見開き単位に
統一することで、

生徒の読み取りの負荷を
軽減します。

その他　編集上の配慮は
本書 p.36-37

教科書QRコンテンツ
二次元コードから、教科書QRコ
ンテンツのサイトにアクセスで
きます。 本書 p.34-35

　
相す

も
う撲

と
い
え
ば
「
大お

お

相ず
も
う撲

」
の
男
性
力
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア

マ
チ
ュ
ア
相ず

も
う撲

の
世
界
で
は
女
性
の
選
手
も
お
り
、
世
界
大
会
も
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、今こ

ん

日ひ
よ
り和
さ
ん
は
、国
内
外
で
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
女
子
相ず

も
う撲
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
だ
。

「
相す

も
う撲

の
魅み

力り
ょ
く

と
は
、
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

の
う
ち
に
全
身
の
力
を
全
て
出
し
切
る
こ
と
。
体
が
ぶ
つ
か

り
合
う
と
き
、
相
手
の
気
持
ち
や
ど
ん
な
練
習
を
し
て
き
た
の
か
が
、
す
ぐ
に
理
解
で
き

る
。
力
と
技わ

ざ

だ
け
で
は
な
く
、
心
も
ぶ
つ
か
り
合
う
競
技
な
ん
で
す
。」

と
、
今こ

ん

さ
ん
は
目
を
輝か

が
や

か
せ
て
話
す
。

「
夢
は
、
相す

も
う撲
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
る
こ
と
。」

　
そ
ん
な
思
い
に
至
る
ま
で
、
彼か

の

女じ
ょ

は
ど
の
よ
う
な
競
技
人
生
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
今こ

ん

さ
ん
は
青あ

お

森も
り

県
鰺あ

じ

ヶが

沢さ
わ

町
で
生
ま
れ
た
。
相す

も
う撲

を
始
め
た
の
は
小
学
一
年
生
の
と
き
。

三
歳さ

い

年
上
の
お
兄
さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
相す

も
う撲
道
場
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
青あ

お

森も
り

県
は
相す

も
う撲
が

盛さ
か

ん
な
土
地
柄が

ら

で
あ
る
。
道
場
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
相す

も
う撲
に
親
し
む
環か

ん

境き
ょ
う

が
あ
っ
た
。

510

▲日本代表として世界大会に臨
のぞ

む

相す

も

う撲
を
世
界
に

1 困
難
を
乗
り
越こ

え
て

8

今
こん

 日
ひ よ り

和

▲ 3年 p.8「1 相撲を世界に」

51015

　今こ
ん

さ
ん
は
、
環か

ん

境き
ょ
う

の
せ
い
に
し
て
い
た
自
分
に
気
づ
き
、
再
び
顔
を

上
げ
た
。

　い
ま
、
今こ

ん

さ
ん
は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
、
相す

も
う撲
を
続
け
て
い
る
。
女

性
力
士
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
企き

業ぎ
ょ
う

を
自
ら
探
し
、
大
学
卒
業
後
に

は
、
あ
る
企き

業ぎ
ょ
う

で
社
会
人
相ず

も
う撲

の
道
を
歩
み
始
め
た
。
さ
ら
に
、「
誰だ

れ

も
が
平
等
に
相す

も
う撲
を
続
け
ら
れ
る
環か

ん

境き
ょ
う

を
つ
く
り
た
い
。」
と
、
国
際

相す
も
う撲

連
盟
の
選
手
委
員
も
務
め
て
い
る
。
相す

も
う撲

は
特
別
な
道
具
も
必
要

な
く
、
体
一
つ
で
誰だ

れ

で
も
楽
し
め
る
競
技
だ
。
今こ

ん

さ
ん
に
は
、「
相す

も
う撲

を
メ
ジ
ャ
ー
な
競
技
に
し
た
い
。
も
っ
と
世
界
に
広
め
た
い
。」
と
い

う
思
い
が
あ
る
。

　世
界
で
は
相す

も
う撲

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
も
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
一
八
（
平へ

い

成せ
い

三
十
）
年
、
Ｉ

Ｏ
Ｃ
が
国
際
相す

も
う撲

連
盟
を
正
式
な
組
織
と
し
て
承し

ょ
う

認に
ん

。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
に
な
る
に
は
道
半
ば
だ
が
、
今こ

ん

さ
ん
の
夢
が
か
な
う
日
は
そ
う
遠

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

＊

＊

ア
マ
チ
ュ
ア
相ず

も
う撲
の
国
際
的

な
統と
う

括か
つ

組
織
。

＊
国
際
相す

も
う撲

連
盟

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
採
用
さ

れ
て
い
な
い
が
、
人
気
の
あ

る
競
技
種
目
の
国
際
総
合
競

技
大
会
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
の
後

援え
ん

で
四
年
に
一
度
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。

＊
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ

困
難
を
乗
り
越こ

え
て
自
分
が
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
続
け
る

た
め
に
、
大
切
な
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

大
学
生
の
と
き
相す

も
う撲

を
諦あ

き
ら

め
か
け
た
今こ

ん

さ
ん
に
と
っ
て
、

相す
も
う撲
を
続
け
る
原
動
力
に
な
っ
た
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　もし、あなたがいま置かれている状
じょう

況
きょう

だけを考え
て、「自分には無理だ。」と未来を諦

あきら

めようとしてい
るなら、それはとてももったいないこと。「いまの
自分」で「未来の自分」を判断しないでほしい。い
まは難しくても、数年後には状

じょう

況
きょう

が変わっているか
もしれないし、自分が変えられる力をもっているか
もしれません。悩

なや

んでいるときには「いまの自分」
しか目に入らないものですが、「なぜ無理なのか」
を冷静に考えるところから始めてみませんか。

今
こ ん

日
ひ よ り

和さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

作
・
編
集
委
員
会

11

１時間の学びの手がかりです。話し合い
のスタートとして、めあてにも使えます。

学びのキーワード
教材内容の理解を助け、ステップ②
以降の時間をしっかり確保します。

登場人物

「
支
え
て
い
る
も
の
」
と
問
う
こ

と
で
、
文
章
読
解
に
偏
ら
ず
、
臼

井
さ
ん
の
生
き
方
に
つ
い
て
よ
り

多
様
な
意
見
が
出
せ
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
版
教
科
書

「
こ
の
仕
事
に
『
こ
れ
で
い

い
。』
と
い
う
終
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。」
と
言
う
臼
井

さ
ん
を
支
え
て
い
る
も
の
は

な
ん
だ
ろ
う
。

教材の主人公となった人物から中学生
に贈る、書き下ろしのメッセージです。
教科書QRコンテンツとしてメッセー
ジ動画が付属する教材もあります。

本書 p.26-27／p.34-35

あすへのメッセージ

道徳科の授業は、生徒と先生が
一緒に考え、語り合うもの。目
の前の生徒の実態や先生の考え
に合わせて柔軟に授業ができる
よう、教科書に掲載する発問は
２つに精選しました。
また、生徒の実際の反応を見な
がら取り入れたい「補助発問例」
「問い返し例」は教師用指導書

に分かりやす
く示すことで、
深い学びのあ
る授業をサ
ポートできる
ように工夫し
ています。

本書 p.40-41

教科書の発問は
２つに精選

105

33
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

学習活動（発問例、予想される生徒の反応） 補助発問例、問い
返し例 指導上の留意点

（発問の意図）

導
入
5
分

1 　空港の仕事に
興味をもつ。

発問○社会の中にはどんな仕事があるだろう。

空港の仕事には何があるだろう。資料

　　　　　　 「心がこもった仕事」とはなんだろう。

補助発問 （生徒の
様子を見て行う発

問）、

問い返し（生徒の言
葉を受けて行う発

問）

は、生徒や授業の
状況に応じて活用

して

ください。→本書
p.25

○参考クイズを
使用して教材に

興

味をもたせ、空
港の清掃をする

仕事があることに
注目させる。そ

の後、本時のねら
いを提示する。

展
開
40
分

2 　教材「私は
清掃のプロにな

る」を読み、考

える。音声 画像
 資料

発問①新津さんは日本へ来たとき、どんな気持

ちだったのだろう。全体

・言葉も通じな
い。�・清掃の仕

事は嫌だな。

・働かなきゃな
らないなんて。

・日本語がうま
くなるまで我慢

しよう。

発問②新津さんはどんな思いで、高校でも就職

した後も清掃の仕事を続けたのだろう。全体

・学費や生活費
を稼ぐため。

・清掃の仕事は
おもしろい。

・体を動かす仕
事は自分に向い

ている。

★発問③  　　　　　　 新津さんが分かった

ような気がした「心」の意味とは、どんなも

のだったのだろう。

・ただきれいに
するだけではだ

めだというこ

と。
・赤ちゃんや子

どもが触っても
大丈夫なくら

い、きれいに掃
除をすること。

・使う人のこと
を考えて掃除を

すること。

発問④ 　 　　　　 心を込めて仕事をすると

は、どういうことだろう。ノート  個人

・誰かを喜ばせ
たり、誰かのた

めに役に立と

うと思ったりし
ながら仕事をす

ること。

・自己満足では
なく、他者を思

いやって仕事

をすること。

・心がこもった
よい仕事ができ

ると、自分の

仕事に自信がも
てるようになる

。

 自分なら、あまりやり

たくない仕事にどう取り組む？

 
ペア

・お金を稼ぐた
めに我慢する。

・適当にやる。

　　　　　新津さんが感じた清掃

の仕事の魅力って何？個人

・汚れが落ちて
きれいになると

うれしい。

・目に見えるや
りがいがある。

　　　　　「使う人のことを考え

て掃除をする」のような、「心

がこもった仕事」のよさってな

んだろう？ペア

・自分も喜んで
もらえてうれし

いし、納得でき
る。

・使う人の気持
ちになって考え

ると、どこを掃
除すべきか新

たな発見がある
。

 心を込めても込めなく

ても、お給料は変わらないん

じゃない？全体

・もし変わらな
くても、仕事に

対する意識は変
わる。

・お金だけが全
てではない。

・自分の仕事の
技術が上がっ

て、お給料が増
えるかも。

・使う人がより
喜んでくれる。

○教材の範読後
、資料で新津さ

ん

の経歴をおさら
いしてもよい。

○清掃の仕事に
対して、マイナ

ス

イメージをもっ
ている新津さん

に共感させる。

○必要に応じて
、中国残留日本

人

孤児の補足説明
を行う。

○新津さんが清
掃の仕事を続け

た

のは、経済的な
事情だけでなく

仕事にやりがい
を感じていたた

めであることを
押さえる。

○技術を磨くだ
けでなく、他者

を

思いやり心を込
めて働くこと

が、自分の仕事
の価値向上と充

実した生き方に
つながっていく

ことに気づかせ
る。

○補助発問で、
心を込めて仕事

を

することが必ず
しも経済的な利

益を生むわけで
はない、という

揺さぶりをかけ
、仕事の意義に

ついて考えを深
めさせる。

○今日の学習で
学んだことを、

自

分の言葉で道徳
ノートにまとめ

させる。書いたこ
とを発表させ、

将来、自分が社
会の一員として

働くときに大切
にしたいこと

（勤労観）を意
識させる。

終
末
５
分

3 　今日の学習を
振り返る。外部

リンク

○感想を書かせ
、余韻をもって

学

習を終える。新
津さんのインタ

ビュー映像を見
せてもよい。

学びのキーワード

考えてみよう

ノート � 班

自分に＋1

問い返し

問い返し

導入▶参考クイズ
「この仕事はど

こで行われてい
る仕事でしょう

か？」資料

展開▶朗読音声�音
声、新津春子さん

の写真�画像、新津
春子さんの紹介

�資料

終末▶新津春子さ
んのインタビュ

ー�外部リンク�

出典：作・高橋
みか

　心
が
こ
も
っ
た
仕
事

　私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

○
日
本
へ
来
た
と
き

　・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

　・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

　・日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
。

○
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
思
い

　・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
。

　・
お
も
し
ろ
い
。�

→�

や
り
が
い

　・
自
分
に
向
い
て
い
る
。

★�

新
津
さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
「
心
」
の
意
味
と
は

　・
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。

　・�

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も

大
丈
夫
な
く
ら
い
、
き
れ
い
に
。

　・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
。

　
　
　
　
　↓

　
　
　
　・�

自
分
も
う
れ
し
い
、納
得
。

　
　
　
　・�

ど
こ
を
掃
除
す
べ
き
か
新

た
な
発
見
。

　
　
　
　・�

仕
事
へ
の
意
識
の
変
化
。

　
　
　
　・�

お
金
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　・�

仕
事
の
技
術
向
上
、
お
給

料
増
。

　
　
　
　・�

さ
ら
に
喜
ば
れ
る
。

○
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
と
は

　・
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と
う
。

　・他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事
を
す
る
。

　・
自
分
の
仕
事
に
自
信
。

「心がこもった

仕事」のよさ

約 7分

板 

書 

例

新たな考えや今後大切にしたいこと
など、自分の生き方にプラスしたい
ことを考える発問例です。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+
ねらいに迫るための中心発問例を
示しています。

考えて考えて
みようみよう

2

新
た
な
学
び
の
き
っ
か
け
と
な
る
、

生
徒
に
と
っ
て
大
切
な
発
問
に
、

日
文
は
こ
だ
わ
り
抜
き
ま
し
た
。

現
行
教
科
書
か
ら
継
続
の
教
材
も

含
め
た
全
教
材
の
発
問
を
編
集
委

員
が
見
直
し
、「
よ
り
問
い
や
す
く
、

よ
り
考
え
や
す
い
も
の
」
に
な
る

よ
う
改
善
し
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
発
問
を
追
求

見つめる・生かすステップ③ ステップ② 考える・議論する・深める 気づくステップ①

新教材

【
例
】
3
年 

p. 

114

「
20 

失
っ
た
笑
顔
を
取
り
戻
す
」

考
え
て
み
よ
う
（
中
心
発
問
）
の
場
合

現
行
教
科
書

臼
井
さ
ん
は
、
な
ぜ
ス
ポ
ー

ツ
用
の
義
足
を
作
り
続
け
た

の
だ
ろ
う
。

23 22



各
学
年
、
６
つ
の
教
材
の
後
に
は
「
学
び
を
深
め
よ
う
」
ペ
ー
ジ
が
付
属
。

問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な
学
習
な
ど
の
流
れ
と
資
料
が
示
し
て
あ
る
の
で
、

生
徒
に
と
っ
て
は
学
び
の
見
通
し
や
思
考
の
広
が
り
・
深
ま
り
に
つ
な
が
り
、

ま
た
先
生
に
と
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
含
め
た
多
様
な
学
習
方
法
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

基本構成
2

問
題
解
決
的
な
学
習

教
材
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
道
徳
的
な
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
主
体
的
・
対
話
的
に
考
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

体
験
的
な
学
習

教
材
場
面
の
役
割
演
技
な
ど
、
中
学
生
が
無
理
な
く
取
り
組
め
る
活
動
を
通

し
て
、
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

学
び
を

深
め
よ
う

ヨ
シ
ト

1
「
ヨ
シ
ト
」
で
は
何
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
、

考
え
て
み
よ
う
。

2
ヨ
シ
ト
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
渡わ

た

し
た

「
僕ぼ

く

」
は
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
話
し
合
い
を
通
し
て
、
公
正
な
態
度
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

い
じ
め
の
図
か
ら
考
え
て
み
よ
う

　
い
じ
め
の
図
か
ら
、
何
が
問
題
な
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

整
理
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う

　
ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
考
え
を
整
理
し
な
が
ら
友
達

と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

参考：�作・森
もり

田
た

洋
よう

司
じ

「『いじめ』の現状とその克
こく

服
ふく

のために」�

『児童心理』1986年10月号　金子書
しょ

房
ぼう

傍
ぼう
観
かん
者観衆加害者いじめの

被
ひ
害
がい
者

75 74

3

周
り
に
流
さ
れ
た
り
自
分
と
異
な
る
人
を
排は

い

除じ
ょ

し
た
り
し
て
、
公
正
な
態
度
が
と
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。

4

公
正
な
態
度
を
貫つ

ら
ぬ

く
た
め
に
大
切
な
こ
と
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+
考えて考えて
みようみよう

【フィッシュボーンを使った例】

公正な態度が
とれない

2

で
考
え
た
こ
と
を
基も

と

に
、
ど
ん
な
考
え
方
が

大
切
か
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
お
う
。

　フィッシュボーンは、解決したい問題について、その
問題が起こる要因を整理するときなどに使います。

（要因） （要因）

（要因）（要因）

（さらに細かくした要因）

▲ 2年 p.74「14 ヨシト」学びを深めよう

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

学
び
を

深
め
よ
う

電
車
の
中
で

1
タ
ケ
シ
は
、
席
を
譲ゆ

ず

ら
れ
た
男
性
と

女
子
二
人
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

何
を
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

2
ケ
ン
た
ち
に
言
わ
れ
て
し
ぶ
し
ぶ

席
を
立
っ
た
と
き
、
タ
ケ
シ
は

ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

3
座す

わ

っ
て
い
て
席
を
譲ゆ

ず

り
お
礼
を
言
わ
れ
る
場
面
と
、
座す

わ

ら
ず
に

席
を
空
け
て
お
い
て
お
礼
を
言
わ
れ
る
場
面
を
演
じ
て
み
よ
う
。

体
験
し
て
み
よ
う

4

タ
ケ
シ
は
、
席
に
座す

わ

ら
ず
に
い
た
自
分
た
ち
の

行こ
う

為い

と
、
席
を
譲ゆ

ず

っ
た
女
子
二
人
の
行こ

う

為い

を

比
べ
て
、
何
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

5

思
い
や
り
の
心
と
形
に

つ
い
て
、
考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

体
験
し
た
こ
と
を

基も
と

に
話
し
合
お
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+
考えて考えて
みようみよう

　
席
を
譲ゆ

ず

る
体
験
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心

と
形
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

113 112

演
技
を
見
る
と
き
、
意
見
発
表
を
す
る
と
き

●�
演
技
を
見
る
と
き
は
、
演
技
の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
演
技

す
る
人
の
表
情
や
し
ぐ
さ
、
考
え
、
気
持
ち
に
注
目
し
よ
う
。

　
・
よ
く
見
る
︵
表
情
や
何
げ
な
い
し
ぐ
さ
な
ど
︶

　
・
よ
く
聞
く
︵
せ
り
ふ
や
声
の
強
弱
、
高
低
な
ど
︶

　
・
よ
く
考
え
る
︵
行
動
し
た
と
き
の
気
持
ち
や
理
由
な
ど
︶

●
意
見
発
表
は
、
次
の
流
れ
で
進
め
よ
う
。

　
①�

演
技
を
見
て
い
た
人
は
、
感
想
や
意
見
を
発
表
し
よ
う
。

　
②�

演
技
し
た
人
は
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
よ
う

と
し
た
か
、
ま
た
実
際

に
演
じ
て
み
た
感
想
を

発
表
し
よ
う
。

　
③�

演
技
か
ら
分
か
っ
た
こ

と
を
、
学
級
全
体
で
深

め
よ
う
。

▲ 3年 p.112「19 電車の中で」学びを深めよう

もくじページで
このマークの
付いた教材が
目印！

学びを深めるヒント
話し合いをさらに深めるための

さまざまなヒントも掲載しています。

学
び
を

深
め
よ
う

三
人
の
乗
客

1

整
理
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う

　
ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
三
人
の
乗
客
の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

な
ど
を
整
理
し
な
が
ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

本
当
は
心
温
ま
る
場
面
に
な
っ
た
は
ず

な
の
に
、
三
人
の
乗
客
が
も
や
も
や

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

・
中
学
生
（
十
三
歳さ

い

　
女
性
）

・ 

お
年
寄
り
（
七
十
五
歳さ

い

　
男
性
）

・
若
者
（
二
十
八
歳さ

い

　
女
性
）

3

人
と
人
が
も
っ
と
理
解
し
合
う
た
め
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

中学生
（13歳

さい
　女性）

お年寄り
（75歳

さい
　男性）

若者
（28歳

さい
　女性）

どんな状
じょう
況
きょう
？

何にもやもや
している？

足りなかった
考え方は？

2

三
人
の
乗
客
そ
れ
ぞ
れ
に
、
足
り
な
か
っ
た

考
え
方
は
な
ん
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

　
話
し
合
い
を
通
し
て
、
理
解
し
合
う
た
め
に

大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

103

【整理の仕方の例】
学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

101

二
通
の
手
紙
を
見
比
べ
て
み
よ
う

　二
通
の
手
紙
を
見
な
が
ら
、
元げ

ん

さ
ん
の
思
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

○○年○○月○○日 
 

○○部○○課 

○ ○  元 殿 

 
 
                           ○○市○○動物園 
                          園長 ○ ○ ○ ○ 
 
 
 

懲 戒 処 分 通 告 書 
 
 

就業規則第○条の定めにより、貴殿を下記のとおり処する。 
 

記 
 

処分の種類 ： 
         停職○○日 
 

期   日 ： 
         ○○年○○月○○日付 
 

処 分 事 由： 
就業規則第○条第○項に定める禁止行為 
（○○年○○月○○日、入園時間を過ぎて 
保護者の同伴なしに児童 2 名を入園させ、 
安全管理上の問題を発生させた） 

  
 

以上 
 ※

こ
れ
ら
の
手
紙
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

付ふ

箋せ
ん

を
使
っ
て
話
し
合
い
を
深
め
て
み
よ
う

　ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
付ふ

箋せ
ん

で
意
見
を
整
理

し
な
が
ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

【付
ふ

箋
せん

を使った例】

●

・
付ふ

箋せ
ん

一
枚
に
一
つ
の
意
見
を
、
短
い
言
葉
で
書
こ
う
。

・
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
の
で
、
た
く
さ
ん
書
こ
う
。

・
友
達
の
考
え
は
否
定
せ
ず
、
お
互た
が

い
自
由
に
発
表
し
よ
う
。

・�

似
て
い
る
考
え
を
分
類
し
た
り
、
ど
う
し
て
考
え
が
違ち
が

う
の
か
を
話
し

合
っ
た
り
し
て
み
よ
う
。

　姉
し

弟
てい

を入園させるときに、元
げん

さんの心の中
にあったであろう考えを出し合い、似ている
考えごとに分類してみよう。

話し合いの手法や整理方法

公
平
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
か
ら
考
え
て
み
よ
う

　
あ
な
た
の
考
え
る
「
公
平
」
に
近
い
も
の
は
ど
れ
か
、
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ラ
ス
ト
の
違ち

が

い
は
何
か
考
え
て
み
よ
う
。

【付
ふ

箋
せん

を使った例】
　Aさんが「公平」、Bさんが「不公平」だと
考える理由を出し合い、似ている理由ごとに
分類してみよう。

絵
・
あ
な
ん
よ
ー
こ

●

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

付ふ

箋せ
ん

を
使
っ
て
話
し
合
い
を
深
め
て
み
よ
う

　
ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
付ふ

箋せ
ん

で
意
見
を
整
理

し
な
が
ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

・
付ふ

箋せ
ん

一
枚
に
一
つ
の
意
見
を
、
短
い
言
葉
で
書
こ
う
。

・
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
の
で
、
た
く
さ
ん
書
こ
う
。

・
友
達
の
考
え
は
否
定
せ
ず
、
お
互た
が

い
自
由
に
発
表
し
よ
う
。

・�

似
て
い
る
考
え
を
分
類
し
た
り
、
ど
う
し
て
考
え
が
違ち
が

う
の
か
を
話
し

合
っ
た
り
し
て
み
よ
う
。

89

参考資料

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

整
理
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う

　ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
考
え
を
整
理
し
な
が

ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

演
技
を
見
る
と
き
、
意
見
発
表
を
す
る
と
き

69

「他人の靴
くつ
を履

は
く」ことは

大切だ

　クラゲチャートは、考えるテーマについて、その
理由や根

こん

拠
きょ

を整理するときなどに使います。

【クラゲチャートを使った例】

●�

演
技
を
見
る
と
き
は
、
演
技
の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
演
技

す
る
人
の
表
情
や
し
ぐ
さ
、
考
え
、
気
持
ち
に
注
目
し
よ
う
。

　・
よ
く
見
る
︵
表
情
や
何
げ
な
い
し
ぐ
さ
な
ど
︶

　・
よ
く
聞
く
︵
せ
り
ふ
や
声
の
強
弱
、
高
低
な
ど
︶

　・
よ
く
考
え
る
︵
行
動
し
た
と
き
の
気
持
ち
や
理
由
な
ど
︶

●
意
見
発
表
は
、
次
の
流
れ
で
進
め
よ
う
。

　①�

演
技
を
見
て
い
た
人
は
、
感
想
や
意
見
を
発
表
し
よ
う
。

　②�

演
技
し
た
人
は
、
登
場
人
物
の
気

持
ち
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
よ
う

と
し
た
か
、
ま
た
実
際
に
演
じ
て

み
た
感
想
を
発
表
し
よ
う
。

　③�

演
技
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
、
学

級
全
体
で
深
め
よ
う
。

（理由） （理由） （理由）

学
び
を

深
め
よ
う

マ
ー
ク
は
な
ん
の
た
め
に
？

1
マ
ー
ク
は
、
社
会
で
ど
ん
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

4

誰だ
れ

も
が
生
活
し
や
す
い
社
会
に
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

3

マ
ー
ク
が
果
た
す
役
割
を
考
え
た
と
き
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　
話
し
合
い
を
通
し
て
、
誰だ

れ

も
が
生
活
し
や
す
い

社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+
考えて考えて
みようみよう

考
え
を
広
げ
た
り
つ
な
げ
た
り
し
て
み
よ
う

　
ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
考
え
を
広
げ
た
り

つ
な
げ
た
り
し
な
が
ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

マークが果たす
役割を考えたと
き、私たちにで
きることは？

（考え）
（考え）

（考え）

（考え）（考え）

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
お
う
。

2
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
な
ん
の
た
め
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。

【ウェビングマップを使った例】
　ウェビングマップは、中心から放射状に、
考えを広げていくときなどに使います。

139

シンキングツール

ツール横の二次
元コードから、
シンキングツー
ルを作成するコ
ンテンツにアク
セスできます。
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基本構成

教
材
の
工
夫

時
代
を
切
り
ひ
ら
い
て
き
た
先
人
た
ち
、「
い
ま
」
を
生
き
る
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
や
努
力
を

取
り
上
げ
た
教
材
か
ら
、「
人
間
の
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
年

高橋陽一 1 サッカーの漫画を描きたい
みつはしちかこ 2 人のフリみて
近藤勝重 4 「愛情貯金」をはじめませんか
さかなクン 5 さかなのなみだ

新 リト 7 葉っぱ切り絵で見えた道
塚本こなみ 9 木の声を聞く

新 宇梶静江 21 あらゆるものに神は宿っている
マザー・テレサ 24 あふれる愛
山中伸弥 25 iPS細胞で難病を治したい
たかいちづ 27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう―

新 佐藤 慧 30 おじいさんの100ドル
吉沢博子 31 オーロラー光のカーテンー
新津春子 33 私は清掃のプロになる
崎原真弓 34 「肝心」のバスガイド
安藤百福 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑩）

新 滝 廉太郎 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑯）

２
年

新 天真みちる 1 おじさん役と私
井上康生 4 初心
山本美香 9 戦争を取材する

新 沼田凖一 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな―
椋 鳩十 16 樹齢七千年の杉
国枝慎吾 17 自分の弱さと戦え

新 東 輝実 19 上勝から世界を変える
田中正造 地球の資源と持続可能な社会
坂　茂 21 行動する建築家　坂　茂

新 中村 哲 23 アフガニスタンの人 と々共に
猿渡 瞳 25 命を見つめて―猿渡瞳さんの六百四十六日―
西田深雪 29 最後のパートナー
二宮尊徳 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（④）
糸賀一雄 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧）
松下幸之助 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪）

新 高木兼寛 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑬）

３
年

新 今 日和 1 相撲を世界に
新 廣瀬俊朗 2 世界一のロッカールーム
新 堀口 徹 4 使い手を驚かせて魅了する
杉原千畝 7 命のトランジットビザ

新 吉藤オリィ 10 親友と語り合った「孤独の解消」
中村 裕 11 No Charity, but a Chance!
濱口梧陵 13 稲むらの火

新 井手上 漠 16 カラフルな世界で
オードリー・ヘプバーン 18 世界を動かした瞳
臼井二美男 20 失った笑顔を取り戻す

新 眞鍋淑郎 23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―
向田邦子 26 独りを慎む

新 髙橋真理子 28 星空を届けたい
マララ・ユスフザイ 29 本とペンで世界を変えよう

新 石井筆子 30 生きてこそ―石井筆子の生涯―
新 上杉鷹山 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（②）
相田みつを 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（③）

新 塙 保己一 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑤）
新 吉岡彌生 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑦）
新美南吉 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧）

新 水木しげる 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑩）
梅屋庄吉、孫文 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑭）

新 稲盛和夫 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑮）
新 小那覇舞天 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑯）

教材・コラムで取り上げている人物（敬称略）

人権活動家

マララ・ユスフザイ
▲ 3年 p.154「29 本とペンで世界を変えよう」

元車いすテニス選手　国枝慎吾
▲ 2年 p.88「17 自分の弱さと戦え」

ラグビー日本代表　元主将

廣瀬俊朗
▲ 3年 p.12「2 世界一のロッカールーム」

医師　

中村 哲　
◀ 2年 p.114　
「23 アフガニスタンの
人々と共に」

建築家　坂　茂　
▲ 2年 p.106　
「21 行動する建築家　坂　茂」 バスガイド　崎原真弓　 ▲ 1年 p.162「34『肝心』のバスガイド」

…視野を広げて　 …あすへのメッセージ　 …メッセージ動画

2新たな人物も
多数教材化！

人物教材
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東あ

ず
ま

さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
以
来
、（
今
ま
で
私
が
し
て
き
た
こ
と
は
間ま

違ち
が

っ

て
い
た
の
か
な
。）
と
自
問
し
、
深
く
悩な

や

ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
自
分
た
ち
の
使
う
水

が
流
れ
て
い
く
川
で
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
き
、
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
を
守
り
た
い
。」

　
実
は
、
上か

み

勝か
つ

町
も
昔
は
ご
み
を
野
焼
き
し
て
い
た
。
母
・
ひ
と
み
さ
ん
は
そ
ん
な

町
の
様
子
を
見
て
、「
汚よ

ご

れ
た
空
気
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
く
な
い
。」
と
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
勉
強
を
始
め
た
の
だ
。
母
の
言
葉
や
、
緑
の
中
を
駆か

け
回
っ
た

幼
い
頃こ

ろ

の
記き

憶お
く

が
よ
み
が
え
り
、
東あ

ず
ま

さ
ん
は
自
然
へ
の
思
い
を
改
め
て
か
み
締し

め
た
。

　
い
ま
、
東あ

ず
ま

さ
ん
は
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
意
義
を
常
に
意
識
し
、
こ
の
町
の
、
こ

の
地
球
の
未
来
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
人
と
語
り
合
う
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

「
住
む
場
所
や
環か

ん

境き
ょ
う

が
違ち

が

っ
て
も
、
み
ん
な
自
然
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
同
じ
。

い
ろ
ん
な
人
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
自
然
へ
の
貢こ

う

献け
ん

の
仕
方
を

探
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
東あ

ず
ま

さ
ん
は
、
こ
の
小
さ
な
町
か
ら
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

自
然
環か

ん

境き
ょ
う

を
守
り
引
き
継つ

い
で
い
く
た
め
に
、
ど
ん
な
生
き
方

が
で
き
そ
う
か
考
え
て
み
よ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

東あ
ず
ま

さ
ん
は
、ど
ん
な
思
い
か
ら
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
取
り
組
み
、

発
信
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　人間を育み癒
い

やしてくれる面も、恐
おそ

ろしく
抵
てい

抗
こう

できない面も、全て含
ふく

めて自然の豊かさ。
それを知るにはまず体験してみることが大切
です。だから皆

みな

さんには、いろんな場所に自
分で足を運んでほしいと思います。私は上

かみ

勝
かつ

町で生まれ育ちましたが、大学時代に町を出
なければ気づけなかったこと、見えなかった
ことがたくさんあります。皆

みな

さんもぜひ自分
にしかできないことは何かを考え、前向きに
挑
ちょう

戦
せん

していってください。そうすれば着実に、
世界が変わっていくでしょう。

東
あずま

輝
て る

実
み

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

作
・
編
集
委
員
会

99
▲ 2年 p.96「19 上勝から世界を変える」

多くの人物教材には、教材末のコ
ラム「あすへのメッセージ」が掲
載されているほか、教科書QRコ
ンテンツとしてご本人からのメッ
セージ動画も付属しています。

心を揺さぶる「生の声」

新教材

障がい者
教育・福祉の
先駆者　

石井筆子　
▶ 3年 p.160
「30 生きてこそ
―石井筆子の生涯―」

新教材

新教材

新教材
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私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
ー
ク
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
意
味
を
読
み
取
っ
て
、
自
分
の
考
え
や
行
動
を
決
め
て
い
ま
す
。
　
　

　
社
会
で
マ
ー
ク
が
果
た
す
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク

は
、
義
足
、
人
工
関
節
、
内
部
障
が
い
、
難
病
、
妊に

ん

娠し
ん

初
期

な
ど
、
外
見
で
は
分
か
ら
な
く
て
も
援え

ん

助じ
ょ

や
配は

い

慮り
ょ

を
必
要
と

し
て
い
る
人
が
、
援え

ん

助じ
ょ

を
得
や
す
く
な
る
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

❶�優先席
　高

こう

齢
れい

者、身体の不自由な人、内部障が
いのある人、乳幼児を連れた人、妊

にん

娠
しん

し
ている人などが優先して使える席を示す
マーク。

❸�耳マーク
　耳が不自由であることを表すとともに、
耳が不自由な人への配

はい

慮
りょ

を表すマーク。聴
ちょう

覚
かく

に障がいのある人、難
なん

聴
ちょう

の人が身につ
けるほか、役所の受付窓口にも表示され
ている。

❺�介
かい

護
ご

マーク
　外見からは分かりにくい認知症

しょう

などの
人を介

かい

護
ご

していることを、周囲に理解し
てもらうために身につけるマーク。

❹�だれでもトイレ
　車椅

い

子
す

使用者、はいせつ器官に障がい
のある人、乳幼児を連れた人など、多く
の人が利用できるように設計されたトイ
レのマーク。

❷�ほじょ犬マーク
　盲

もう

導
どう

犬・介
かい

助
じょ

犬・聴
ちょう

導
どう

犬を、さまざま
な人が利用する場所で受け入れるよう義
務づけている「身体障害者補助犬法」の
啓
けい

発
はつ

マーク。

5

❹�だれでもトイレ

❷�ほじょ犬マーク

❶�優先席

❺�介
かい

護
ご

マーク

❸�耳マーク

マ
ー
ク
は
な
ん
の
た
め
に
？

28 誰だ
れ

も
が
生
活
し
や
す
い
社
会
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こ
こ
は
小
さ
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
の
中
。
空
気
を
入
れ
て
ふ
く
ら
ま
せ
た
テ
ン
ト
の
よ
う
な
ド
ー
ム
で
、
十
人
の
子

ど
も
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
星
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
日
の
夜
に
見
え
る
星
を
た
ど
っ
た
り
、
一
人
ひ
と

り
の
誕
生
日
の
星
座
を
さ
が
し
た
り
、
さ
ら
に
は
宇
宙
旅
行
に
も
行
く
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
は
じ
ま
り
で
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
に
宇
宙
に
飛
び
出
す
と
、
美
し
い
地
球
が
見
え
て
、
そ
の
あ
と
に
は
、

火
星
や
木
星
、
土
星
な
ど
の
惑わ

く

星せ
い

へ
向
か
い
ま
す
。

　
じ
つ
は
今
、
歓か

ん

声せ
い

を
あ
げ
た
子
は
、
み
ん
な
パ
ジ
ャ
マ
姿
。
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
子
、

点て
ん

滴て
き

や
呼
吸
器
な
ど
を
つ
け
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
の
中
で
行
っ
て

い
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
の
で
す
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
前
、
わ
た
し
は
、
山や

ま

梨な
し

県
立
科
学
館
の
プ
ラ

　
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投と

う

影え
い

中
に
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
み
ん
な
星
の
か
け
ら

な
ん
だ
よ
。」
と
い
う
話
を
よ
く
し
ま
す
。
い
き
な

り
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、
意
味
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
で
し
ょ
う
？
　
で
も
、
わ
た
し
た
ち
の
体
を
つ

く
っ
て
い
る
、
炭
素
、
酸
素
、
鉄
な
ど
の
成
分
は
、
す

べ
て
「
星
」
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
は
、

科
学
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
自
分
の
体
が
星
か
ら
生
ま
れ
た
っ
て
、
す
て
き
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
　
は
る
か
遠
く
に
あ
る
「
星
」
が
、
わ
た
し
た
ち
が
生

き
て
い
る
こ
と
に
必
要
だ
っ
た
な
ん
て
！
　
星
が
な
か
っ
た
ら
、
あ

な
た
も
わ
た
し
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
事
実
を
知
っ

5

10
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10

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
「
宇

宙
や
星
の
こ
と
を
知
り
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
こ
た
え
る
た

め
に
解
説
を
し
た
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
を
つ
く
っ
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
や
が
て
わ
た
し
は
、
星

を
見
る
こ
と
や
、
宇
宙
を
知
る
こ
と
で
、
人
は
勇
気
づ
け

ら
れ
た
り
、気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
す
る
も
の
な
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
疑
問
に
は
、
何
か
ひ
と
つ

の
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、
わ
た

し
は
そ
れ
を
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

て
か
ら
、
星
の
輝か

が
や

き
が
ち
が
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
や
っ
て
星
と
人
の
関
係
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
わ
た
し
は
世
界
中
の
人

た
ち
が
平
和
に
元
気
に
明
る
く
生
き
る
た
め
に
、
満
天
の
星
を
見
る
こ
と
は
、 

す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
は
多
く
の
人
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
自
分
の
足
で
歩
い
た
り
、

走
っ
た
り
で
き
る
元
気
な
人
で
す
。
で
も
世
の
中
に
は
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
め
っ
た
に
外
に

出
ら
れ
な
い
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
行
け
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
ほ
ん
も

の
の
星
空
も
め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

15

20
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▲ 3年 p.148「28 星空を届けたい」

病院などで出張プラネタリウムを行う髙橋真理子さんのお話から、星空の不思議な力を知り、感動が
私たちにもたらすものについて考えられる教材です。

あ
る
日

い
え
、
も
う
す
ぐ

降
り
ま
す
か
ら
。

先
週
の

日
曜
日

あ
の
二
人
は

同
じ
塾じ

ゅ
く

の
…
…
。

え
っ
、

大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
よ
。

!

あ
の
、

席
ど
う
ぞ
。

そ
う
で
す
か
？

じ
ゃ
あ
…
…
。

あ
り
が
と
う
ね
。

う
れ
し
い
よ
。

あ
の
二
人
が

降
り
る
駅
は

ま
だ
先
の
は
ず

な
の
に
…
…
。

そ
う
い
え
ば
先
週
、

ケ
ン
た
ち
と

遊
ん
だ
帰
り
…
…
。

坂さ
か

山や
ま

駅
、

坂さ
か

山や
ま

駅
で
す
。

今
日
は

楽
し
か
っ
た
ね
！

お
っ
、
席
が

空
い
て
る
。

ラ
ッ
キ
ー
。

い
や
、
僕ぼ

く

た
ち
は

座す
わ

ら
な
い
よ
。

ど
う
し
た
み
ん
な
、

早
く
座す

わ

り
な
よ
。

え
っ
。

ど
う
し
て
。

だ
っ
て
、

面め
ん

倒ど
う

じ
ゃ
な
い
か
。

高こ
う

齢れ
い

者
が
来
た
ら
。

来
た
と
き
に

譲ゆ
ず

れ
ば
い
い
よ
。

「
本
当
は
座す

わ

り
た
い
の
に
、

学
校
で
言
わ
れ
た
か
ら

無
理
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。」

っ
て
言
う
人
も
い
る
ら
し
い
よ
。

…
…
。

い
や
、
そ
れ
も
難
し
い
み
た
い
。

こ
の
前
テ
レ
ビ
で
見
た
け
れ
ど
、

譲ゆ
ず

ろ
う
と
し
た
ら

す
ご
く
怒お

こ

ら
れ
た
っ
て
…
…
。

電
車
の
中
で

19 思
い
や
り
の
心
と
形

109 108

女子二人

ケン

タケシ

▲ 3年 p.108「19 電車の中で」

電車内での面倒を避けるために最初から席に座らなかった主人公と、気持ちよく席を譲っ
た女子２人の行為を通して、思いやりの心と形について考えられる教材です。

●ヘルプマークに関するエピソード

●ヘルプマークの認
に ん

知
ち

度アンケート

59.0％ 24.2％ 16.9％

意味も含
ふく
めて

知っていた 知らない

令
れい

和
わ

元年度
（回答者数480人）

令
れい

和
わ

3年度
（回答者数487人）

見たことや
聞いたことはあるが、
詳
くわ

しい意味は知らない

Q.東
とう

京
きょう

都では、援
えん

助
じょ

を必要としている方のためのマークとして「ヘルプマーク」を作成し、
利用を希望する方に配布しています。あなたはこのヘルプマークを知っていますか。

Q.ヘルプマークの意味も含
ふく

めて知っていた方の中で、「利用者を見
み

掛
か

けたことがあるが、
援
えん

助
じょ

したことがなかった」方に伺
うかが

います。援
えん

助
じょ

をしなかった、またはできなかった理由は
なんですか。

令
れい

和
わ

3年11月実施　「令
れい

和
わ

3年度第4回インターネット都政モニターアンケート　

『東
とう

京
きょう

都障害者差別解消条例等について』」東
とう

京
きょう

都生活文化局による

東
とう

京
きょう

都福
ふく

祉
し

保健局「ヘルプマーク紹
しょう

介
かい

リーフレット」による

※小数点以下第2位を四捨五入して算出した。そのため、合計が100.0％にならないものがある。

23.0％64.9％ 12.1％

外見からは分からないので、電車の優先席に座
すわ

っていると、注意される。
ヘルプマークで事情があると伝えることができて、とても気が楽になっ
た。ヘルプマークをお守りにしている。

ヘルプマークに、緊
きん

急
きゅう

時の連
れん

絡
らく

先として、かかりつけの病院の電話番
号を書いておいたので、発

ほっ

作
さ

で倒
たお

れたときに、救急隊員が気づいてす
ぐ連

れん

絡
らく

をしてくれ、一命を取り留めることができた。

慢
まん

性
せい

疾
しっ

患
かん

があるのでつらいときは助けてもらいたい。でも、元気なと
きはヘルプマークをかばんにしまっている。できるときはお手伝いし
ようと思う。支

し

援
えん

する側にもなれる、ということがうれしい。

学
び
を

深
め
よ
う

マ
ー
ク
は
な
ん
の
た
め
に
？

1
マ
ー
ク
は
、
社
会
で
ど
ん
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

4

誰だ
れ

も
が
生
活
し
や
す
い
社
会
に
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

3

マ
ー
ク
が
果
た
す
役
割
を
考
え
た
と
き
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　
話
し
合
い
を
通
し
て
、
誰だ

れ

も
が
生
活
し
や
す
い

社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+
考えて考えて
みようみよう

考
え
を
広
げ
た
り
つ
な
げ
た
り
し
て
み
よ
う

　
ノ
ー
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端た

ん

末ま
つ

を
使
い
、
考
え
を
広
げ
た
り

つ
な
げ
た
り
し
な
が
ら
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
び
を
深
め
る
ヒ
ン
ト

マークが果たす
役割を考えたと
き、私たちにで
きることは？

（考え）
（考え）

（考え）

（考え）（考え）

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
お
う
。

2
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
な
ん
の
た
め
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。

【ウェビングマップを使った例】
　ウェビングマップは、中心から放射状に、
考えを広げていくときなどに使います。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

72.6

29.9

29.1

8.5

4.3

6.0

困っている様子が見受けられなかった

困っていたら援
えん
助
じょ
するつもりで、見守っていた

何を援
えん
助
じょ
したらいいのか分からなかった

声
こえ
掛
か
けのタイミングが分からなかった

自分自身が疲
つか
れていて、余

よ
裕
ゆう
がなかった

その他 （回答者数117人　複数回答）作
・
編
集
委
員
会

139 138

▲ 2年 p.136「28 マークはなんのために？」

身の回りにあるさまざまなマークの意味や役割を知り、利用者の声や認知度アンケートなどのデータ
も踏まえて、誰もが生活しやすい社会のためにできることについて議論できる教材です。
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先
週
の
日
曜
日
。
月
一
回
の
診し

ん

察さ
つ

で
病
院
か
ら
帰
る
電
車
で
の
こ
と
。

　
久
し
ぶ
り
の
外
出
で
膝ひ

ざ

が
痛
か
っ
た
の
で
す
が
、
車
内
は
混
ん
で
い
て
座す

わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
座す

わ

っ
て
い
る
人
た
ち

は
こ
ち
ら
を
気
に
す
る
様
子
も
な
か
っ
た
た
め
、
仕
方
な
く
両
手
で
つ
り
革か

わ

に
つ
か
ま
っ
て
立
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
電
車
が
動
き
だ
す
と
、
膝ひ

ざ

の
痛
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
目
の
前
に
は
中
学
生
く
ら
い
の
子
が
大
き
な
荷
物

を
抱か

か

え
て
座す

わ

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
学
生
は
携け

い

帯た
い

電
話
を
操
作
し
て
い
る
か
と
思
っ
た
ら
、
う
と
う
と
と
居い

眠ね
む

り
を
始

め
ま
し
た
。
隣と

な
り

に
座す

わ

っ
て
い
る
若
者
も
下
を
向
い
て
い
て
、
譲ゆ

ず

る
気
は
な
さ
そ
う
で
し
た
。
私
は
、
年
寄
り
が
つ
ら
そ

う
に
立
っ
て
い
て
も
何
も
感
じ
な
い
の
か
と
思
う
と
、
痛
み
と
共
に
だ
ん
だ
ん
悲
し
み
が
募つ

の

っ
て
き
ま
し
た
。

　
二
駅
ほ
ど
過
ぎ
て
、
よ
う
や
く
前
の
中
学
生
が
立
っ
て
席
を
空
け
ま
し
た
。
私
は
そ
の
中
学
生
の
将
来
の
た
め
に
も
、

も
っ
と
早
く
行
動
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
あ
げ
る
べ
き
か
迷
い
ま
し
た
が
、「
ど
う
も
。」
と
だ
け
言
っ
て
座す

わ

り
ま
し
た
。

　
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄う

す

れ
て
き
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
い
た
わ
る
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
皆み

な

が
分
か
り
合
え
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

●
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
　七
十
五
歳さ

い

　男
性

　
あ
る
日
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

同
じ
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
三
人
が
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
新
聞
に
投と

う

稿こ
う

し
ま
し
た
。

　
皆み

な

さ
ん
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
先
週
の
日
曜
日
。
私
は
父
か
ら
届
け
物
を
頼た

の

ま
れ
、
電
車
で
祖
母
の
家
ま
で
行
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
祖

母
は
、
私
た
ち
家
族
の
た
め
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
土み

や
げ産

を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
帰
り
の
電
車
で
の
こ
と
で
す
。
車
内
は
と
て
も
混
ん
で
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
席
が
空
い
て
座す

わ

れ
た
私
は
、
父

に
祖
母
の
様
子
を
伝
え
よ
う
と
ス
マ
ホ
で
や
り
取
り
し
た
後
、
眠ね

む

く
な
っ
た
の
で
う
と
う
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
五
分
ほ
ど
た
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
は
っ
と
気
が
つ
く
と
目
の
前
に
お
年
寄
り
が
つ
り
革か

わ

を
つ
か
ん
で
立
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
勇
気
を
出
し
て
荷
物
を
持
っ
て
立
ち
、「
ど
う
ぞ
。」
と
頭
を
下
げ
て
席
を
譲ゆ

ず

っ
た
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
は

不ふ

機き

嫌げ
ん

そ
う
に
座す

わ

っ
た
の
で
す
。

　
私
は
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く
譲ゆ

ず

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
怒お

こ

っ
て
お
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
な
ん
と
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
電
車
に
は
た
ま
に
乗
る
く
ら
い
で
す
が
、
お
年
寄
り
に
席
を
譲ゆ

ず

る
の
は
当
然
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
譲ゆ

ず

ら
れ
る
側
も
当
然
の
よ
う
に
座す

わ

る
の
は
少
し
違ち

が

う
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
席
を
譲ゆ

ず

っ
た
と
き
は
感
謝
さ
れ
て
、
譲ゆ

ず

っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
笑え

が
お顔

で
過
ご
せ
た
ら
い
い
の
に
、
と
思
い
ま
し
た
。

丸
座
席
譲ゆ

ず

っ
た
の
に
な
ぜ
？
　十
三
歳さ

い

　女
性

51010

三
人
の
乗
客

20 理
解
し
合
う
た
め
に

若者
（28歳

さい

　女性）

お年寄り
（75歳

さい

　男性）

中学生
（13歳

さい

　女性）

101 100

▲ 1年 p.100「20 三人の乗客」

同じ出来事に居合わせた３人それぞれの境遇や思いを通して、人と人とが
理解し合うために大切なことについてより客観的に考えられる教材です。

生
徒
に
と
っ
て
よ
り
理
解
し
や
す
く
、
心
ひ
か
れ
、
議
論
し
た
く
な
る
よ
う

見
せ
方
や
内
容
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
、
魅
力
的
な
教
材
を
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内容の理解を助け、生徒の関心を高めるために、
現行教科書の読み物教材を漫画化しました！

「分かりきった答え」
では終わらせない

多様な意見を
促す教材

一目で心をつかむ

ダイナミックな
ビジュアルの
教材

全学年に配置！

漫画教材
基本構成
2

新教材

新教材

新教材

29 28



令和７年度版教科書

た
く
さ
ん
の
研
究
・
実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、
力
の
あ
る
定
番
教
材
。

読
解
の
ハ
ー
ド
ル
を
で
き
る
だ
け
下
げ
な
が
ら
、
引
き
続
き
数
多
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

基本構成
2

安政南海地震による津波から地域住民を守り、その後も郷土のために貢献した濱口梧陵のお話を、史実
に沿って新たに書き下ろしました。

　
津つ

波な
み

か
ら
一
夜
明
け
た
広ひ

ろ

村む
ら

の
様
子
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
家
は
ほ
と
ん

ど
が
壊こ

わ

れ
、
流
さ
れ
た
家
の
材
木
や
家
具
が
田
畑
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

津つ

波な
み

で
家
族
や
家
、
仕
事
を
失
っ
た
村
人
の
動ど

う

揺よ
う

は
激
し
く
、
再
び
津つ

波な
み

が
来

る
と
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
始
め
る
と
、
村
を
去
っ
て
い
く
人
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

（
こ
の
ま
ま
で
は
故
郷
の
広ひ

ろ

村む
ら

が
…
…
。）

　
梧ご

陵り
ょ
う

は
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
村
人
た
ち
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
た
の

で
す
。
ま
ず
、
炊た

き
出
し
や
小
屋
の
建
設
、
農
耕
具
・
漁
具
の
配
給
を
行
い
、

被ひ

災さ
い

し
た
人
が
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
に
支し

援え
ん

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
将
来
、
再
び
来
る
か
も
し
れ
な
い
津つ

波な
み

に
備
え
て
、
巨き

ょ

額が
く

の
私
財

を
投
じ
て
堤て

い

防ぼ
う

を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
堤て

い

防ぼ
う

づ
く
り
は
、
将
来
の
津つ

波な
み

を
防
ぐ
目
的
だ
け
で
行
わ
れ
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
堤て

い

防ぼ
う

工
事
に
村
人
た
ち
を
雇や

と

い
お
金
を
払は

ら

う
こ
と
で
、

村
か
ら
人
が
流
出
す
る
の
を
防
ぎ
、
村
人
た
ち
の
手
で
元
の
広ひ

ろ

村む
ら

を
取
り
戻も

ど

そ

う
と
し
た
の
で
す
。

　
堤て

い

防ぼ
う

工
事
の
途と

中ち
ゅ
う

、
ま
た
も
地じ

震し
ん

に
襲お

そ

わ
れ
た
り
、
梧ご

陵り
ょ
う

が
仕
事
の
た
め
に

広ひ
ろ

村む
ら

に
い
な
い
時
期
が
続
い
て
工
事
の
進
行
が
遅お

く

れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
工
事
を
始
め
て
三
年
十
か
月
た
っ
た
一
八
五
八
年
十
二
月
、

高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
広ひ

ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

が
完
成
し
た
の
で

す
。
堤て

い

防ぼ
う

の
海
側
に
は
潮
風
に
強
い
松
を
、
陸
側
に
は
ろ
う
そ
く
の
原
料
と
な

る
ハ
ゼ
を
植
え
、
堤て

い

防ぼ
う

の
補
修
費
用
や
学
校
の
改
修
費
用
に
充あ

て
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
安あ

ん

政せ
い

南な
ん

海か
い

地じ

震し
ん

の
九
十
二
年
後
、

一
九
四
六
年
十
二
月
二
十
一
日
に
昭し

ょ
う

和わ

南な
ん

海か
い

地じ

震し
ん

が

発
生
し
ま
し
た
。
地じ

震し
ん

の
約
三
十
分
後
、
高
さ
四
〜

五
メ
ー
ト
ル
の
大
津つ

波な
み

に
広ひ

ろ

村む
ら

は
襲お

そ

わ
れ
ま
し
た
が
、

広ひ
ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

は
村
の
居
住
地
区
の
大
部
分
を
津つ

波な
み

か
ら

守
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
の
広ひ

ろ

川が
わ

町
に
も
、
こ
の
広ひ

ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

は
残
っ
て

お
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
行
わ
れ
る
「
津つ

浪な
み

祭ま
つ
り

」
で
は
地
域
の
小
中
学
生

が
広ひ

ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

に
土
盛
り
を
し
た
り
、「
稲い

な

む
ら
の
火

祭
り
」
で
は
稲い

な

む
ら
の
火
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
た
い
ま

つ
を
持
っ
て
行
列
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
広ひ

ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

に
関
わ
る
行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

510

5101515

自
分
た
ち
の
地
域
の
た
め
に
大
切
な
の
は
、
ど
ん
な
考
え
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

広ひ
ろ

村む
ら

堤て
い

防ぼ
う

に
関
わ
る
行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
ど
ん
な
思
い
を
抱い

だ

い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう
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絵
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の
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貴た
か

木ぎ

ま
い
こ
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広ひ

ろ

村む
ら

（
現
在
の
和わ

歌か

山や
ま

県
広ひ

ろ

川が
わ

町
）
は
、
一
八
五
四
（
嘉か

永え
い

七
＝
地じ

震し
ん

後
改
元
し
て
安あ

ん

政せ
い

元
）
年
十
二
月
二
十
四
日
、
約
五

メ
ー
ト
ル
の
大
津つ

波な
み

に
襲お

そ

わ
れ
ま
し
た
。
津つ

波な
み

は
同
じ
日
の
安あ

ん

政せ
い

南な
ん

海か
い

地じ

震し
ん

に
よ
っ
て
起
き
た
も
の
で
、
民
家
や
田
ん
ぼ
に
大

き
な
被ひ

害が
い

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
津つ

波な
み

の
と
き
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

、
仕
事
を
し
て
い
た
銚ち

ょ
う

子し

（
現
在
の
千ち

葉ば

県
銚ち

ょ
う

子し

市
）
か
ら
、
故

郷
の
広ひ

ろ

村む
ら

に
戻も

ど

っ
て
い
た
濱は

ま

口ぐ
ち

梧ご

陵り
ょ
う

は
、
驚お

ど
ろ

く
べ
き
行
動
を
と
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
揺ゆ

れ
だ
。」

　
十
二
月
二
十
四
日
の
午
後
四
時
頃ご

ろ

、
家
の
瓦か

わ
ら

が
飛
び
、
壁か

べ

や
塀へ

い

が
崩く

ず

れ
る
ほ
ど
の
激
し
い
地じ

震し
ん

に
、
梧ご

陵り
ょ
う

は
驚お

ど
ろ

き
ま
し
た
。

前
日
に
も
地じ

震し
ん

は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
揺ゆ

れ
で
し
た
。
家
族
を
避ひ

難な
ん

さ
せ
、
村
の
様
子
を
見
回
っ
て
い
た
と
き
、

海
の
ほ
う
か
ら
大た

い

砲ほ
う

を
連
発
す
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
て
き
た
た
め
、
梧ご

陵り
ょ
う

は
急
い
で
海
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
海
の
様
子
に
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
見
る
見
る
う
ち
に
空
は
暗
く
な
り
、
異
様
な
雰ふ

ん

囲い

気き

が
漂た

だ
よ

っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
変
だ
。
津つ

波な
み

が
や
っ
て
来
る
に
違ち

が

い
な
い
。」

　「
大お

お

地じ

震し
ん

の
後
に
は
津つ

波な
み

が
来
る
」
と
い
う
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
を
聞
い
て
い
た
梧ご

陵り
ょ
う

は
、
覚か

く

悟ご

を
決
め
、
逃に

げ
惑ま

ど

う
人
々

を
励は

げ

ま
し
、
避ひ

難な
ん

さ
せ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
次
の
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

、
叫さ

け

び
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
津つ

波な
み

に
家
が
襲お

そ

わ
れ
た
ぞ
！
」

＊

　
梧ご

陵り
ょ
う

が
川
の
ほ
う
を
見
る
と
、
激
し
い
津つ

波な
み

が
川
上
に
向
か
っ
て
遡さ

か
の
ぼ

っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
津つ

波な
み

に
飲
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
な
ん
と
か
丘お

か

に
た
ど
り
着
い
た
梧ご

陵り
ょ
う

は
、
高
台
に
あ
る
神
社
に
避ひ

難な
ん

し
ま
し
た
。
神
社
で
は
、
避ひ

難な
ん

し
て
き
た
村
人
た
ち
が
、
自
分
の
家
族
の
名
前
を
叫さ

け

び
な
が
ら
捜さ

が

し
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
津つ

波な
み

が
海
へ
引
い
た
後
、
日
が
暮
れ
て
き
た
た
め
、
梧ご

陵り
ょ
う

は
若
者
た
ち
に
た
い
ま
つ
を
持
た
せ
、
家
の
柱

な
ど
が
散
乱
す
る
中
、
村
人
の
救
助
に
向
か
い
ま
し
た
。
道
中
で
何
人
か
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

流
さ
れ
た
材
木
に
よ
っ
て
道
が
塞ふ

さ

が
れ
、
そ
の
先
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
か
…
…
。」

　
若
者
た
ち
に
退た

い

却き
ゃ
く

を
指
示
し
た
梧ご

陵り
ょ
う

は
、
ふ
と
道み

ち

端ば
た

の
田
ん
ぼ
に
目
を
や
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
刈か

り

取
っ
た
稲い

な

わ
ら
を
た
く
さ
ん
積
ん
だ
「
稲い

な

む
ら
」
が
あ
り
ま
し
た
。

（
も
っ
た
い
な
い
が
、
こ
れ
で
村
の
人
々
の
命
が
助
か
る
な
ら
ば
…
…
。）

　
そ
う
考
え
た
梧ご

陵り
ょ
う

は
、
稲い

な

む
ら
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。
稲い

な

む
ら
の
火
は
大
き
く
な
り
、
辺
り
を
明
る
く
照

ら
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
道み

ち

端ば
た

の
稲い

な

む
ら
に
火
を
つ
け
て
回
り
、
暗く

ら

闇や
み

の
中
で
も
安
全
な
避ひ

難な
ん

場
所
が
分
か

る
よ
う
に
道
し
る
べ
を
作
っ
た
の
で
す
。

「
あ
あ
よ
か
っ
た
。
こ
の
火
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
。」

　
そ
う
言
っ
て
避ひ

難な
ん

し
て
く
る
村
人
た
ち
を
見
て
、
梧ご

陵り
ょ
う

は
「
稲い

な

む
ら
の
火
」
が
役
立
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
安
心
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
再
び
津つ

波な
み

が
村
を
襲お

そ

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
津つ

波な
み

よ
り
も

大
き
く
激
し
い
も
の
で
し
た
。

「
あ
あ
、
稲い

な

む
ら
の
火
が
…
…
。」

　
梧ご

陵り
ょ
う

が
つ
け
た
稲い

な

む
ら
の
火
す
ら
消
し
去
る
津つ

波な
み

を
見
て
、
人
々
は
災
害
の
恐お

そ

ろ
し
さ
を
強
く
感
じ
た
の

で
し
た
。

5101520

510

地じ

震し
ん

と
津つ

波な
み

が
起
き
た
日
は
、

旧き
ゅ
う

暦れ
き

で
は
十
一
月
五
日
だ
っ

た
。
こ
の
「
稲い
な

む
ら
の
火
」

の
話
に
ち
な
み
、
二
〇
一
五

年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、

毎
年
十
一
月
五
日
は
「
世
界

津つ

波な
み

の
日
」 

と
制
定
さ
れ
た
。

＊
安あ
ん

政せ
い

南な
ん

海か
い

地じ

震し
ん

　

稲い

な

む
ら
の
火

13 地
域
社
会
の
た
め
に

79 78

濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

▲ 3年 p.78「13 稲むらの火」

一
八
九
〇
年

　

�

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
遭そ

う

難な
ん

。 

乗
組
員
の
一
部
が
樫か

し

野の

で
救
助
さ
れ
る
。

一
九
八
五
年

　

�

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
の
テ
ヘ
ラ
ン
に�

ト
ル
コ
か
ら
救き

ゅ
う

援え
ん

機
が
派は

遣け
ん

さ
れ
、�

沼ぬ
ま

田た

さ
ん
を
含ふ

く

む
多
く
の
日
本
人
が
助
け
ら
れ
る
。

一
九
九
九
年

　

�

ト
ル
コ
北
西
部
で
大お

お

地じ

震し
ん

発
生
。 

日
本
か
ら
支し

援え
ん

活
動
が
な
さ
れ
る
。

二
〇
〇
八
年

　

�

沼ぬ
ま

田た

さ
ん
が
駐ち

ゅ
う

日に
ち

ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
を�

訪
問
し
、
お
礼
を
述
べ
る
。

二
〇
一
〇
年

　

�「
日
本
ト
ル
コ
友
好
百
二
十
周
年
事
業
」
開か

い

催さ
い

。�

沼ぬ
ま

田た

さ
ん
が
式
典
に
出
席
し
、
お
礼
を
述
べ
る
。

二
〇
一
一
年

　

�

東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

発
生
。 

ト
ル
コ
か
ら
支し

援え
ん

活
動
が
な
さ
れ
る
。

年
表

に
さ
れ
な
く
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
使
館
か
ら
は
「
後
日
、
参
事
官
が
お
会
い
し

ま
す
。」
と
い
う
返
事
を
い
た
だ
い
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
私
に
と
っ
て
大
使
館
へ
の
訪
問
な
ど
は
じ
め
て

だ
っ
た
が
、
当
日
お
礼
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
は
（
自
分
は
な
ん
て
幸
運
な
ん
だ
ろ
う
。）
と
心

か
ら
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
両
国
の
交
流
は
い
ま
も
途と

絶だ

え
て
い
な
い
。
一
九
九
九
年
に
ト
ル
コ
北
西
部
で
大お

お

地じ

震し
ん

が
起
き
た
と
き
に

は
、日
本
の
団
体
が
義ぎ

援え
ん

金
を
送
っ
た
り
、震し

ん

災さ
い

孤こ

児じ

と
日
本
の
子
ど
も
を
交
流
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ

　
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
私
が
テ
ヘ
ラ
ン
で
助
け
ら
れ
る
九
十
五
年

も
前
に
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
間
に
は
深
い
き
ず
な
が
結
ば
れ
て
い
た
の
だ
。

ト
ル
コ
で
は
、
樫か

し

野の

で
の
出
来
事
を
歴
史
の
教
科
書
に
載の

せ
る
な
ど
し
て

後
世
に
語
り
継つ

い
で
い
た
。
後
の
ト
ル
コ
駐ち

ゅ
う

日に
ち

大
使
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
の

日
本
人
救
出
劇
に
つ
い
て
「
私
た
ち
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
借
り
を
返

し
た
だ
け
で
す
。」
と
語
っ
た
そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
当
時
の
日
本
で
は
、
救
出
劇
の
裏
に

あ
る
歴
史
に
つ
い
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
は
、
こ

の
歴
史
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を
恥は

じ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

（
ト
ル
コ
の
人
々
が
必
死
に
語
り
継つ

い
で
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
い
ま
の
自

分
が
あ
る
。）

　
そ
う
思
っ
た
私
は
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、「
ど
う
し
て

も
直
接
お
礼
が
言
い
た
い
。」
と
駐ち

ゅ
う

日に
ち

ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
に
連れ

ん

絡ら
く

を

取
っ
て
い
た
。
私
の
よ
う
な
一
個
人
が
突と

つ

然ぜ
ん

申
し
出
た
と
こ
ろ
で
、
相
手

510

た
そ
う
だ
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
東ひ

が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

が
発
生
す
る
と
、
今
度
は
ト
ル
コ

側
か
ら
す
ぐ
さ
ま
救き

ゅ
う

援え
ん

隊
の
派は

遣け
ん

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
災
害
時
に
は
互た

が

い
に
助
け

合
う
活
動
が
続
い
て
い
る
。

　
私
は
日
本
と
ト
ル
コ
の
関
係
を
知
っ
て
か
ら
、
せ
め
て
も
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
、

両
国
を
つ
な
ぐ
支し

援え
ん

団
体
に
は
で
き
る
限
り
の
寄
付
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
関
係

を
築
い
て
く
れ
た
樫か

し

野の

の
人
々
へ
の
感
謝
を
込こ

め
て
串く

し

本も
と

町
に
も
寄
付
を
申
し
込こ

む
と
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
「
日
本
ト
ル
コ
友
好
百
二
十
周
年
事
業
」
の
式
典
に
呼
ん
で
い
た

だ
き
、
私
は
そ
こ
で
も
お
礼
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　
真
の
人
間
愛
か
ら
始
ま
っ
た
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
き
ず
な
。
そ
れ
に
助
け
ら
れ
た
私

は
（
こ
の
友
好
の
輪
を
世
界
に
広
め
た
い
。）
と
い
う
気
持
ち
が
自
然
と
湧わ

き
、
以
来
、

い
ろ
ん
な
人
に
自
分
の
体
験
を
話
す
よ
う
心こ

こ
ろ

掛が

け
て
き
た
。

　
私
の
気
持
ち
は
、
今
や
恩
返
し
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
違ち

が

う
意
味
も
も
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
私
の
感
じ
た
き
ず
な
や
思
い
が
、
世
界
中
の
人
々
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

5101520

国
際
社
会
の
中
で
他
国
の
人
々
と
接
す
る
と
き
、
ど
ん
な

考
え
方
を
大
切
に
し
た
い
か
ま
と
め
て
み
よ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

「
恩
返
し
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
違ち

が

う
意
味
も
も
っ
て
い
る
」

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

▲ 助けられたエルトゥールル号の乗組員たち

作
・
編
集
委
員
会

　絵
・
貴た
か

木ぎ

ま
い
こ

57 56

　一
八
九
〇
年
九
月
十
六
日
の
夜
。
和わ

歌か

山や
ま

県
串く

し

本も
と

町
の
紀き

伊い

大お
お

島し
ま

付
近
の
海
で
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
と
い
う
ト

ル
コ
の
軍ぐ

ん

艦か
ん

が
岩
に
ぶ
つ
か
り
大
破
し
た
。
乗
組
員
た
ち
は
台
風
の
影え

い

響き
ょ
う

で
大お

お

荒あ

れ
に
な
っ
た
海
へ
投
げ
出
さ
れ
た

が
、
一
部
の
者
は
紀き

伊い

大お
お

島し
ま

の
海
岸
に
漂ひ

ょ
う

着ち
ゃ
く

し
、
樫か

し

野の

地
区
に
あ
る
樫か

し

野の

埼ざ
き

灯
台
に
た
ど
り
着
く
。

　海
難
事
故
だ
と
気
づ
い
た
樫か

し

野の

の
人
々
は
急
い
で
海
岸
に
向
か
い
、
乗
組
員
た
ち
を
村
に
運
び
込こ

ん
だ
。
歩
け
な

い
者
の
こ
と
は
背
負
い
、
ぬ
れ
た
衣
服
を
自
分
た
ち
の
浴ゆ

か
た衣

に
着き

替が

え
さ
せ
、
彼か

れ

ら
の
冷
た
い
体
を
こ
す
っ
て
温
め

た
救き

ゅ
う

援え
ん

活
動
は
、
一
晩
中
続
い
た
と
い
う
。

　こ
の
年
、
樫か

し

野の

で
は
不
作
不
漁
が
続
き
、
食
料
の
蓄た

く
わ

え
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
樫か

し

野の

の
人
々
は
、
畑
の

野
菜
を
全
て
提
供
し
、
非
常
食
用
の
鶏

に
わ
と
り

ま
で
も
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
な
姿
で
ト
ル
コ
に
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

　樫か
し

野の

の
人
々
の
思
い
は
周
辺
地
域
や
日
本
全
国
に
も
広
が
り
、
運
び
込こ

ま
れ
た
六
十
九
人
の
乗
組
員
は
適
切
な
治ち

療り
ょ
う

と
介か

い

護ご

を
受
け
、
全
員
無
事
に
ト
ル
コ
へ
と
帰き

還か
ん

。
ま
た
、
遭そ

う

難な
ん

し
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
者
の
遺
体
は
海
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
樫か

し

野の

埼ざ
き

灯
台
の
そ
ば
に
手
厚
く
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
た
。

　
一
九
八
五
（
昭し

ょ
う

和わ

六
十
）
年
三
月
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
し
て
赴お

も
む

い
た

イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
、
私
は
恐き

ょ
う

怖ふ

と
闘た

た
か

っ
て
い
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
は
イ
ラ
ク
と
の
国
境
か
ら
離は

な

れ
て
い
る
た
め
、
戦
場
に

な
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
都
市
攻こ

う

撃げ
き

の
激
化
に
伴と

も
な

い
、
三
月
十
二
日
に
と
う
と
う
空く

う

爆ば
く

を
受
け
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
私
と
同ど

う

僚り
ょ
う

は
ホ
テ
ル
の
地
下
室
に
避ひ

難な
ん

し
、
な
ん
と
か
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
脱だ

っ

出し
ゅ
つ

で
き
な
い
か
と
、
空
港
に
乗
り
入
れ
て
い
る

各
国
の
航
空
会
社
に
毎
日
働
き
か
け
た
。
だ
が
、
当
然
な
が
ら
ど
の
国
も
自
国
民
が
優
先
。
我
々
日
本
人
に
搭と

う

乗じ
ょ
う

す
る
余
地
は

な
く
、
私
た
ち
は
絶
望
の
ふ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

　
ト
ル
コ
を
経
由
し
、
日
本
に
帰
国
で
き
た
の
は
三
月
二
十
一
日
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ル
コ
の
人
々
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
は
大
い
に
あ
っ
た
も
の
の
、
私
の
心
の
傷
は
簡
単
に
は
癒い

や
さ
れ
な
い
。
と
に
か
く
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
恐き

ょ
う

怖ふ

を
早
く
忘
れ
た

い
と
い
う
一
心
で
、
ト
ル
コ
の
人
々
が
私
た
ち
を
命い

の
ち

懸が

け
で
助
け
て
く
れ
た
こ
と
を
周
囲
に
は
詳く

わ

し
く
話
せ
ず
、
な
ぜ
ト
ル
コ

が
救き

ゅ
う

援え
ん

機
を
出
し
て
く
れ
た
の
か
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
月
日
が
経
過
し
た
二
〇
〇
八
年
十
月
。
私
は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

目
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
で
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
間
に

あ
っ
た
衝し

ょ
う

撃げ
き

の
過
去
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

551015 10

現
在
の
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ 

エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
。

＊
ト
ル
コ
航
空

　
そ
ん
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
三
月
十
九
日
未
明
の
こ
と
。
思
い
掛が

け
ず
、「
ト
ル
コ

の
救き

ゅ
う

援え
ん

機
が
日
本
人
を
助
け
て
く
れ
る
。」
と
い
う
連れ

ん

絡ら
く

が
入
っ
た
。
急
い
で
空
港
に
向

か
う
と
、
ト
ル
コ
航
空
の
カ
ウ
ン
タ
ー
前
は
日
本
人
だ
ら
け
。
後
か
ら
聞
い
た
こ
と
だ
が
、

日
本
人
を
救き

ゅ
う

援え
ん

機
に
乗
せ
る
た
め
、
ト
ル
コ
人
の
多
く
は
陸
路
で
出
国
し
た
と
い
う
。

　
空
港
付
近
で
は
ま
だ
爆ば

く

撃げ
き

が
続
い
て
い
て
、
命
の
保
障
は
な
い
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、

離り

陸り
く

し
て
か
ら
一
時
間
ほ
ど
た
っ
た
頃こ

ろ

に
救き

ゅ
う

援え
ん

機
は
国
境
を
越こ

え
、「W

elcom
e to 

Turkey.

（
よ
う
こ
そ
、
ト
ル
コ
へ
。）」
と
い
う
機
長
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
っ
た
の
だ
。

そ
の
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

、
私
は
は
じ
め
て
（
助
か
っ
た
。）
と
思
い
、
自
然
と
涙な

み
だ

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

イラン

シリア
レバノン

イスラエル

アンカライスタン
ブール
イスタン
ブール

バグダッドバグダッド

ヨルダンヨルダン
クウェートクウェート

イラク

サウジアラビア

トルクメニスタン
アゼル
バイジャン
アゼル
バイジャン

パ
キ
ス
タ
ン

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

テヘラン

トルコ

0 500km

※地図は2022年現在のもの

和
歌
山
県

わ

か
や
ま

三
重
県

み
　

え奈
良
県

な　

ら

大
阪
府串本町

くしもと

紀伊大島
き　い おおしま

潮岬
しおのみさき

樫野埼
灯台

かし の ざき

遭難地点
そうなん

km おお
おお
ささ
かか

お
お
さ
か

※地図は2022年現在のもの

時
を
越こ

え
て 

―
樫か

し

野の

で
生
ま
れ
た
き
ず
な
―

10 国
と
国
の
き
ず
な

＊

55 54

私（沼
ぬま

田
た

凖
じゅん

一
いち

）

▲ 2年 p.54「10 時を越えて―樫野で生まれたきずな―」

エルトゥールル号遭難事故以来130年以上続いてきた日本とトルコのきずなから、国際社会の一員として
大切にしたいことについて考えます。

物語の状況や登場人物の表情が
より分かりやすくなるように
挿絵をリニューアルしました！

１年

5 さかなのなみだ

6 言葉の向こうに

17 さよなら、ホストファミリー

19 バスと赤ちゃん

24 あふれる愛

25 iPS細胞で難病を治したい

28 旗

29 裏庭での出来事

33 私は清掃のプロになる

35 いつわりのバイオリン

２年

10 時を越えて―樫野で生まれたきずな―

14 ヨシト

15 ネット将棋

16 樹齢七千年の杉

22 夜のくだもの屋

32 足袋の季節

定番の題材や人物を取り上げた教材

３年

3 あるレジ打ちの女性

5 違うんだよ、健司

6 卒業文集最後の二行

7 命のトランジットビザ

13 稲むらの火

15 ゴリラのまねをした彼女を好きになった

17 二通の手紙

20 失った笑顔を取り戻す

24 町内会デビュー

25 臓器提供

26 独りを慎む

30 生きてこそ―石井筆子の生涯―

32 一冊のノート

入園時間終了後にやってきた姉弟
を動物園に入れ、お礼の手紙と懲
戒処分通告の書類を受け取った元
さんの姿から、法やきまりの意義
について深く考えます。

◀ 3年 p.94「17 二通の手紙」

現行教科書 やっぱり外せない

定番教材

定番の題材を書き下ろし、
文字数・ページ数を減らして教材化。

内容理解の補助と教科書の軽量化に努めました！

約30教材の豊富なラインアップ！

新教材

新教材

31 30



豊
富
な
コ
ラ
ム

道
徳
科
の
授
業
内
だ
け
で
な
く
他
教
科
や
他
活
動
、
自
主
学
習
で
も
横
断
的
に
活
用
で
き
る

コ
ラ
ム
「
視
野
を
広
げ
て
」
を
、
各
学
年
に
７
つ
ず
つ
配
置
し
ま
し
た
。

現
代
的
な
諸
課
題
に
も
関
わ
る
５
つ
の
テ
ー
マ
を
基
に
し
て
生
徒
の
実
生
活
に
即
し
た
内
容
を

扱
っ
て
お
り
、
教
材
で
の
学
び
を
支
え
な
が
ら
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活用方法は自由！
コラムは教材と異なり、

授業時数を配当していません。
先生の裁量によって、
授業内で扱うことも

授業外で活用することもでき、
カリキュラム・マネジメントにも

生かせます。

基本構成
2

　私たちは中学生、高校生と成長するにつれ、社会の一員としてより責任ある
行動をとることが求められます。
　今後、AIなどの情報技術を活用し、誰

だ れ

もが幸せになれる社会をつくってい
くために、どんなことが大切か考えてみましょう。

まとめ

　私たちの日常生活において、インターネットを使った技術はなくてはならないも
のとなっています。また、さらにAI（人工知能）を組み合わせることで、より高度
な作業が可能になったものもあります。私たちがAIと情報社会に関わっていくう
えで大切なことはなんでしょうか。

＊

AIと情報社会

視野を広げて 情報社会

＊�AI（人工知能）に、はっきりとした定義はない。ここでは広く「知的な機械、特に知的なコンピュータプログラムをつくる科学と

技術」のこととして考える。

AI の自動運転で走行していた
無人の車が、事故を起こしてしまった。

AI の自動会話プログラムに不適切な
返信をされて、傷ついた人がいた。

フェイク動画を作って、
うその情報を
流してやろう。

これは人としてよくないと思うから、
別の方法にしようよ。

自立と共生 安全な生活

身近な生活に役立てる

情報社会で私たちが考えるべきこと

情報を活用してよりよい社会のために役立てる

　インターネットとAIの技術を組み合わせたデジ
タル機器や掃

そう

除
じ

ロボット、自動で温度や湿
しつ

度
ど

を調節
するAIエアコンなどが私たちの生活を支えてくれ
ています。

　AIが人間の「考える」「判断する」作業を代行してくれるようになり、今までできなかったこ
とが可能になったものもあります。
　では、以下のようなことが起こったときにはどうすればよいのでしょうか。

最終的な判断やプライバシー、セキュリティは人間の役目

　AIは「人工知能」ですが、人間と同じ思考ができるわけではありません。AIで人間の感情を
読み取る研究は進んでいる一方、現時点で、完全に読み取ることは難しいとされています。また、
AI自体が感情を表現することはできないともいわれています。あくまでAIの技術は人間中心の
ものであり、最終判断は人間が行うことになります。

　欲
ほ

しい情報をインターネットで探して直接受け取るだけでなく、たくさんのデータから最適な
ものを探して提案する役割をAIが担

にな

い、社会的な課題を解決するために活用され始めています。

アシストスーツや
救助ロボットにより
被
ひ

災
さい

した建物から救助

迅
じん

速
そく

な救助

個人のスマホに
避
ひ

難
なん

情報が提示され、
安全に避

ひ

難
なん

所まで移動

安全な避
ひ

難
なん

AIによる解
かい

析
せき

インプット

アウトプット

避
ひ

難
なん

所にドローンや
自動配送車により
救
きゅう

援
えん

物資を配送

物資の最適配送

防災における例

ほかの教科などとの関連 技・家

人工衛星・人工衛星・
地上の気象レーダー地上の気象レーダー
などからのデータなどからのデータ

ドローンによるドローンによる被被
ひひ

災災
さいさい

地観測、地観測、
建物センサーや建物センサーや
車からの車からの被被

ひひ

害害
がいがい

情報情報 避避
ひひ

難難
なんなん

所の情報、所の情報、
救救
きゅうきゅう

援援
えんえん

物資の情報物資の情報

内閣府「Society5.0　新たな価値の事例（防災）」を基
もと

に作成

絵・貴
たか

木
ぎ

まいこ

秋にお勧
すす

めの
音楽を教えて。

67 66

▲ 3年 p.66「  AIと情報社会」

関連するテーマを各コラム冒頭に提示

地
域
の
事
例
を
集
め
た
コ
ラ
ム

各
学
年
の
巻
末
に
は
、コ
ラ
ム
「
受
け
継
ぐ 

か
た
ち
・

思
い
・
地
域
の
よ
さ
」
を
新
設
し
、
地
域
の
伝
統
文

化
や
遺
産
、
先
人
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
活
動
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
47
都
道
府
県
す
べ

て
の
事
例
を
３
学
年
で
網
羅
し
て
い
る
の
で
、
生
徒

が
自
分
の
郷
土
に
思
い
を
は
せ
、
ほ
か
の
地
域
の
こ

と
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
コ
ラ
ム
で
す
。

　三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

は、千
ち

葉
ば

県浦
うら

安
やす

市、市
いち

川
かわ

市、船
ふな

橋
ばし

市、習
なら

志
し

野
の

市に広が
る約1,800haの干

ひ

潟
がた

と浅
せん

海
かい

域
いき

です。ここは海の生物や鳥類の貴
重な生息地として、また水鳥の中

ちゅう

継
けい

地として、東
とう

京
きょう

湾
わん

全体の生
態系に大きな役割を果たしています。周辺でとれるのりなどの
海産物は「江

え

戸
ど

前
まえ

」と呼ばれ、人々に喜ばれてきました。
　1993年頃

ごろ

からは何度か埋
う

め立て計画がありましたが、市民や漁業関係者、県や市で働く人たちの意見
によって、2001年に計画は中止されました。
　現在は、関係者が連

れん

携
けい

し、定期的な保全活動や生物環
かん

境
きょう

調査、環
かん

境
きょう

学習などを通して、人と自然の共
生が目指されています。

　上
じょう

毛
もう

かるたは、1947年に発行された群
ぐん

馬
ま

を
代表する郷土かるたです。「上

じょう

毛
もう

」とは群
ぐん

馬
ま

県
の古くからの呼び名です。取

とり

札
ふだ

と読
よみ

札
ふだ

が各44
枚あり、群

ぐん

馬
ま

県の名
めい

所
しょ

旧
きゅう

跡
せき

や輩
はい

出
しゅつ

した人物な
ど群

ぐん

馬
ま

県の特
とく

徴
ちょう

が読まれています。いまでも
県内各地で上

じょう

毛
もう

かるた競技の大会が開
かい

催
さい

され
ています。

船橋市
ふなばし

市川市
いちかわ

浦安市
うらやす

習志野市
なら し　の0 1000m

谷津干潟
や　つ　ひ がた

行徳湿地

京
葉
線

け
い
よ
う

ぎょうとくしっ ち

二俣新町駅二俣新町駅
ふたまたしんまちふたまたしんまち

南船橋駅南船橋駅
みなみふなばしみなみふなばし江江

戸戸
川川

ええ

どど

三番瀬
さんばん ぜ

市川塩浜駅市川塩浜駅
いちかわしおはまいちかわしおはま

干　潟
保護区

ひ　　 がた

　長い歴史の中で受け継
つ

がれてきたものや

人々の思いには、どのようなメッセージが

込
こ

められているのでしょうか。

群
ぐん

馬
ま

県3

千
ち

葉
ば

県5

上
じょう

毛
もう

かるた

三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

ほかの教科などとの関連 社会、総合

1

2

3

5
6

4

7
8

11

13

14

16
15 12

10

　馬の保護神とされる「蒼
そう

前
ぜん

様」を信
しん

仰
こう

するお祭りで、
鈴
すず

がついた色とりどりの装
しょう

束
ぞく

をまとった60頭ほどの農
用馬が、岩

いわ

手
て

県滝
たき

沢
ざわ

市の鬼
おに

越
こし

蒼
そう

前
ぜん

神社から盛
もり

岡
おか

市の盛
もり

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

までの約14㎞の道
のりを、「チャグチャグ」
と鈴

すず

の音を響
ひび

かせながら行
進します。馬を大

だい

事
じ

に扱
あつか

っ
てきた南

なん

部
ぶ

盛
もり

岡
おか

地域ならで
はの祭りとして、民

みん

俗
ぞく

学的
にも注目されています。

岩
いわ

手
て

県1

チャグチャグ馬
うまっ

コ

　仙
せん

台
だい

七夕は伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

の時代には行われてい
たといいます。鮮

あざ

やかな笹
ささ

飾
かざ

りを楽しみに、
毎年多くの人々が訪

おとず

れます。東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

以
降は、宮

みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市の小中学校の児童生徒が、
震
しん

災
さい

からの復興の祈
いの

りを込
こ

めて約8万5千羽の
折
お

り鶴
づる

を制作するようになりました。

宮
みや

城
ぎ

県2

仙
せん

台
だい

七夕まつり

　御
おん

柱
ばしら

祭
さい

は、7年に一度、寅
とら

と申
さる

の年に行われ、正式には「式年
造営御

み

柱
はしら

大
たい

祭
さい

」といいます。宝
ほう

殿
でん

を造り替
か

え、そして御
おん

柱
ばしら

を選び、
山からひいて、境

けい

内
だい

に建てる一連の神事は平
へい

安
あん

時代から続き、諏
す

訪
わ

大社の神事の中でも最大にして最も重要なものとされています。

諏
す

訪
わ

大社の御
おん

柱
ばしら

祭
さい

長
なが

野
の

県4

9

受け継
つ

ぐ かたち・思い・地域のよさ

視野を広げて 安全な生活自立と共生 環
かん

境
きょう

と未来

171 170

▼ 1年 p.170「  受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ」

その他　地域への配慮は 本書 p.39

いじめという手段をとらないために

　たとえ、冗
じょう

談
だ ん

やいじり、遊び、ふざけ合いのつもりでも、された人が心や体に苦
しみや痛みを感じていれば、それらは全て「いじめ」です。
　こうしたいじめをなくすために、どんなことが必要なのでしょうか。

いじめをなくすために

視野を広げて いじめ

　いじめている側には、「遊びのつもりだった。」のように自分自身が加害者だという認
にん

識
しき

がない
場合があります。次のような場合ではどうでしょうか。

最近、みんなに無視される。
なんで？

A

A

え、私は泣いていたB さん
を励

はげ

ましただけだよ！

B さんを泣かせたからだっ
てうわさで聞いたよ……。

xxxxxxxx

A さんが、B さんを泣かせ
たの見たよ！

xxxxxxxx

xxxxxxxx

え、本当？

ひどくない？

xxxxxxxx

許せないよね。

xxxxxxxx

xxxxxxxx

みんなでA さんのこと無視
しようよ。

xxxxxxxx

A さんが悪いんだから当然
だよね。

　「友達のBさんを泣かせたことが許せない。」という怒
いか

りや正義感は人間として自然なもので、
それら自体は否定されるものではありません。しかし、それらを理由に「Aさんを無視して傷つ
けること」は、問題を解決するために適切な手段だったのでしょうか。さらに、「AさんがBさん
を泣かせた。」ということも事実ではなかったようです。仮に事実だったとしても、無視するこ
とで問題は解決するのでしょうか。
　人間は、怒

いか

りや正義感などによって視野や考え方が狭
せま

くなり、他人に対して攻
こう

撃
げき

的になることが
あります。自分や周囲がそうした状

じょう

況
きょう

のとき、どうすれば適切に行動できるのか考えてみましょう。

一人で悩
な や

まないで

　もし、いじめられたら。いじめられている人を見
み

掛
か

けたら。できるだけ早く、
家族や先生などに相談しましょう。誰

だれ

にも知られずに、電話、メール、チャット
などで相談できる窓口もあります。いじめられることは、決して恥

は

ずかしいこと
ではありません。一

いっ

緒
しょ

に解決しましょう。
※「子供のSOSの相談窓口」には、このページの二次元コードからアクセスできます。

情報社会

45

▲ 2年 p.44「  いじめをなくすために」

いじめ
（いじめの防止に関わる内容）

情報社会（情報モラル、デジタル・シティズンシップなどに関わる内容）

安全な生活
（交通安全、生活安全、
防災、食育、健康教育、
消費者教育などに関わる内容）
◀ 1年 p.60「  毎日を安全に過ごすために」

自立と共生
（キャリア教育、
人権・福祉教育、
ウェルビーイングなどに
関わる内容）
◀ 2年 p.22　
「  直撃 仕事インタビュー！」

環境と未来
（自然愛護、環境保全、
社会の持続可能な
発展などに関わる内容）

▶ 3年 p.130　
「  気候変動と生物多様性」

新コラム

新コラム

テーマ別 
教材・コラム一覧は

本書 p.46-47

33 32



Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
学
び
を
支
え
な
が
ら
、
先
生
の
準
備
負
担
を
軽
減
し
て

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
、
教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
全
教
材
・
全
コ
ラ
ム
に
用
意
し
ま
し
た
。

人物略歴
人物
関係図

外部リンク動画

教科書本冊・道徳ノート　
各ページの二次元コードから…

まずは教材の朗読音声を聞こう。

教材提示で… 多数教材に付属

すべての
生徒と先生の
ために

3

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

ワーク
シート

心情
メーター

シンキング
ツール

全教材に付属

朗読音声

個別の最適な学びと協働的な学びを実現！
コンテンツ数は
３学年で350以上！

3年 p.22「4 使い手を驚かせて魅了する」の場合

教科書QRコンテンツの活用例

こちらの
二次元コードから

教科書QRコンテンツを
体験できます！
※期間限定公開です。

画像

自分の考えを整理したり、
友達との話し合いをまとめたり
するときには、必要に応じて

「道具箱」にあるツールを使おう。

展開で…

みんなは、「江戸切子」って
見たことあるかな？

最初にこの動画を見てみよう。

導入で…

この江戸切子を作ったのが、
堀口徹さんです。

今日は堀口さんの生き方から、
日本の伝統と創造について
みんなで考えてみよう。

文中に出てきた
江戸切子の製作工程は、

こんなふうに進んでいきます。

みんな、今日もよく考えたね。
最後は感想を書きながら

堀口さんからのメッセージを見て
終わりにしましょう。

終末で…

35 34

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/cdou/3/4/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/cdou/


生
徒
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
よ
り
よ
い
教
科
書
に
な
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
し
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
。

学
び
の
た
め
の
配
慮

すべての
生徒と先生の
ために

3
人
権
へ
の
配
慮

教
科
書
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
て
「
多
様
性
」
を
掲
げ
、

全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
人
権
面
に
配
慮
し
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
へ
の
配
慮

特
別
支
援
教
育
の
専
門
家
に
よ
る
監
修
・
校
閲
の
も
と
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
紙
面
を
心
掛
け
、

個
に
応
じ
た
指
導
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

個性的な４人の生徒キャラクターが
学習の流れを案内してくれます。

学習者用デジタル教科書には
さまざまな学習支援機能が
搭載されています。

性別、人種、
身体的特徴に
偏りのない
内容とイラスト

登場人物は男女偏りなく、性別による服装や職業などの固定化がないよう留
意し、性の多様性についても触れました。また、海外ルーツの生徒やさまざ
まな身体的特徴の人物が随所に登場しています。

アイヌ民族の文化や考え
方を新たに取り上げるな
ど、国内外の文化的多様
性に触れる教材・コラム
を掲載しています。

表紙や挿絵にはスラックス着用の生
徒を描き、制服における多様性への
配慮に触れる教材も開発しました。

▲ 1年 p.154「32 オアシスの老人」

▲ 2年 p.120「24 制服は誰のもの」

▲ 1年 p.106
「21 あらゆるものに神は宿っている」

多様性に
配慮した制服

多様な文化や
考え方を紹介

世界人権宣言、
子どもの権利条約、SDGs、
法務省　人権啓発活動の

目標と強調事項
など  

その他、
編集上参考にし
配慮したものの例

　あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
末
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ
と
を
決
意

し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

　一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
漫ま

ん

画が

を
描か

＊

510

一
九
八
一
年
か
ら
連れ
ん

載さ
い

さ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
漫ま
ん

画が

『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼つ
ば
さ

』
の
主
人
公
。『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼つ
ば
さ

』
は
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
に
も
な
り
、
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

＊
大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。
中
学
生
の
と
き
は
、

（
将
来
、
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。）

と
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。
高
校
で
は
野
球
に
明
け
暮

れ
、
大
学
で
も
野
球
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
高
校
二
年
生
の
秋
に
転
機
が
訪お

と
ず

れ
た
。

親
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
私
立
大
学
へ
の
進
学
は

難
し
い
と
聞
か
さ
れ
た
。（
進
学
し
て
大
学
生
活
を

楽
し
み
た
い
。）（
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

き
た
い
。）（
親

に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
。）

▲『キャプテン翼
つばさ

』の主人公、大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

1 夢
に
向
か
っ
て

8

私（高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

）

　道
徳
科
で
は
、
次
の
1
～
3
の
よ
う
な
流
れ

で
学
び
ま
す
。
各
ス
テ
ッ
プ
に
は
、
学
び
を
深

め
る
た
め
の
手
が
か
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　「自
分
は
こ
う
思
う
」
と
素す

直な
お

に
伝
え
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

考
え
た
こ
と
に
間ま

違ち
が

い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

●
お
互た

が

い
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

　自
分
と
似
て
い
る
考
え
も
違ち

が

う
考
え
も
、
ど
ち
ら

も
大
切
で
す
。
友
達
の
考
え
は
否
定
せ
ず
最
後
ま
で

聞
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
友
達
の
考
え
を
よ
く
聞
こ
う

教材のマーク
　あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
末
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ
と
を
決
意

し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

　一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
漫ま

ん

画が

を
描か

＊

か
か
る
。
何
度
も
応お

う

募ぼ

し
た
が
、
い
つ
も
佳か

作さ
く

止
ま
り
だ
っ
た
。

（
ど
ん
な
作
品
を
描か

け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
の
か
…
…
。）

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
私
は
新
た
な
題
材
を
求
め
て
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
繰く

り
返
し
た
。

　当
時
、
ス
ポ
ー
ツ
漫ま

ん

画が

と
い
え
ば
野
球
が
全ぜ

ん

盛せ
い

で
、「
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
Ｊ
リ
ー
グ

発ほ
っ

足そ
く

前
で
、
日
本
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
も
夢
の
ま
た
夢
の
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
自
由
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

駆か

け
回
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
を
描か

く
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
そ
う
と
考
え
た
。

＊

51015

20 510

文
学
や
芸
術
な
ど
で
、
よ
く

で
き
た
作
品
。
こ
こ
で
は
、

入
選
の
一
歩
手
前
の
作
品
の

こ
と
（
賞
に
よ
っ
て
扱あ
つ
か

い
は

異
な
る
）。

＊
佳か

作さ
く

　

日
本
語
で
は
「
独
創
性
」
や

「
創
意
」
の
意
味
で
使
う
。

＊
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

一
九
八
一
年
か
ら
連れ

ん

載さ
い

さ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
漫ま
ん

画が

『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼つ
ば
さ

』
の
主
人
公
。『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼つ
ば
さ

』
は
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
に
も
な
り
、
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

＊
大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。
中
学
生
の
と
き
は
、

（
将
来
、
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。）

と
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。
高
校
で
は
野
球
に
明
け
暮

れ
、
大
学
で
も
野
球
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
高
校
二
年
生
の
秋
に
転
機
が
訪お

と
ず

れ
た
。

親
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
私
立
大
学
へ
の
進
学
は

難
し
い
と
聞
か
さ
れ
た
。（
進
学
し
て
大
学
生
活
を

楽
し
み
た
い
。）（
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

き
た
い
。）（
親

に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
。）

　さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
入
り
交
じ
る
中
、
自
分
と
真し

ん

剣け
ん

に
向
き
合
っ
て
み
る
と
、「
プ
ロ
の

漫ま
ん

画が

家
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
が
、
な
に
よ
り
も
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
い
ま
か
ら
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
そ
う
。」

　高
校
三
年
生
の
と
き
、
私
は
そ
う
決
意
し
た
。

　そ
れ
か
ら
は
、
無む

我が

夢む

中ち
ゅ
う

で
漫ま

ん

画が

を
描か

い
た
。
大
学
受
験
の
た
め
勉
強
に
力
を
入
れ
る
友

人
が
多
い
中
、
私
は
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
は
出
版
社
に
持
ち
込こ

む
日
々
が
続
い
た
。
す
ぐ
に
よ
い

評
価
が
出
る
わ
け
は
な
く
、
何
度
も
何
度
も
描か

き
直
し
た
。

　こ
の
地
道
な
努
力
が
実
り
、
高
校
の
卒
業
間
近
に
、
少
年
漫ま

ん

画が

誌
に
応お

う

募ぼ

し
た
作
品
が
新

人
賞
の
佳か

作さ
く

に
輝か

が
や

い
た
。
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
す
出
発
点
に
立
て
た
喜
び
は
、
い
ま
で
も

鮮せ
ん

明め
い

に
覚
え
て
い
る
。

　高
校
卒
業
後
は
、
工
場
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
漫ま

ん

画が

を
描か

き
続
け
た
。
稼か

せ

い
だ

お
金
は
、
漫ま

ん

画が

を
描か

く
道
具
代
に
消
え
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
努
力
が
認
め
ら
れ
、
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
た
。
た
だ
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
仕
事
は
漫ま

ん

画が

を
描か

く
勉
強
に
は
な
っ
た
が
、
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
時
間
を

奪う
ば

っ
て
い
っ
た
。
仕
事
を
終
え
た
後
に
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
た
め
、
一
本
の
作
品
に
数
か
月

＊

▲高
たか

橋
はし

さんが子どもの頃
ころ

に描
か

いた漫
まん

画
が

▲『キャプテン翼
つばさ

』の主人公、大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

1 夢
に
向
か
っ
て

二次元
コード

9 8

私（高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

）

▲『キャプテン翼
つばさ

』第4話で、翼
つばさ

が初めてオーバーヘッドキックを決めた瞬
しゅん

間
かん

5

四
話
を
描か

き
直
し
、翼つ

ば
さ

に「
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
」
の
技わ

ざ

を
披ひ

露ろ
う

さ
せ
た
の
だ
。

　す
る
と
、
人
気
順
位
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
上じ

ょ
う

昇し
ょ
う

し
、
翼つ

ば
さ

が
ラ
イ
バ
ル
と
対
決
す
る
「
南な

ん

葛か
つ

小 

対 

修し
ゅ
う

哲て
つ

小
」
ま
で
を
ど
う
に
か
描か

き
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
っ
と
し
た
と

と
も
に
、
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
の
自
信
が
生
ま
れ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　私
の
代
表
作
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』
を
読
ん
で
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る

夢
を
も
ち
実
現
し
た
選
手
が
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
大
勢
い
る
と

聞
く
。
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

「
ゴ
ー
ル
！
　ニ
ッ
ポ
ン
、
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

の
同
点
ゴ
ー
ル
！
　優
勝
の
行ゆ

く
え方

は
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
！
」

　大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

に
は
、
大
き
な
夢
が
あ
る
。
そ
う
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
翼つ

ば
さ

は
努
力
し
続
け

る
。
私
も
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
。

＊

夢
を
追
い
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

漫ま
ん

画が

を
描か

く
う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
も
負
け
ず
、

高た
か

橋は
し

さ
ん
は
な
ぜ
努
力
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　そ
し
て
つ
い
に
、
十
九
歳さ

い

の
と
き
、
五
本
目
の
作
品
で
初
め
て
「
入
選
」
を
手
に
し
た
。
こ
の
作
品
が
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』

の
原
点
で
あ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
へ
の
道
が
よ
う
や
く
開
け
た
の
だ
っ
た
。

　だ
が
、
プ
ロ
の
世
界
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
。
週
刊
誌
の
連れ

ん

載さ
い

は
作
品
の
人
気
順
位
が
毎
週
発
表
さ
れ
、
下
位
の
作
品
は
連れ

ん

載さ
い

が
打
ち
切
ら
れ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
私
に
も
、
連れ

ん

載さ
い

打
ち
切
り
の
危
機
が
迫せ

ま

り
つ
つ
あ
っ
た
。

（
ど
う
す
れ
ば
い
い
…
…
。）

　締し

め
切
り
ま
で
、
も
う
時
間
は
な
い
。
私
は
悩な

や

ん
だ
末
に
、
翼つ

ば
さ

に
夢
を
託た

く

す
こ
と
に
し
た
。
ほ
と
ん
ど
描か

き
終
え
て
い
た
第

空
中
の
ボ
ー
ル
を
、
自
分
の

頭
の
上
を
越こ

し
て
後
方
に
蹴け

る
こ
と
。

＊
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ

ク

510

　締
し

め切りに追われながら、ひたす
ら描

か

き続けるのが漫
ま ん

画
が

家の仕事です。
　描

か

くことが大好きなので楽しいこ
とも多いですが、人気が出ず連

れ ん

載
さ い

が
終わってしまい、つらいと思うこと
もあります。僕

ぼ く

の漫
ま ん

画
が

を読んで、「す
ごくおもしろかった。」 「勇気が出
た。」と言ってもらえると、描

か

いて
いてよかったなと思います。皆

み な

さん
も、好きなもの、夢中になれるもの
を見つけて頑

が ん

張
ば

ってください。

高
た か

橋
は し

陽
よ う

一
い ち

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

�

作
・
編
集
委
員
会

　
絵
・
高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち

11 10

自
分
自
身

に
つ
い
て

人
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

集
団
や
社
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て

生
命
や
自
然
、
崇す
う

高こ
う

な

も
の
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

別
冊
『
道
徳
ノ
ー
ト
』
を
使
っ
て

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　【
学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
を
手
が
か
り

に
教
材
を
読
ん
で
、「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
も
っ
と
考
え
た
い
。」
の
よ
う
な
課
題

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

気
づ
く

1　【
考
え
て
み
よ
う
】
を
手
が
か
り
に
自

分
で
考
え
た
う
え
で
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
さ
ら
に
考
え
を
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

考
え
る
・
議
論
す
る
・
深
め
る

2　【
自
分
に
＋プ

ラ
ス

１ワ
ン

】
を
手
が
か
り
に
、
み

ん
な
で
深
め
る
中
で
生
ま
れ
た
新
た
な

考
え
や
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
た
い
こ

と
な
ど
、
自
分
の
生
き
方
に
プ
ラ
ス
し

た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

見
つ
め
る
・
生
か
す

3

み
ん
な
で
話
し
合
う
と
き
に

大
切
な
こ
と

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
？

2
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夢に向かって

サッカーの漫
ま ん

画
が

を描
か

きたい1

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても
あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても
あまり

これから大切にしたいことが見つかった
とても

あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

二次元
コード

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

そ
う
思
っ
た

理
由
は
？

自
分
な
ら
…
…
。

い
い
ね
！

な
る
ほ
ど
～
。

た
し
か
に
！

5

カラーユニバーサルデザイン
内容項目の４つの視点を、色だけでな
く形で判別できるように分かりやすく
示しています。

その他の配慮事項
・ すべての教材を右ページ始まりの見開き構成とし、規
則的で分かりやすい教科書になるよう心掛けました。

・ 文章の途中でページをめくることにならないように、
レイアウトをできる限り調整しました。

・ 本文は、文字の大きさと行間の最適なバランスを求め
て試行錯誤を繰り返しました。

ユニバーサルデザインフォント
見やすく読みまちがえにくいユニバー
サルデザインフォントの中から、現行
教科書よりもさらにシンプルで読みや
すいフォントを採用しています。

振り仮名
中学校で学習するすべての漢字に振り
仮名をつけています。
また、小さな振り仮名でもより読み取
りやすいよう、明朝体からゴシック体
に変更しました。

現
行
教
科
書

510

  1 サッカーの漫画を描きたい 6

1

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

困難を
乗り越

こ

える力

あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
中
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ

と
を
決
意
し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
以
上
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
日
本
で

初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
四
年

前
に
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。

小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
自

作
の
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。

中
学
生
の
と
き
は
、（
将
来
、
絵
を
描か

く
職

業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。
）
と
な
ん
と
な
く

思
っ
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。

高
校
で
は
野
球
部
に
入
部
し
、
野
球
に
明
け

暮
れ
る
生
活
が
続
い
た
。
大
学
に
進
学
し
て

も
、
こ
の
ま
ま
野
球
を
続
け
て
い
こ
う
と

●『キャプテン翼
つばさ

』の主人公，大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

令
和
７
年
度
版
教
科
書

　あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
末
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ
と
を
決
意

し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

　一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
漫ま

ん

画が

を
描か

＊

510

一
九
八
一
年
か
ら
連れ
ん

載さ
い

さ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
漫ま
ん

画が

『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼つ
ば
さ

』
の
主
人
公
。『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼つ
ば
さ

』
は
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
に
も
な
り
、
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

＊
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。
中
学
生
の
と
き
は
、

（
将
来
、
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。）

と
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。
高
校
で
は
野
球
に
明
け
暮

れ
、
大
学
で
も
野
球
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
高
校
二
年
生
の
秋
に
転
機
が
訪お

と
ず

れ
た
。

親
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
私
立
大
学
へ
の
進
学
は

難
し
い
と
聞
か
さ
れ
た
。（
進
学
し
て
大
学
生
活
を

楽
し
み
た
い
。）（
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

き
た
い
。）（
親

に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
。）

▲『キャプテン翼
つばさ

』の主人公、大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

1 夢
に
向
か
っ
て

8

私（高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

）
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背景色の変更 リフロー機能 音声読み上げ先生、保護者の方へ
　道徳科は、「よりよく生きる」ために大切な
ことについて、みんなで考え合う時間です。
　特に中学校では、「人間としての生き方」と
いう、決まった答えがなく大人でも難しい内
容について考えます。
　生徒たちがあすの自分の生き方を前向きに
思い描き、多様性に富むよりよい社会を担う
力をつけていく。そんな日々が送れることを
願って、私たちはこの教科書を編集しました。
　ぜひ、生徒たちの考えに耳を澄まし、一緒
に考え、話し合ってみてください。

SDGs（持続可能な開発目標）
　SDGsは、 2030年までに、地球の環境を壊すことなく、
世界中の全ての人が安心してよりよい暮らしができる
ようになることを目指した17の目標です。
　これらの目標が、教科書の内容とどのように関わっ
ているか考えながら、学びを深めてみましょう。

内容項目 教材 学びのキーワード 教科書
ページ

学びを
深めよう

あすへの
メッセージ 主な登場人物 教科等との関連 いじめ 情報

社会
自立と
共生

環境と
未来

安全な
生活 その他のテーマ、題材

主
と
し
て

自
分
自
身
に

関
す
る
こ
と

（1）自主、自律、自由と責任
14 私らしさって？ 自分を大切にする 78–81 特活 ●
29 裏庭での出来事 誠実な生き方 140–145 ● 特活 ●

（2）節度、節制 10 疾走、自転車ライダー 安全への心構え 56–59 特活 ●

（3）向上心、個性の伸長
7 葉っぱ切り絵で見えた道 自分らしさ 42–47 ○ リト 美術、総合 ●
32 オアシスの老人 自分を見つめる 154–157 ● 総合 ●

（4）希望と勇気、克己と強い意志 1 サッカーの漫画を描きたい 夢に向かって 8–11 ○ 高橋陽一 美術、保体、総合 ● スポーツ
（5）真理の探究、創造 25 iPS細胞で難病を治したい 新しいものを生み出す 124–127 ○ 山中伸弥 理科、総合 ● 生命の尊厳

主
と
し
て

人
と
の
関
わ
り
に

関
す
る
こ
と

（6）思いやり、感謝
2 人のフリみて ありがとうのもつ力 12–15 みつはしちかこ 国語、総合
19 バスと赤ちゃん 社会の中での思いやり 98–99 技・家、総合 ● 社会参画

（7）礼儀 4 「愛情貯金」をはじめませんか あいさつの大切さ 22–27 ● 近藤勝重 国語、特活

（8）友情、信頼
13 ソウタとミオ 友情の鍵 72–75 保体、技・家、特活 ● ● スポーツ
28 旗 友情が生まれるとき 134–139 数学、特活 ●

（9）相互理解、寛容
6 言葉の向こうに お互いの立場の理解 36–39 国語、技・家 ● ●
20 三人の乗客 理解し合うために 100–103 ● 総合 ●

主
と
し
て 

集
団
や
社
会
と
の

関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

（10）遵法精神、公徳心
12 使っても大丈夫？ 法の役割 66–69 技・家 ● 法教育
23 ふれあい直売所 きまりを守る 116–119 社会、技・家 ● 社会参画、法教育

（11）公正、公平、社会正義
5 さかなのなみだ いじめのない集団 30–33 さかなクン 特活 ●
16 どうして？ 公平とは何か 86–89 ● 社会、総合 ● 法教育

（12）社会参画、公共の精神
11 門掃き しきたりに込められた思い 62–65 社会、数学、特活 社会参画、伝統と文化
22 あったほうがいい？ 過ごしやすい社会 112–115 ● 社会、特活 ● ● 社会参画

（13）勤労 33 私は清掃のプロになる 心がこもった仕事 158–161 ○ 新津春子 総合 ●
（14）家族愛、家庭生活の充実 26 その声は 家族への思い 128–129 技・家 生命の尊厳
（15）よりよい学校生活、集団生活の充実 3 〝村人B〟には…… チームの一員として 16–21 美術、保体 スポーツ

（16）郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度
15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能― 郷土芸能を伝える 82–85 社会、特活 ● 伝統と文化
34 「肝心」のバスガイド ふるさとへの思い 162–165 ○ 崎原真弓 社会、音楽、総合 ● 社会参画、伝統と文化

（17）我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 17 さよなら、ホストファミリー 日本を伝える 90–93 社会、外国語 伝統と文化、国際理解

（18）国際理解、国際貢献
18 違いを乗り越えて 他国の人と接する 94–97 社会、外国語 ● 伝統と文化、国際理解
30 おじいさんの100ドル 国際貢献のために 146–149 佐藤 慧 社会、外国語、総合 ● 社会参画、国際理解

主
と
し
て
生
命
や
自
然
、

崇
高
な
も
の
と
の

関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

（19）生命の尊さ
8 ばあば 共に生きる 48–51 保体、技・家 生命の尊厳
24 あふれる愛 生命を大切にする 120–123 マザー ･テレサ 社会、外国語 ● 生命の尊厳、国際理解、先人の伝記
27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 支え合う生命 130–133 たかいちづ 社会、特活 ● 生命の尊厳

（20）自然愛護
9 木の声を聞く 自然と共に生きる 52–55 ○ 塚本こなみ 理科、総合 ● ●
21 あらゆるものに神は宿っている 自然への向き合い方 106–109 ○ 宇梶静江 社会、理科 ● ● 生命の尊厳、伝統と文化

（21）感動、畏敬の念
ミニ教材 難しい宿題 美しいものに感動する心 6–7 美術
31 オーロラ―光のカーテン― 自然に感動する心 150–153 吉沢博子 理科

（22）よりよく生きる喜び 35 いつわりのバイオリン よりよく生きる 166–169 音楽

1年　内容項目別教材一覧1年　内容項目別教材一覧

D

A

B

C

二次元
コード

すべての
生徒と先生の
ために

3

小
中
連
携
へ
の
配
慮

家
庭
へ
の
配
慮

小
学
校
の
道
徳
科
で
よ

く
学
ぶ
題
材
を
別
の
視

点
で
取
り
上
げ
、
系
統

的
・
発
展
的
に
学
習
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

道
徳
科
で
は
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に

大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
合
い
ま
す
。

ま
あ
、
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
も

つ
い
な
ま
け
ち
ゃ
う
こ
と
も

あ
る
け
ど
ね
。

　道
徳
科
で
は
、
次
の
1
～
3
の
よ
う
な
流
れ

で
学
び
ま
す
。
各
ス
テ
ッ
プ
に
は
、
学
び
を
深

め
る
た
め
の
手
が
か
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　「自
分
は
こ
う
思
う
」
と
素す

直な
お

に
伝
え
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

考
え
た
こ
と
に
間ま

違ち
が

い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

●
お
互た

が

い
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

　自
分
と
似
て
い
る
考
え
も
違ち

が

う
考
え
も
、
ど
ち
ら

も
大
切
で
す
。
友
達
の
考
え
は
否
定
せ
ず
最
後
ま
で

聞
き
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
友
達
の
考
え
を
よ
く
聞
こ
う

み
ん
な
は
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
っ
て

ど
ん
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
か
。常

に
努
力
す
る
こ
と
。

で
も
、
自
分
の
目
指
す

目
標
に
向
か
っ
て

い
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
よ
ね
。

教材のマーク
　あ
の
と
き
私
は
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
末
、
当
時
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
こ
と
を
決
意

し
た
。
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
の
出
会
い
…
…
。
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
翼つ

ば
さ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

　一
九
六
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

三
十
五
）
年
、
東と

う

京き
ょ
う

都
葛か

つ

飾し
か

区
で
私
は
生
ま
れ
た
。
小
さ
な
頃こ

ろ

か
ら
絵
を
描か

く
の
が
好
き
で
、
漫ま

ん

画が

を
描か

＊

か
か
る
。
何
度
も
応お

う

募ぼ

し
た
が
、
い
つ
も
佳か

作さ
く

止
ま
り
だ
っ
た
。

（
ど
ん
な
作
品
を
描か

け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
の
か
…
…
。）

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
私
は
新
た
な
題
材
を
求
め
て
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
繰く

り
返
し
た
。

　当
時
、
ス
ポ
ー
ツ
漫ま

ん

画が

と
い
え
ば
野
球
が
全ぜ

ん

盛せ
い

で
、「
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
Ｊ
リ
ー
グ

発ほ
っ

足そ
く

前
で
、
日
本
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
も
夢
の
ま
た
夢
の
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
自
由
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

駆か

け
回
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
を
描か

く
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
そ
う
と
考
え
た
。

＊

51015

20 510

文
学
や
芸
術
な
ど
で
、
よ
く

で
き
た
作
品
。
こ
こ
で
は
、

入
選
の
一
歩
手
前
の
作
品
の

こ
と
（
賞
に
よ
っ
て
扱あ
つ
か

い
は

異
な
る
）。

＊
佳か

作さ
く

　

日
本
語
で
は
「
独
創
性
」
や

「
創
意
」
の
意
味
で
使
う
。

＊
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

一
九
八
一
年
か
ら
連れ
ん

載さ
い

さ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
漫ま
ん

画が

『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼つ
ば
さ

』
の
主
人
公
。『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼つ
ば
さ

』
は
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
に
も
な
り
、
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

＊
大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

い
て
は
友
達
に
見
せ
て
い
た
。
中
学
生
の
と
き
は
、

（
将
来
、
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

け
た
ら
い
い
な
。）

と
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
熱
中
し
た
。
高
校
で
は
野
球
に
明
け
暮

れ
、
大
学
で
も
野
球
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
高
校
二
年
生
の
秋
に
転
機
が
訪お

と
ず

れ
た
。

親
か
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
私
立
大
学
へ
の
進
学
は

難
し
い
と
聞
か
さ
れ
た
。（
進
学
し
て
大
学
生
活
を

楽
し
み
た
い
。）（
絵
を
描か

く
職
業
に
就つ

き
た
い
。）（
親

に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
た
く
な
い
。）

　さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
入
り
交
じ
る
中
、
自
分
と
真し

ん

剣け
ん

に
向
き
合
っ
て
み
る
と
、「
プ
ロ
の

漫ま
ん

画が

家
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
が
、
な
に
よ
り
も
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
い
ま
か
ら
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
そ
う
。」

　高
校
三
年
生
の
と
き
、
私
は
そ
う
決
意
し
た
。

　そ
れ
か
ら
は
、
無む

我が

夢む

中ち
ゅ
う

で
漫ま

ん

画が

を
描か

い
た
。
大
学
受
験
の
た
め
勉
強
に
力
を
入
れ
る
友

人
が
多
い
中
、
私
は
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
は
出
版
社
に
持
ち
込こ

む
日
々
が
続
い
た
。
す
ぐ
に
よ
い

評
価
が
出
る
わ
け
は
な
く
、
何
度
も
何
度
も
描か

き
直
し
た
。

　こ
の
地
道
な
努
力
が
実
り
、
高
校
の
卒
業
間
近
に
、
少
年
漫ま

ん

画が

誌
に
応お

う

募ぼ

し
た
作
品
が
新

人
賞
の
佳か

作さ
く

に
輝か

が
や

い
た
。
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
を
目
指
す
出
発
点
に
立
て
た
喜
び
は
、
い
ま
で
も

鮮せ
ん

明め
い

に
覚
え
て
い
る
。

　高
校
卒
業
後
は
、
工
場
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
漫ま

ん

画が

を
描か

き
続
け
た
。
稼か

せ

い
だ

お
金
は
、
漫ま

ん

画が

を
描か

く
道
具
代
に
消
え
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
努
力
が
認
め
ら
れ
、
プ
ロ
の
漫ま

ん

画が

家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
た
。
た
だ
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
仕
事
は
漫ま

ん

画が

を
描か

く
勉
強
に
は
な
っ
た
が
、
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
時
間
を

奪う
ば

っ
て
い
っ
た
。
仕
事
を
終
え
た
後
に
自
分
の
漫ま

ん

画が

を
描か

く
た
め
、
一
本
の
作
品
に
数
か
月

＊

▲高
たか

橋
はし

さんが子どもの頃
ころ

に描
か

いた漫
まん

画
が

▲『キャプテン翼
つばさ

』の主人公、大
おお

空
ぞら

翼
つばさ

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い

1 夢
に
向
か
っ
て

二次元
コード
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私（高
たか

橋
はし

陽
よう

一
いち

）

▲『キャプテン翼
つばさ

』第4話で、翼
つばさ

が初めてオーバーヘッドキックを決めた瞬
しゅん

間
かん

5

四
話
を
描か

き
直
し
、翼つ

ば
さ

に「
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
」
の
技わ

ざ

を
披ひ

露ろ
う

さ
せ
た
の
だ
。

　す
る
と
、
人
気
順
位
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
上じ

ょ
う

昇し
ょ
う

し
、
翼つ

ば
さ

が
ラ
イ
バ
ル
と
対
決
す
る
「
南な

ん

葛か
つ

小 

対 

修し
ゅ
う

哲て
つ

小
」
ま
で
を
ど
う
に
か
描か

き
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
っ
と
し
た
と

と
も
に
、
漫ま

ん

画が

家
と
し
て
の
自
信
が
生
ま
れ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　私
の
代
表
作
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』
を
読
ん
で
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る

夢
を
も
ち
実
現
し
た
選
手
が
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
大
勢
い
る
と

聞
く
。
サ
ッ
カ
ー
漫ま

ん

画が

を
描か

い
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

「
ゴ
ー
ル
！
　ニ
ッ
ポ
ン
、
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

の
同
点
ゴ
ー
ル
！
　優
勝
の
行ゆ

く
え方

は
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
！
」

　大お
お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

に
は
、
大
き
な
夢
が
あ
る
。
そ
う
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
翼つ

ば
さ

は
努
力
し
続
け

る
。
私
も
大お

お

空ぞ
ら

翼つ
ば
さ

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
。

＊

夢
を
追
い
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

漫ま
ん

画が

を
描か

く
う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
も
負
け
ず
、

高た
か

橋は
し

さ
ん
は
な
ぜ
努
力
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　そ
し
て
つ
い
に
、
十
九
歳さ

い

の
と
き
、
五
本
目
の
作
品
で
初
め
て
「
入
選
」
を
手
に
し
た
。
こ
の
作
品
が
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼つ

ば
さ

』

の
原
点
で
あ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
へ
の
道
が
よ
う
や
く
開
け
た
の
だ
っ
た
。

　だ
が
、
プ
ロ
の
世
界
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
。
週
刊
誌
の
連れ

ん

載さ
い

は
作
品
の
人
気
順
位
が
毎
週
発
表
さ
れ
、
下
位
の
作
品
は
連れ

ん

載さ
い

が
打
ち
切
ら
れ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
私
に
も
、
連れ

ん

載さ
い

打
ち
切
り
の
危
機
が
迫せ

ま

り
つ
つ
あ
っ
た
。

（
ど
う
す
れ
ば
い
い
…
…
。）

　締し

め
切
り
ま
で
、
も
う
時
間
は
な
い
。
私
は
悩な

や

ん
だ
末
に
、
翼つ

ば
さ

に
夢
を
託た

く

す
こ
と
に
し
た
。
ほ
と
ん
ど
描か

き
終
え
て
い
た
第

空
中
の
ボ
ー
ル
を
、
自
分
の

頭
の
上
を
越こ

し
て
後
方
に
蹴け

る
こ
と
。

＊
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ

ク
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　締
し

め切りに追われながら、ひたす
ら描

か

き続けるのが漫
ま ん

画
が

家の仕事です。
　描

か

くことが大好きなので楽しいこ
とも多いですが、人気が出ず連

れ ん

載
さ い

が
終わってしまい、つらいと思うこと
もあります。僕

ぼ く

の漫
ま ん

画
が

を読んで、「す
ごくおもしろかった。」 「勇気が出
た。」と言ってもらえると、描

か

いて
いてよかったなと思います。皆

み な

さん
も、好きなもの、夢中になれるもの
を見つけて頑

が ん

張
ば

ってください。

高
た か

橋
は し

陽
よ う

一
い ち

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

�

作
・
編
集
委
員
会

　
絵
・
高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち

11 10

自
分
自
身

に
つ
い
て

人
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

集
団
や
社
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て

生
命
や
自
然
、
崇す
う

高こ
う

な

も
の
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

別
冊
『
道
徳
ノ
ー
ト
』
を
使
っ
て

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　【
学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
を
手
が
か
り

に
教
材
を
読
ん
で
、「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
も
っ
と
考
え
た
い
。」
の
よ
う
な
課
題

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

気
づ
く

1　【
考
え
て
み
よ
う
】
を
手
が
か
り
に
自

分
で
考
え
た
う
え
で
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
さ
ら
に
考
え
を
深
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

考
え
る
・
議
論
す
る
・
深
め
る

2　【
自
分
に
＋プ

ラ
ス

１ワ
ン

】
を
手
が
か
り
に
、
み

ん
な
で
深
め
る
中
で
生
ま
れ
た
新
た
な

考
え
や
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
た
い
こ

と
な
ど
、
自
分
の
生
き
方
に
プ
ラ
ス
し

た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

見
つ
め
る
・
生
か
す

3
い
つ
も
楽
し
く

生
き
る
こ
と
か
な
。

た
し
か
に
。

人
間
に
は

弱
い
と
こ
ろ
と

強
い
と
こ
ろ
が

あ
る
か
も
。

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
動
画
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
話
し
合
う
と
き
に

大
切
な
こ
と

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！

幸
せ
に
な
る
こ
と
。

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
？

そ
う
で
す
ね
。

そ
ん
な
「
人
間
と
し
て
の
自
分
」
と

向
き
合
い
な
が
ら
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に

大
切
な
こ
と
を
考
え
合
う
の
が
、

中
学
校
の
道
徳
科
な
ん
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

み
ん
な
で
考
え
、

話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2

 教科書本冊
8 〜11ページ

夢に向かって

サッカーの漫
ま ん

画
が

を描
か

きたい1

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても
あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても
あまり

これから大切にしたいことが見つかった
とても

あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

二次元
コード

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

そ
う
思
っ
た

理
由
は
？

自
分
な
ら
…
…
。

い
い
ね
！

な
る
ほ
ど
～
。

た
し
か
に
！

う
ん
う
ん
。

僕ぼ
く

に
も

そ
う
い
う
と
こ
ろ

あ
る
よ
。

5 4

▲ 1年 p.4「道徳科での学びを始めよう！」
▲ 3年 p.44
「7 命のトランジットビザ」

▲ 3年 p.132「24 町内会デビュー」

１
年
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ペ
ー
ジ
に
は
中

学
校
の
道
徳
科
で
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
る
の
か
漫

画
で
示
し
、
学
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

本
書
p. 

20-

21

教
科
書
本
冊
・
道
徳
ノ
ー
ト
と
も
に
、
各
学
年
の

巻
末
ペ
ー
ジ
に
は
「
先
生
、
保
護
者
の
方
へ
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

道
徳
ノ
ー
ト
は
、
生
徒
の
成
長
や
変
化
を
保
護
者

が
継
続
的
に
把
握
し
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
科
書
本
冊
に
付

属
し
て
い
る
の
で
家
計
へ
の
負
担
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
書
p. 

14-

17

地
域
へ
の
配
慮

製
本
上
の
配
慮

持
ち
運
び
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
裏
写
り
の
少
な

い
軽
量
の
紙
を
使
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
教

材
の
文
字
数
な
ど
を
見
直
し
、
現
行
の
教
科
書
よ

り
も
３
学
年
合
計
で
36
ペ
ー
ジ
減
、
重
さ
約
170
グ

ラ
ム
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

地
球
環
境
へ
の
配
慮

環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
と

再
生
紙
を
使
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
科
書
見
本
の
ケ
ー
ス
に
は
、
廃
棄

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
た
め
に
紙
製

の
も
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
つ
な

が
り
、
支
え
合
う

こ
と
に
目
を
向
け

ら
れ
る
教
材
や
、

地
域
の
文
化
な
ど

に
つ
い
て
扱
っ
た

コ
ラ
ム
を
複
数
掲

載
し
て
い
ま
す
。

本
書
p. 

33

1

1 年 組

文部科学省検定済教
科書

中学校道徳科用

道徳

中学道徳

116-74116 日文

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

一
人
一
台
端
末
で
利
用
す
る
「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
を
目
指
し
、
授
業
や
個
別
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
と
な
る

機
能
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
授
業
形
態
や
機
器
の
整
備
状
況
に
応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用頻度の高い「拡
大」「ペンツール」
「ページ送り」の基
本機能をいつでも使
いやすいように配置
しています。何度で
も書いたり消したり
を繰り返すことがで
き、間違いを恐れず
考えを深めることが
できます。

※本製品は開発中のため、記載の内容・画像は予告なく変更する場合があります。

いつでも拡大、いつでも書き込みポイント①

文字色や背景色の変
更、行間・文字の大
きさ変更（リフロー
機能）、本文の音声
読み上げ、総ルビ表
示など、学習を進め
やすくするための機
能を実装しています。
一人ひとりの特性に
合った学習をサポー
トします。

Windows/Chrome 
book/iPadの3種に対
応しています。また、
各種マニュアルや動
画での解説、実践事
例の紹介など役立つ
情報をデジタル教科
書専用のホームペー
ジにてご提供し、授
業をサポートしま
す。

多様な利用環境に対応ポイント③

充実した学習支援機能ポイント②

39 38
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生徒用／ pp.158 - 16133 私は清掃のプロになる

教材の流れ 主人公の心の動き

人間を読む｜教材分析（教材の流れから）

発　問 発問の意図

主人公・新津春子さんは、
日本語ができるまでと考え、
清掃の仕事を始める。

日本語が上達するまで我慢
しなくてはいけない。

清掃の仕事の魅力を発見し、
清掃の仕事を続けていく。

実はおもしろい仕事かもしれ
ない。私に向いているのかも。

メーカーに就職するも仕事
内容が合わない。メーカー
を辞め、新津さんは清掃の
道を本格的に歩み始める。

もともと体を動かすことが
好き。自分の清掃の技術を
高めたい。

新津さんが清掃の仕事を続
けたのは、経済的な事情だ
けでなく仕事にやりがいを
感じていたためであること
を押さえる。

清掃の仕事に対して、マイ
ナスイメージをもっている
新津さんに共感させる。

新津さんはある日、恩師か
ら「あなたの清掃には心が
こもっていない。」と言われ
る。

これまで必死に技術を高め
てきたのに、何が足りない
のだろう。

新津さんが、恩師に「あなた
の清掃には心がこもっていな
い。」と言われたのはなぜだ
ろう。

勤勉であることの大切さを
押さえたうえで、それでも
足りないものを考えさせる。

●主題名／内容項目／ねらい●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●主題名：心がこもった仕事
❖◇●内容項目：C-（13）勤労
❖◇●ねらい：技術を磨くだけでなく、他者を思いやり心
を込めて働くことが、自分の仕事の価値向上と充実し
た生き方につながっていくことに気づく学習を通し
て、社会や人々に貢献しようとする実践意欲を育てる。
●主題設定の理由●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●指導内容について：勤労は、一人ひとりの幸せな生
き方の追求であると同時に、経済的な利益を得る手段
でもあり、社会生活の発展・向上への貢献の仕方でも
ある。これらは別々に存在するのではなく、心を込め
て一生懸命に仕事をすることで、自分の仕事に対して
誇りがもてるようになり、社会や人々に貢献しようと
する意欲につながり、充実した生き方ができるように
なるのである。
❖◇●生徒の実態について：中学 1年生では、まだ自分の
将来の生き方については漠然としか想像できておら
ず、「働くこと」については、自分の好みや経済性を
優先し、現実味を帯びていない生徒も多い。仕事や働
くことの表面にばかり意識を向けやすい時期であるた
め、「心のこもった仕事とはどんなものか」を考える
ことで、勤労観について考えを広げ、将来の生き方を
見つめ始める意欲を高めたい。

❖◇●教材について：慣れない日本で、生活のためと我慢
して清掃の仕事を始めた主人公・新津春子さんが、そ
の魅力を見いだし、本格的に清掃の道を歩み始める。
知識や技術を高め、熱心に打ち込むようになっていく
が、恩師から「あなたの清掃には心がこもっていない。」
と言われてしまう。技術だけではなく「心のこもった
仕事」を心掛けることが、自分の仕事の価値向上と充
実した生き方につながることに気づかせたい。なお、
職業に対する偏見については十分に配慮して指導する。
●評価のポイント●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

❖◇●ねらいについて：心を込めて仕事をすることが、充
実した生き方の追求や社会や人々に貢献しようとする
意欲につながることに気づく発言や記述が見られたか。
❖◇●指導方法について：中心発問の補助発問で揺さぶり
をかけることで、心を込めた仕事が自分の仕事の価値
向上と社会貢献につながっていることについて深く考
えさせることができたか。
●参考情報●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●教材理解：ビルクリーニング技能検定は、ビル所有者
から委託を受けて行うビルクリーニング作業について
必要な技能を評価する国家資格。合格者には、技能士
の称号が与えられる。
参考：https://www.j-bma.or.jp/qualification-training/
building-cleaning

新津さんはどんな思いで、高
校でも就職した後も清掃の仕
事を続けたのだろう。

新津さんは日本へ来たとき、
どんな気持ちだったのだろう。

新津さんが分かったような気
がした「心」の意味とは、ど
んなものだったのだろう。

技術を磨くだけでなく、他者
を思いやり心を込めて働くこ
とが、自分の仕事の価値向上
と充実した生き方につながっ
ていくことに気づかせる。

お客様の優しい一言に新津
さんはにっこりほほえみ、
そして目線を上げて周りを
見渡した。

「心」の意味が少しわかって
きた。
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33
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

学習活動（発問例、予想される生徒の反応） 補助発問例、問い返し例 指導上の留意点（発問の意図）

導
入
5
分

1 　空港の仕事に興味をもつ。
発問○社会の中にはどんな仕事があるだろう。

空港の仕事には何があるだろう。資料
　　　　　　 「心がこもった仕事」とはなんだろう。

補助発問 （生徒の様子を見て行う発問）、
問い返し（生徒の言葉を受けて行う発問）
は、生徒や授業の状況に応じて活用して
ください。→本書p.25

○参考クイズを使用して教材に興
味をもたせ、空港の清掃をする
仕事があることに注目させる。そ
の後、本時のねらいを提示する。

展
開
40
分

2 　教材「私は清掃のプロになる」を読み、考
える。音声 画像 資料
発問①新津さんは日本へ来たとき、どんな気持

ちだったのだろう。全体
・言葉も通じない。�・清掃の仕事は嫌だな。
・働かなきゃならないなんて。
・日本語がうまくなるまで我慢しよう。

発問②新津さんはどんな思いで、高校でも就職
した後も清掃の仕事を続けたのだろう。全体
・学費や生活費を稼ぐため。
・清掃の仕事はおもしろい。
・体を動かす仕事は自分に向いている。

★発問③  　　　　　　 新津さんが分かった
ような気がした「心」の意味とは、どんなも
のだったのだろう。
・ただきれいにするだけではだめだというこ
と。
・赤ちゃんや子どもが触っても大丈夫なくら
い、きれいに掃除をすること。
・使う人のことを考えて掃除をすること。

発問④ 　 　　　　 心を込めて仕事をすると
は、どういうことだろう。ノート  個人
・誰かを喜ばせたり、誰かのために役に立と
うと思ったりしながら仕事をすること。
・自己満足ではなく、他者を思いやって仕事
をすること。
・心がこもったよい仕事ができると、自分の
仕事に自信がもてるようになる。

 自分なら、あまりやり
たくない仕事にどう取り組む？

 ペア
・お金を稼ぐために我慢する。
・適当にやる。

　　　　　新津さんが感じた清掃
の仕事の魅力って何？個人
・汚れが落ちてきれいになると
うれしい。
・目に見えるやりがいがある。

　　　　　「使う人のことを考え
て掃除をする」のような、「心
がこもった仕事」のよさってな
んだろう？ペア
・自分も喜んでもらえてうれし
いし、納得できる。
・使う人の気持ちになって考え
ると、どこを掃除すべきか新
たな発見がある。

 心を込めても込めなく
ても、お給料は変わらないん
じゃない？全体
・もし変わらなくても、仕事に
対する意識は変わる。
・お金だけが全てではない。
・自分の仕事の技術が上がっ
て、お給料が増えるかも。
・使う人がより喜んでくれる。

○教材の範読後、資料で新津さん
の経歴をおさらいしてもよい。
○清掃の仕事に対して、マイナス
イメージをもっている新津さん
に共感させる。
○必要に応じて、中国残留日本人
孤児の補足説明を行う。
○新津さんが清掃の仕事を続けた
のは、経済的な事情だけでなく
仕事にやりがいを感じていたた
めであることを押さえる。

○技術を磨くだけでなく、他者を
思いやり心を込めて働くこと
が、自分の仕事の価値向上と充
実した生き方につながっていく
ことに気づかせる。
○補助発問で、心を込めて仕事を
することが必ずしも経済的な利
益を生むわけではない、という
揺さぶりをかけ、仕事の意義に
ついて考えを深めさせる。
○今日の学習で学んだことを、自
分の言葉で道徳ノートにまとめ
させる。書いたことを発表させ、
将来、自分が社会の一員として
働くときに大切にしたいこと
（勤労観）を意識させる。

終
末
５
分

3 　今日の学習を振り返る。外部リンク ○感想を書かせ、余韻をもって学
習を終える。新津さんのインタ
ビュー映像を見せてもよい。

学びのキーワード

考えてみよう

ノート � 班
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導入▶参考クイズ「この仕事はどこで行われている仕事でしょうか？」資料
展開▶朗読音声�音声、新津春子さんの写真�画像、新津春子さんの紹介�資料
終末▶新津春子さんのインタビュー�外部リンク
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　心
が
こ
も
っ
た
仕
事

　私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

○
日
本
へ
来
た
と
き

　・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

　・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

　・
日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
。

○
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
思
い

　・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
。

　・
お
も
し
ろ
い
。�

→�

や
り
が
い

　・
自
分
に
向
い
て
い
る
。

★�

新
津
さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
「
心
」
の
意
味
と
は

　・
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。

　・�

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も

大
丈
夫
な
く
ら
い
、
き
れ
い
に
。

　・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
。

　
　
　
　
　↓

　
　
　
　・�

自
分
も
う
れ
し
い
、納
得
。

　
　
　
　・�

ど
こ
を
掃
除
す
べ
き
か
新

た
な
発
見
。

　
　
　
　・�

仕
事
へ
の
意
識
の
変
化
。

　
　
　
　・�

お
金
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　・�

仕
事
の
技
術
向
上
、
お
給

料
増
。

　
　
　
　・�

さ
ら
に
喜
ば
れ
る
。

○
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
と
は

　・
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と
う
。

　・
他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事
を
す
る
。

　・
自
分
の
仕
事
に
自
信
。

「心がこもった
仕事」のよさ

約 7分

板 

書 

例

すべての
生徒と先生の
ために

道
徳
科
の
授
業
は
、
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
考
え
、
語
り
合
う
も
の
。

生
徒
の
実
態
や
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
合
わ
せ
て
使
い
や
す
く
、

そ
し
て
具
体
的
な
授
業
の
姿
が
よ
く
分
か
る
構
成
に
進
化
し
ま
し
た
。

教
師
用
指
導
書

解
説
編

一
目
で
授
業
全
体
が
見
通
せ
る
よ
う
に
、
１
教
材
あ
た
り
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
ま
し
た
。

現
場
の
実
践
を
基
に
し
た
学
習
指
導
案
で
、
深
い
学
び
の
あ
る
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
学
習
指
導
案
そ
の
②
が
付
い
た
４
ペ
ー
ジ
構
成
の
教
材
も
あ
り
ま
す
。

補助発問例、問い返し例
生徒と先生のやり取りを邪魔しないよう、教科書の発問数は精選。その代わりに、
指導書では多数の発問例を提案しました。授業のメインの流れと列を分けることで、
発問の取捨選択や生徒の実態と先生の考えに応じたアレンジをしやすくしました。

教材分析
ねらいを外さない授業にするために、時系列の教材分析を掲載。
教材研究を確実に、かつ短い時間で行えるようにしています。

ねらい
この教材を通して、生徒と一緒に何を考えたいのかを明確にしました。
中学生の発達の段階に合った深い学びを実現できます。

学年別セット内容

１ 

解
説
編

２ 

朱
書
編

３ 

朱
書
編
デ
ジ
タ
ル
版

４ 

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）

５ 

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
集

６ 

Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

※ １、２は紙媒体、３～６はク
ラウド配信で提供予定です。

※ 開発中のため、内容や構成
は予告なく変更になる場合
があります。

指導書セットに付属！

3

生徒の意見にどう問い返せば深まるか
一目で分かるようにしました！

新

41 40
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　そ
し
て
、
目
線
を
上
げ
、
周
り
を
見み

渡わ
た

し
て
み
た
。
す
る
と
、
床ゆ

か

で
ハ
イ

ハ
イ
し
よ
う
と
す
る
赤
ち
ゃ
ん
や
、
床ゆ

か

に
座す

わ

っ
た
り
寝ね

転こ
ろ

ん
だ
り
す
る
子
ど

も
の
姿
が
見
え
た
。

（
あ
あ
い
う
と
き
に
、
床ゆ

か

が
汚よ

ご

れ
て
い
た
ら
…
…
。
よ
う
し
。）

　新に
い

津つ

さ
ん
は
鈴す

ず

木き

先
生
に
言
わ
れ
た
「
心
」
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　こ
う
し
て
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ま
た
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

心
を
込こ

め
て
仕
事
を
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

新に
い

津つ

さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
「
心
」
の
意
味
と
は
、

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

考えて考えて
みようみよう

　どんなことでも自分を信じてやって
いくことが大切だと思います。周りか
ら「無理だ。」と言われても気にせず、
自分がしたいことに自信をもって取り
組んでみてください。やりたいことが
見つからないときは、とにかくなんで
も目の前のことを一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

やってみ
ること。やってみて、違

ちが

ったなと思い、
まったく別の道を目指すことになって
も、その経験は絶対に役に立ちます。
あなたが一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取り組んだことは、
「生きていく力」になるのです。

新
に い

津
つ

春
は る

子
こ

さんからあなたへ
ああすすへへのの

メメッッセセーージジ

作
・
高た
か

橋は
し

み
か

161

510

1520

　あ
る
と
き
、
た
ま
た
ま
清せ

い

掃そ
う

に
つ
い
て
学
べ
る
学
校
が
あ
る
と
知
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
考

え
る
よ
り
先
に
大だ

い

胆た
ん

な
行
動
に
出
た
。
そ
の
学
校
を
訪
ね
て
、
通
わ
せ
て
ほ
し
い
と
直
接
頼た

の

ん
だ
の
だ
。
そ
こ
は
四
十
五
歳さ

い

以
上
を
対
象
に
し
た
学
校
だ
っ
た
が
、
新に

い

津つ

さ
ん
の
あ
ま
り

に
熱
心
な
姿
勢
と
、
二
十
三
歳さ

い

と
い
う
若
さ
で
あ
り
な
が
ら
清せ

い

掃そ
う

の
経
験
が
豊
富
だ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
通
学
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
を
辞や

め
、

本
格
的
に
清せ

い

掃そ
う

の
道
を
歩
み
始
め
た
の
だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
こ
の
学
校
で
、
恩
師
と
な
る
鈴す

ず

木き

優ま
さ
る

先
生
と
出
会
っ
た
。
厳
し
い
鈴す

ず

木き

先
生

の
も
と
で
清せ

い

掃そ
う

の
基
本
か
ら
理
論
や
知
識
ま
で
半
年
間
勉
強
し
た
後
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
勤
務
先

で
も
あ
る
羽は

ね

田だ

空
港
を
清せ

い

掃そ
う

し
て
い
る
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
社
し
た
翌
年

に
は
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
の
国
家
資
格
試
験
を
受
け
、
み
ご
と
に
合
格
し
た
。

　自
分
の
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
仕
事
に
打
ち
込こ

む
よ
う

に
な
っ
た
新に

い

津つ

さ
ん
だ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鈴す

ず

木き

先
生
に
こ
ん
な
言
葉
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
の
清せ

い

掃そ
う

に
は
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
。」

（
こ
れ
ま
で
必
死
で
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
を
高
め
て
き
た
の
に
。
何
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
。「
心
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。）

　そ
れ
か
ら
何
日
も
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
答
え
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
の
仕
事
中
、
い
つ
も
の
よ
う
に
床ゆ

か

の
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
る
と
、
お
客
様
か
ら
優や

さ

し
く
一
言
、
声
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
お
気
づ
き
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
い
な
が
ら
、
自
然
に
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
む
自
分
に
気
づ
い
た
。

160

▲ �環
かん

境
きょう

マイスターにとって、スタッフの指導も重要な仕事だ

161

 

心
を
込
め
て
も
込
め
な
く
て
も
、
お
給
料

は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？�
全
体

・
も
し
変
わ
ら
な
く
て
も
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
は

変
わ
る
。

・
お
金
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
。

・
自
分
の
仕
事
の
技
術
が
上
が
っ
て
、
お
給
料
が
増

え
る
か
も
。

・
使
う
人
が
よ
り
喜
ん
で
く
れ
る
。

○
補
助
発
問
で
、
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が

必
ず
し
も
経
済
的
な
利
益
を
生
む
わ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
仕
事
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
さ
せ
る
。

発
問
④
　
　
　
　
　�心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ノ
ー
ト�

個
人

・
誰
か
を
喜
ば
せ
た
り
、
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と

う
と
思
っ
た
り
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
。

・
自
己
満
足
で
は
な
く
、
他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
。

・
心
が
こ
も
っ
た
よ
い
仕
事
が
で
き
る
と
、
自
分
の

仕
事
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
。

 

終
末
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　今
日
の
学
習
を
振
り
返
る
。
外
部
リ
ン
ク

○
感
想
を
書
か
せ
、
余
韻
を
も
っ
て
学
習
を
終
え
る
。

新
津
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見
せ
て
も
よ

い
。

自
分
に
＋
１

❖◇�

教
材
理
解
：�

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
は
、
ビ
ル
所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
行

う
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
を
評
価
す
る
国
家
資

格
。
合
格
者
に
は
、
技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。

❖◇�

参
考U

RL

：�https://w
w
w
.j-bm

a.or.jp/qualification-training
/

building-cleaning

参 考 情 報

★
発
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う
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新に

い

津つ

さ
ん
だ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鈴す

ず

木き

先
生
に
こ
ん
な
言
葉
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
の
清せ

い

掃そ
う

に
は
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
。」

（
こ
れ
ま
で
必
死
で
清せ

い

掃そ
う

の
技
術
を
高
め
て
き
た
の
に
。
何
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
。「
心
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。）

　そ
れ
か
ら
何
日
も
、
鈴す

ず

木き

先
生
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
答
え
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
の
仕
事
中
、
い
つ
も
の
よ
う
に
床ゆ

か

の
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
る
と
、
お
客
様
か
ら
優や

さ

し
く
一
言
、
声
を
掛か

け
ら
れ
た
。

「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
お
気
づ
き
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
い
な
が
ら
、
自
然
に
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
む
自
分
に
気
づ
い
た
。
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発
問
②
新
津
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で
、
高
校
で
も

就
職
し
た
後
も
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
の
だ
ろ

う
。
全
体

・
学
費
や
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
。

・
清
掃
の
仕
事
は
お
も
し
ろ
い
。

・
体
を
動
か
す
仕
事
は
自
分
に
向
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　新
津
さ
ん
が
感
じ
た
清
掃
の
仕
事
の
魅

力
っ
て
何
？ 

個
人

・
汚
れ
が
落
ち
て
き
れ
い
に
な
る
と
う
れ
し
い
。

・
目
に
見
え
る
や
り
が
い
が
あ
る
。

○
新
津
さ
ん
が
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
の
は
、
経
済

的
な
事
情
だ
け
で
な
く
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

★
発
問
③
　
　
　
　
　
　
　 

新
津
さ
ん
が
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
た
「
心
」
の
意
味
と
は
、
ど

ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ノ
ー
ト�

班

・
た
だ
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
。

・
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も
大
丈
夫
な
く
ら

い
、
き
れ
い
に
掃
除
を
す
る
こ
と
。

・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
掃
除
を
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　「使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
掃
除
を
す

る
」
の
よ
う
な
、「
心
が
こ
も
っ
た
仕
事
」
の
よ

さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

ペ
ア

・
自
分
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
し
、
納
得
で

き
る
。

・
使
う
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
ど
こ
を

掃
除
す
べ
き
か
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

○
技
術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
他
者
を
思
い
や
り
心

を
込
め
て
働
く
こ
と
が
、
自
分
の
仕
事
の
価
値
向

上
と
充
実
し
た
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
気
づ
か
せ
る
。

問
い
返
し

考
え
て
み
よ
う

問
い
返
し

❖◇�

ね
ら
い
に
つ
い
て
　：�

心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
充
実
し
た
生
き
方
の
追
求

や
社
会
や
人
々
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な
が
る
こ
と

に
気
づ
く
発
言
や
記
述
が
見
ら
れ
た
か
。

❖◇�

指
導
方
法
に
つ
い
て
：�
中
心
発
問
の
補
助
発
問
で
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
で
、
心
を
込

め
た
仕
事
が
自
分
の
仕
事
の
価
値
向
上
と
社
会
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

評価のポイント
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すべての
生徒と先生の
ために

3

朱
書
編

教
科
書
紙
面
の
縮
刷
に
沿
っ
て
発
問
な
ど
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、

授
業
の
展
開
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い
先
生
方
の
授
業
準
備
の
負
担
を
軽
減
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
が
で
き
る
構
成
で
す
。

短時間で授業準備ができるように
掲載内容を精選しました！

板書例
授業がイメージしやすいように、カラーで掲載しています。
時間配分を新たに示し、授業の流れを把握しやすくしました。

学習指導過程
スペースを広げて見やすくしました。
補助発問例や問い返し例、それらに対する
生徒の反応例も掲載しています。

収録データ
授業で活用できるデータを一覧で示し、
授業準備がしやすいようにしています。

朱
書
編
デ
ジ
タ
ル
版

朱
書
編
の
紙
面
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の

を
提
供
し
ま
す
。
先
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で

閲
覧
で
き
、
指
導
書
活
用
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
集

指
導
計
画
の
作
成
や
授
業
内
で
活
用
で
き
る

デ
ー
タ
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

◦
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
案

◦
年
間
指
導
計
画
案

◦
全
体
計
画
別
葉
（
各
教
科
等
と
の
関
連
表
）

指
導
計
画
作
成

授
業

◦
学
習
指
導
案

◦
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

◦
顔
絵
、
場
面
絵
、
写
真

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書（
教
材
）

教
科
書
紙
面
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

先
生
用
の
豊
富
な
機
能
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
意
し
ま
し
た
。

◦
場
面
絵
、
写
真
拡
大
の
表
示

◦
発
問
の
拡
大
表
示

◦
教
材
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
（
一
部
の
教
材
）

◦
参
考
動
画

指
導
者
用
の
機
能
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
例

※ 

総
ル
ビ
表
示
や
朗
読
音
声
な
ど
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
と
同
じ
機
能
も
使
用
で
き
ま
す
。

「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
も
の
な
の
ね
。」

と
い
う
言
葉
が
自
然
と
出
て
き
た
。
汚よ

ご

れ
が
落
ち
て
見
る
見
る
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
様
子
に
、新に

い

津つ

さ
ん
は
驚お

ど
ろ

き
と
と
も
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

（
清せ

い

掃そ
う

っ
て
、
実
は
お
も
し
ろ
い
仕
事
な
の
か
な
。
私
に
向
い
て
い
る

の
か
も
。）

　こ
れ
ま
で
、こ
の
仕
事
し
か
な
い
か
ら
と
、た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ

て
き
た
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
清せ

い

掃そ
う

と
い
う
仕
事
の
魅み

力り
ょ
く

を

発
見
し
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
知
り
合
い
に
勉
強
を
教
え

て
も
ら
い
、
都
立
高
校
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
学
費
は
自
分
で
働
い

て
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
日
は
登
校
前
と
下
校
後
に
働
き
、

週
末
や
夏
休
み
、冬
休
み
は
一
日
中
働
い
た
。
全
て
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
だ
っ
た
。

　高
校
卒
業
後
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
に
正
社
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
社
が
終
わ
っ
た
後
の
時
間
と
休
み
の
日
に

は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
も
続
け
て
い
た
。

　音お
ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
で
の
仕
事
は
、
工
場
内
で
一
日
中
、
ほ
と
ん
ど

動
か
ず
に
続
け
る
作
業
だ
っ
た
。
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
次し

第だ
い

に
つ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
清せ

い

掃そ
う

の
現
場
に
行
っ
て
体
を
動
か
す
と
、
全
身
が
ほ

ぐ
れ
て
元
気
が
湧わ

い
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
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新
にい

津
つ

さんの仕事の中心は羽
はね

田
だ

空港だ
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　羽は
ね

田だ

空
港
（
東と

う

京き
ょ
う

国こ
く

際さ
い

空
港
）
の
広
大
な
フ
ロ
ア
を
、
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
足あ

し

早ば
や

に
歩
く
小こ

柄が
ら

な
女
性
。
移
動
中
の
限

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
線
は
あ
ち
こ
ち
へ
動
き
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
汚よ

ご

れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
何

か
困
っ
て
い
る
お
客
様
は
い
な
い
か
、
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
だ
。

　彼か
の

女じ
ょ

こ
そ
が
世
界
一
清
潔
な
空
港
と
い
わ
れ
る
羽は

ね

田だ

空
港
の
環か

ん

境き
ょ
う

マ
イ
ス
タ
ー
、
新に

い

津つ

春は
る

子こ

さ
ん
だ
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
、
一
九
七
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

四
十
五
）
年
に
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
生
ま
れ
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
歳さ

い

の
と

き
に
、
父
親
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

で
、
新に

い

津つ

さ
ん
も
日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　一
九
八
七
年
、
一
家
は
日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
が
十
七
歳さ

い

の
と
き
だ
っ
た
。
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
い
た
頃こ

ろ

は
裕ゆ

う

福ふ
く

な
ほ
う
だ
っ
た
が
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
全
員
で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
、
日
本
語
を
満

足
に
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
家
族
全
員
が
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
条
件
で
見
つ
か
っ
た
の
は
、

清せ
い

掃そ
う

の
仕
事
だ
け
だ
っ
た
。

　初
め
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
清せ

い

掃そ
う

は
言
葉
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
、
我が

慢ま
ん

し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。

　あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
始
め
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。

＊

510

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界

大
戦
終
戦
前
後
の
混
乱
期
に
、

両
親
と
離は
な

れ
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
の
養
父

母
に
育
て
ら
れ
る
な
ど
し
て

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
残
さ
れ
た
人
。

＊
中ち
ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

　

私
は
清せ

い

掃そ

う

の
プ
ロ
に
な
る

33 心
が
こ
も
っ
た
仕
事
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新
にい

津
つ

春
はる

子
こ

埼玉県
さいたま

東京都
とうきょう

東
京
湾

と
う

わ
ん

き

う

神
奈
川
県

か

　
な
が
わ

千
葉
県

ち

　
ば

大田区
おお た

川崎市
かわさき

大森駅
おおもり

蒲田駅
かま た

羽田空港
はね だ

0 1km

東
海
道
本
線

と
う
か
い
ど
う

多
川

摩
た

ま
多

川
摩

た

ま

159

 

導
入
　5
分

1

　空
港
の
仕
事
に
興
味
を
も
つ
。

発
問
○
社
会
の
中
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
だ
ろ

う
。空
港
の
仕
事
に
は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
。�

資
料

　
　
　
　
　
　
　 

　「心
が
こ
も
っ
た
仕
事
」
と

は
な
ん
だ
ろ
う
。

○
参
考
ク
イ
ズ
を
使
用
し
て
教
材
に
興
味
を
も
た
せ
、

空
港
の
清
掃
を
す
る
仕
事
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
本
時
の
ね
ら
い
を
提
示
す
る
。

 

展
開
　40
分

2

　教
材
「
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る
」
を
読
み
、

考
え
る
。
音
声 
画
像 
資
料

○
教
材
の
範
読
後
、
資
料
で
新
津
さ
ん
の
経
歴
を
お

さ
ら
い
し
て
も
よ
い
。

発
問
①
新
津
さ
ん
は
日
本
へ
来
た
と
き
、
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
全
体

・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

・
働
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
な
ん
て
。

・
日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
し
よ
う
。

 

自
分
な
ら
、
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
仕
事

に
ど
う
取
り
組
む
？ 

ペ
ア

・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
我
慢
す
る
。

・
適
当
に
や
る
。

○
清
掃
の
仕
事
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
る
新
津
さ
ん
に
共
感
さ
せ
る
。

○
必
要
に
応
じ
て
、
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
補
足

説
明
を
行
う
。

学
び
の
キ
ー
ワ
ー
ド

準備物

導入▶
参考クイズ「この仕
事はどこで行われて
いる仕事でしょう
か？」 資料

展開▶
朗読音声 音声、新
津さんの写真 画像、
新津春子さんの紹
介 資料

終末▶新津春子さんのインタビュー 外部リンク 発
問
②

指導者用デジタル教科書（教材）

朗読音声♪
T 参考クイズ「この仕事 

はどこで行われてい
る仕事でしょうか？」

デジタルデータ集

写真

埼玉県
さいたま

東京都
とうきょう

東
京
湾

と
う

わ
ん

き

う

神
奈
川
県

か

　な
が
わ

千
葉
県

ち

　ば

大田区
おお た

川崎市
かわさき

大森駅
おおもり

蒲田駅
かま た

羽田空港
はね だ

0 1km

東
海
道
本
線

と
う
か
い
ど
う

多
川

摩
た

ま
多

川
摩

た

ま

イラスト
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「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
も
の
な
の
ね
。」

と
い
う
言
葉
が
自
然
と
出
て
き
た
。
汚よ

ご

れ
が
落
ち
て
見
る
見
る
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
様
子
に
、新に

い

津つ

さ
ん
は
驚お

ど
ろ

き
と
と
も
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

（
清せ

い

掃そ
う

っ
て
、
実
は
お
も
し
ろ
い
仕
事
な
の
か
な
。
私
に
向
い
て
い
る

の
か
も
。）

　こ
れ
ま
で
、こ
の
仕
事
し
か
な
い
か
ら
と
、た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ

て
き
た
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
清せ

い

掃そ
う

と
い
う
仕
事
の
魅み

力り
ょ
く

を

発
見
し
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

だ
っ
た
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
知
り
合
い
に
勉
強
を
教
え

て
も
ら
い
、
都
立
高
校
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
学
費
は
自
分
で
働
い

て
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
日
は
登
校
前
と
下
校
後
に
働
き
、

週
末
や
夏
休
み
、冬
休
み
は
一
日
中
働
い
た
。
全
て
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
だ
っ
た
。

　高
校
卒
業
後
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
音お

ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
に
正
社
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
社
が
終
わ
っ
た
後
の
時
間
と
休
み
の
日
に

は
清せ

い

掃そ
う

の
仕
事
も
続
け
て
い
た
。

　音お
ん

響き
ょ
う

機
器
メ
ー
カ
ー
で
の
仕
事
は
、
工
場
内
で
一
日
中
、
ほ
と
ん
ど

動
か
ず
に
続
け
る
作
業
だ
っ
た
。
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
新に

い

津つ

さ
ん
に
と
っ
て
、
次し

第だ
い

に
つ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
清せ

い

掃そ
う

の
現
場
に
行
っ
て
体
を
動
か
す
と
、
全
身
が
ほ

ぐ
れ
て
元
気
が
湧わ

い
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
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▲

新
にい

津
つ

さんの仕事の中心は羽
はね

田
だ

空港だ
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　羽は
ね

田だ

空
港
（
東と

う

京き
ょ
う

国こ
く

際さ
い

空
港
）
の
広
大
な
フ
ロ
ア
を
、
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
足あ

し

早ば
や

に
歩
く
小こ

柄が
ら

な
女
性
。
移
動
中
の
限

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
線
は
あ
ち
こ
ち
へ
動
き
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
汚よ

ご

れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
何

か
困
っ
て
い
る
お
客
様
は
い
な
い
か
、
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
だ
。

　彼か
の

女じ
ょ

こ
そ
が
世
界
一
清
潔
な
空
港
と
い
わ
れ
る
羽は

ね

田だ

空
港
の
環か

ん

境き
ょ
う

マ
イ
ス
タ
ー
、
新に

い

津つ

春は
る

子こ

さ
ん
だ
。

　新に
い

津つ

さ
ん
は
、
一
九
七
〇
（
昭し

ょ
う

和わ

四
十
五
）
年
に
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
生
ま
れ
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
八
歳さ

い

の
と

き
に
、
父
親
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

で
、
新に

い

津つ

さ
ん
も
日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　一
九
八
七
年
、
一
家
は
日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新に

い

津つ

さ
ん
が
十
七
歳さ

い

の
と
き
だ
っ
た
。
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
い
た
頃こ

ろ

は
裕ゆ

う

福ふ
く

な
ほ
う
だ
っ
た
が
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
全
員
で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
、
日
本
語
を
満

足
に
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
家
族
全
員
が
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
条
件
で
見
つ
か
っ
た
の
は
、

清せ
い

掃そ
う

の
仕
事
だ
け
だ
っ
た
。

　初
め
、
新に

い

津つ

さ
ん
は
、
清せ

い

掃そ
う

は
言
葉
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
、
我が

慢ま
ん

し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。

　あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
始
め
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
汚よ

ご

れ
を
落
と
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。

＊

510

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界

大
戦
終
戦
前
後
の
混
乱
期
に
、

両
親
と
離は
な

れ
中ち

ゅ
う

国ご
く

人
の
養
父

母
に
育
て
ら
れ
る
な
ど
し
て

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
残
さ
れ
た
人
。

＊
中ち
ゅ
う

国ご
く

残ざ
ん

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

孤こ

児じ

　

私
は
清せ

い

掃そ

う

の
プ
ロ
に
な
る

33 心
が
こ
も
っ
た
仕
事
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発
問
①

❖◇�

主 

題 

名
：
心
が
こ
も
っ
た
仕
事

❖◇�

内
容
項
目
：
Ｃ-

（13）
　
勤
労

❖◇�

ね 

ら 

い
：�

技
術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
他
者
を
思
い
や
り
心
を
込
め
て
働
く
こ
と
が
、
自
分
の
仕

事
の
価
値
向
上
と
充
実
し
た
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
く
学
習
を
通
し

て
、
社
会
や
人
々
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

【
あ
ら
す
じ
】　
慣
れ
な
い
日
本
で
清

掃
の
仕
事
を
始
め
た
新
津
春
子
さ
ん

が
、
仕
事
の
魅
力
を
見
い
だ
し
、
恩
師

に
言
わ
れ
た
「
心
」
に
つ
い
て
考
え
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

33
私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

範
読
時
間 

約
7
分

解
説
編
pp
．104
〜
105

板�

書�

例

　心
が
こ
も
っ
た
仕
事

　私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

○
日
本
へ
来
た
と
き

　・
言
葉
も
通
じ
な
い
。

　・
清
掃
の
仕
事
は
嫌
だ
な
。

　・
日
本
語
が
う
ま
く
な
る
ま
で
我
慢
。

○
清
掃
の
仕
事
を
続
け
た
思
い

　・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
。

　・
お
も
し
ろ
い
。�

→�

や
り
が
い

　・
自
分
に
向
い
て
い
る
。

★�

新
津
さ
ん
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
「
心
」
の
意
味
と
は

　・
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。

　・�

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
触
っ
て
も

大
丈
夫
な
く
ら
い
、
き
れ
い
に
。

　・
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
。

　
　
　
　
　↓

　
　
　
　・�

自
分
も
う
れ
し
い
、
納
得
。

　
　
　
　・�

ど
こ
を
掃
除
す
べ
き
か
新

た
な
発
見
。

　
　
　
　・�

仕
事
へ
の
意
識
の
変
化
。

　
　
　
　・�

お
金
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　・�

仕
事
の
技
術
向
上
、
お
給

料
増
。

　
　
　
　・�

さ
ら
に
喜
ば
れ
る
。

○
心
を
込
め
て
仕
事
を
す
る
と
は

　・
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
と
う
。

　・
他
者
を
思
い
や
っ
て
仕
事
を
す
る
。

　・
自
分
の
仕
事
に
自
信
。

「心がこもった
仕事」のよさ

終末５分 展開　40分 導入５分
発問①★発問③発問④ 発問②
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指
導
書
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
、
道
徳
ノ
ー
ト
の
手

書
き
文
字
を
簡
単
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
き
る
Ｏ

Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
書
p. 

17

※
朱
書
編
の
み
購
入
の
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

デジタル関係はクラウド配信で
もっと便利になりました！
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１年 ２年 ３年
内容項目 教材名 学びを 

深めよう 教材名 学びを 
深めよう 教材名 学びを 

深めよう

A
主として
自分自身に
関すること

（1） 自主、自律、自由と責任　 ◎
14 私らしさって？ 5 五月の風―カナ― 9 私も高校生

29 裏庭での出来事 15 ネット将棋 24 町内会デビュー

（2） 節度、節制 10 疾走、自転車ライダー 30 避難所にて 26 独りを慎む

（3） 向上心、個性の伸長　 ◎
7 葉っぱ切り絵で見えた道

1 おじさん役と私
12 新しい夏のはじまり

32 オアシスの老人 16 カラフルな世界で

（4） 希望と勇気、克己と強い意志 1 サッカーの漫画を描きたい
ミニ教材 成功と失敗

1 相撲を世界に
4 初心

（5） 真理の探究、創造 25 iPS細胞で難病を治したい 9 戦争を取材する 23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―

B
主として

人との関わりに
関すること

（6） 思いやり、感謝　 ◎
2 人のフリみて 8 名乗り出なかった友 19 電車の中で

19 バスと赤ちゃん 22 夜のくだもの屋 31 塩むすび

（7） 礼儀 4 「愛情貯金」をはじめませんか 3 挨拶は言葉のスキンシップ 27 マナーってなんだろう

（8） 友情、信頼　 ◎
13 ソウタとミオ 6 五月の風―ミカ― 5 違うんだよ、健司

28 旗 33 恋する涙 15 ゴリラのまねをした彼女を好きになった

（9） 相互理解、寛容　 ◎
6 言葉の向こうに 13 他人の靴を履いてみる ミニ教材 ある和菓子店

20 三人の乗客 27 コトコの涙 10 親友と語り合った「孤独の解消」

C
主として

集団や社会との
関わりに
関すること

（10）遵法精神、公徳心　 ◎
12 使っても大丈夫？

20 美しい鳥取砂丘
17 二通の手紙

23 ふれあい直売所 33 キラー・ゼブラと呼ばれて

（11）公正、公平、社会正義　 ◎
5 さかなのなみだ 7 リスペクト　アザース 6 卒業文集最後の二行

16 どうして？ 14 ヨシト 14 命の大切さ

（12）社会参画、公共の精神　 ◎
11

22

門掃き

あったほうがいい？

21

28

行動する建築家　坂　茂

マークはなんのために？

11 No Charity, but a Chance!

21 海のごみは「まちなか」で生まれる

34 サトシの一票

（13）勤労　 ◎ 33 私は清掃のプロになる
2 おばちゃんのくれた 〝おまじない〟 3 あるレジ打ちの女性

18 小さな工場の大きな仕事 20 失った笑顔を取り戻す

（14）家族愛、家庭生活の充実 26 その声は 35 きいちゃん 32 一冊のノート

（15）よりよい学校生活、集団生活の充実 3 〝村人B〟 には…… 24 制服は誰のもの 2 世界一のロッカールーム

（16）郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度
15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能―

12 和樹の夏祭り 13 稲むらの火
34 「肝心」のバスガイド

（17）我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 17 さよなら、ホストファミリー
26 行く年、来る年

4 使い手を驚かせて魅了する
34 包む

（18）国際理解、国際貢献　 ◎
18 違いを乗り越えて 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな― 7 命のトランジットビザ

30 おじいさんの100ドル 23 アフガニスタンの人 と々共に 29 本とペンで世界を変えよう

D
主として
生命や自然、
崇高なものとの
関わりに
関すること

（19）生命の尊さ　 ◎
8 ばあば 11 父の決意 8 エリカ―奇跡のいのち―

24 あふれる愛 25 命を見つめて―猿渡瞳さんの六百四十六日― 25 臓器提供

27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 29 最後のパートナー 35 希望

（20）自然愛護　 ◎
9 木の声を聞く 19 上勝から世界を変える

22 「川端」のある暮らし
21 あらゆるものに神は宿っている 31 よみがえれ、えりもの森

（21）感動、畏敬の念
ミニ教材 難しい宿題

16 樹齢七千年の杉 28 星空を届けたい
31 オーロラ―光のカーテン―

（22）よりよく生きる喜び　 ◎ 35 いつわりのバイオリン
17 自分の弱さと戦え 18 世界を動かした瞳

32 足袋の季節 30 生きてこそ―石井筆子の生涯―

◎…重点内容項目

内容項目別 教材一覧
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テーマ １年 ２年 ３年
教材・コラム名 教材・コラム名 教材・コラム名

いじめの防止

5 さかなのなみだ 5 五月の風―カナ― 5 違うんだよ、健司

いじめって何？ 6 五月の風―ミカ― お互いを大切にするコミュニケーション
6 言葉の向こうに 自分の考え方を見つめよう 6 卒業文集最後の二行

怒りの感情と上手に付き合おう 7 リスペクト　アザース いじめのない社会へ
13 ソウタとミオ いじめをなくすために 14 命の大切さ

お互いを認め合うために 13 他人の靴を履いてみる 15 ゴリラのまねをした彼女を好きになった
14 私らしさって？ 14 ヨシト
28 旗
29 裏庭での出来事

情報モラル、 
デジタル・

シティズンシップ

6 言葉の向こうに 5 五月の風―カナ― いじめのない社会へ
12 使っても大丈夫？ 6 五月の風―ミカ― 10 親友と語り合った「孤独の解消」

情報社会とコミュニケーション いじめをなくすために AIと情報社会
13 ソウタとミオ 9 戦争を取材する 27 マナーってなんだろう

15 ネット将棋
情報の受信と発信

キャリア教育、 
人権・福祉教育、 
ウェルビーイング

1 サッカーの漫画を描きたい 1 おじさん役と私 1 相撲を世界に
7 葉っぱ切り絵で見えた道 2 おばちゃんのくれた〝おまじない〟 3 あるレジ打ちの女性
9 木の声を聞く 3 挨拶は言葉のスキンシップ 4 使い手を驚かせて魅了する

お互いを認め合うために 直撃 仕事インタビュー！ 9 私も高校生
16 どうして？ 7 リスペクト　アザース 10 親友と語り合った「孤独の解消」
18 違いを乗り越えて 8 名乗り出なかった友 AIと情報社会
19 バスと赤ちゃん 9 戦争を取材する 11 No Charity, but a Chance!
20 三人の乗客 18 小さな工場の大きな仕事 14 命の大切さ
24 あふれる愛 21 行動する建築家　坂　茂 16 カラフルな世界で
25 iPS細胞で難病を治したい 23 アフガニスタンの人々と共に 健康で安全な生活を全ての人に
30 おじいさんの100ドル 24 制服は誰のもの 19 電車の中で
32 オアシスの老人 27 コトコの涙 20 失った笑顔を取り戻す
33 私は清掃のプロになる 28 マークはなんのために？ 23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―
34 「肝心」のバスガイド 29 最後のパートナー 26 独りを慎む

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 30 避難所にて 29 本とペンで世界を変えよう

自分とみんなの命を守ろう 人権課題への取り組み
35 きいちゃん 30 生きてこそ―石井筆子の生涯―

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

自然愛護、 
環境保全、 
社会の

持続可能な発展

9 木の声を聞く 16 樹齢七千年の杉 21 海のごみは「まちなか」で生まれる
21 あらゆるものに神は宿っている 19 上勝から世界を変える 22 「川端」のある暮らし

地球の未来のために―SDGs― 地球の資源と持続可能な社会 23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―
22 あったほうがいい？ 20 美しい鳥取砂丘 気候変動と生物多様性

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 23 アフガニスタンの人々と共に 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ
31 よみがえれ、えりもの森

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

交通安全、 
生活安全、 
防災、食育、 
健康教育、 
消費者教育

10 疾走、自転車ライダー 直撃 仕事インタビュー！ AIと情報社会
毎日を安全に過ごすために 情報の受信と発信 13 稲むらの火

15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能― 19 上勝から世界を変える 健康で安全な生活を全ての人に
21 あらゆるものに神は宿っている 地球の資源と持続可能な社会 21 海のごみは「まちなか」で生まれる

地球の未来のために―SDGs― 21 行動する建築家　坂　茂 26 独りを慎む
22 あったほうがいい？ 23 アフガニスタンの人々と共に 27 マナーってなんだろう
23 ふれあい直売所 30 避難所にて 31 塩むすび
27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 自分とみんなの命を守ろう 33 キラー・ゼブラと呼ばれて

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 35 希望

法教育

12 使っても大丈夫？ 情報の受信と発信 いじめのない社会へ
情報社会とコミュニケーション 20 美しい鳥取砂丘 AIと情報社会

16 どうして？ 17 二通の手紙
23 ふれあい直売所 人権課題への取り組み

33 キラー・ゼブラと呼ばれて

テーマ １年 ２年 ３年
教材・コラム名 教材・コラム名 教材・コラム名

生命の尊厳

8 ばあば 2 おばちゃんのくれた〝おまじない〟 7 命のトランジットビザ
21 あらゆるものに神は宿っている 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな― 8 エリカ―奇跡のいのち―

地球の未来のために―SDGs― 11 父の決意 10 親友と語り合った「孤独の解消」
24 あふれる愛 23 アフガニスタンの人々と共に 13 稲むらの火
25 iPS細胞で難病を治したい 25 命を見つめて―猿渡瞳さんの六百四十六日― 14 命の大切さ
26 その声は 29 最後のパートナー 健康で安全な生活を全ての人に
27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 自分とみんなの命を守ろう 気候変動と生物多様性

25 臓器提供

人権課題への取り組み
30 生きてこそ―石井筆子の生涯―
35 希望

社会参画

11 門掃き 19 上勝から世界を変える 3 あるレジ打ちの女性
お互いを認め合うために 20 美しい鳥取砂丘 10 親友と語り合った「孤独の解消」

19 バスと赤ちゃん 21 行動する建築家　坂　茂 AIと情報社会

地球の未来のために―SDGs― 24 制服は誰のもの 11 No Charity, but a Chance!
22 あったほうがいい？ 27 コトコの涙 20 失った笑顔を取り戻す
23 ふれあい直売所 28 マークはなんのために？ 21 海のごみは「まちなか」で生まれる
30 おじいさんの100ドル 30 避難所にて 22 「川端」のある暮らし
34 「肝心」のバスガイド 24 町内会デビュー

27 マナーってなんだろう
29 本とペンで世界を変えよう
31 塩むすび
34 サトシの一票

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

国際理解

17 さよなら、ホストファミリー 7 リスペクト　アザース 7 命のトランジットビザ
18 違いを乗り越えて 9 戦争を取材する 8 エリカ―奇跡のいのち―
24 あふれる愛 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな― 18 世界を動かした瞳
30 おじいさんの100ドル 21 行動する建築家　坂　茂 健康で安全な生活を全ての人に

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 23 アフガニスタンの人々と共に 21 海のごみは「まちなか」で生まれる

気候変動と生物多様性
29 本とペンで世界を変えよう

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

伝統と文化

11 門掃き 1 おじさん役と私 ミニ
教材 ある和菓子店

15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能― 直撃 仕事インタビュー！ 1 相撲を世界に
17 さよなら、ホストファミリー 4 初心 4 使い手を驚かせて魅了する
18 違いを乗り越えて 12 和樹の夏祭り 13 稲むらの火
21 あらゆるものに神は宿っている 地球の資源と持続可能な社会 22 「川端」のある暮らし
34 「肝心」のバスガイド 26 行く年、来る年 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 34 包む
受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

先人の伝記

24 あふれる愛 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな― 7 命のトランジットビザ
受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 地球の資源と持続可能な社会 11 No Charity, but a Chance!

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ 13 稲むらの火
18 世界を動かした瞳
30 生きてこそ―石井筆子の生涯―

受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

スポーツ

1 サッカーの漫画を描きたい ミニ
教材 成功と失敗 1 相撲を世界に

3 〝村人B〟には…… 4 初心 2 世界一のロッカールーム
13 ソウタとミオ 15 ネット将棋 11 No Charity, but a Chance!

17 自分の弱さと戦え 20 失った笑顔を取り戻す
受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ

テーマ別 教材・コラム一覧
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地方 都道府県 市区町村 学年 教材・コラム名 具体的な関連事項（敬称略）

北
海
道

北海道

11 21 あらゆるものに神は宿っている アイヌ文化
小樽市 22 32 足袋の季節
北見市 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（①） カーリングの町
洞爺湖町 11 2 人のフリみて 洞爺湖温泉
えりも町 22 31 よみがえれ、えりもの森 　

東
北

22 自分とみんなの命を守ろう 津波てんでんこ

青森県
33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（①） ねぶた祭り

鰺ヶ沢町 33 1 相撲を世界に 今 日和

岩手県
盛岡市 33 10 親友と語り合った「孤独の解消」 番田雄太
滝沢市、盛岡市 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（①） チャグチャグ馬コ
宮古市 11 15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能― 津軽石地区の郷土芸能

宮城県
仙台市 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（②） 仙台七夕まつり
女川町 22 21 行動する建築家　坂　茂 東日本大震災での支援活動
南三陸町 33 35 希望 東日本大震災

秋田県 大館市 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（②） 曲げわっぱ

山形県 米沢市
22 地球の資源と持続可能な社会 塩地平の草木塔
33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（②） 上杉鷹山

福島県 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（③） 会津本郷焼
33 31 塩むすび 郷土教材

関
東

茨城県 鹿嶋市、潮来市、神栖市、
行方市、鉾田市 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（④） 県立カシマサッカースタジアムを中心とした

町づくりや地域活性の活動

栃木県 足利市
11 9 木の声を聞く あしかがフラワーパーク
33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（③） 相田みつを　

佐野市 22 地球の資源と持続可能な社会 田中正造
群馬県 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（③） 上毛かるた　
埼玉県 本庄市 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑤） 塙 保己一　

千葉県 銚子市 33 13 稲むらの火 濱口梧陵
浦安市、市川市、船橋市、習志野市 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑤） 三番瀬　

東京都

22 28 マークはなんのために？ ヘルプマーク
33 9 私も高校生 郷土教材
33 20 失った笑顔を取り戻す スタートラインTokyo
33 27 マナーってなんだろう 郷土教材

中央区 33 10 親友と語り合った「孤独の解消」 分身ロボットカフェ
中野区、新宿区 11 19 バスと赤ちゃん
江東区、江戸川区 33 4 使い手を驚かせて魅了する 堀口 徹

大田区
11 33 私は清掃のプロになる 羽田空港（東京国際空港）
22 いじめをなくすために 大田区立糀谷中学校のスクールバディ
22 18 小さな工場の大きな仕事 郷土教材

世田谷区、武蔵野市 22 21 行動する建築家　坂　茂 坂　茂
渋谷区 11 22 あったほうがいい？ ハロウィン後のゴミ拾い
練馬区 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑥） アニメ制作
葛飾区 11 1 サッカーの漫画を描きたい 高橋陽一
国立市 33 30 生きてこそ―石井筆子の生涯― 滝乃川学園

神奈川県
小田原市 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（④） 二宮尊徳
小田原市、箱根町 33 気候変動と生物多様性 小田原箱根エネルギーコンソーシアム
厚木市 22 1 おじさん役と私 天真みちる

中
部

新潟県 柏崎市 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑤） 綾子舞
富山県 南砺市 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑥） 五箇山の合掌造り集落

石川県 金沢市 22 35 きいちゃん 二俣和紙
金沢市、小松市、能美市、加賀市 22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑥） 九谷焼

福井県 勝山市 33 気候変動と生物多様性 勝山市立勝山北部中学校の北中まちづくりプロジェクト
鯖江市 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧） 越前漆器

山梨県
22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑦） 富士山

甲府市 33 28 星空を届けたい 山梨県立科学館
長野県 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（④） 諏訪大社の御柱祭

岐阜県 白川村 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑥） 白川郷
郡上市 11 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑦） 郡上おどり

静岡県

22 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑦） 富士山
浜松市 11 地球の未来のためにー SDGｓ－ 浜松市立篠原中学校のエシカル消費の学習
磐田市 11 9 木の声を聞く 塚本こなみ
掛川市 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑦） 吉岡彌生

愛知県 22 11 父の決意 郷土教材
半田市 33 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧） 新美南吉

地方 都道府県 市区町村 学年 教材・コラム名 具体的な関連事項（敬称略）

近
畿

三重県 津市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑨） 唐人踊り

滋賀県
大津市、湖南市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧） 近江学園
草津市 2 いじめをなくすために 草津市立玉川中学校の心のプロペラ活動
高島市 3 22 「川端」のある暮らし

京都府

1 17 さよなら、ホストファミリー 京都と奈良の歴史
2 直撃 仕事インタビュー！ 京菓子職人
3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑮） 稲盛和夫

京都市
1 ミニ教材 難しい宿題 金閣寺
1 11 門掃き 郷土教材
1 25 iPS細胞で難病を治したい 京都大学iPS細胞研究所

向日市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑩） 旭米

大阪府 池田市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑩） 安藤百福
門真市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪） 松下幸之助歴史館

兵庫県

1 27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 阪神・淡路大震災
2 30 避難所にて 阪神・淡路大震災

姫路市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑨） 姫路城
宝塚市 2 1 おじさん役と私 宝塚歌劇団

奈良県

1 17 さよなら、ホストファミリー 京都と奈良の歴史
2 5 五月の風―カナ― 郷土教材
2 6 五月の風―ミカ― 郷土教材
2 14 ヨシト 郷土教材

橿原市、明日香村、桜井市 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑨） 飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群
田原本町 3 人権課題への取り組み 安養寺のおてらおやつクラブ

和歌山県
和歌山市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪） 松下幸之助
広川町 3 13 稲むらの火
串本町 2 10 時を越えて―樫野で生まれたきずな―

中
国

鳥取県 鳥取市
2 20 美しい鳥取砂丘
2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑧） 糸賀一雄

境港市 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑩） 水木しげる
島根県 大田市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑬） 石見銀山

岡山県
2 29 最後のパートナー

岡山市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪） 点字ブロックの発祥

広島県
1 18 違いを乗り越えて 郷土教材
2 12 和樹の夏祭り 郷土教材

広島市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑭） 原爆ドーム

山口県 岩国市 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪） 嬉野神楽
長門市 3 21 海のごみは「まちなか」で生まれる

四
国

徳島県 上勝町 2 19 上勝から世界を変える
美波町 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑫） ウミガメ保護運動の発祥

香川県 琴平町 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑫） 四国こんぴら歌舞伎大芝居

愛媛県
松山市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑮） 日露友好の懸け橋
西条市 1 23 ふれあい直売所 郷土教材
四国中央市 3 23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎― 眞鍋淑郎

高知県 室戸市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑫） むろと廃校水族館

九
州

福岡県
福岡市 2 24 制服は誰のもの 福岡市立中学校の新しい標準服
大牟田市 2 25 命を見つめてー猿渡瞳さんの六百四十六日ー 猿渡 瞳
東峰村 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑬） 小石原焼

佐賀県 唐津市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑭） 唐津くんち

長崎県 長崎市 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑭） 梅屋庄吉
大村市 3 30 生きてこそ―石井筆子の生涯― 石井筆子

熊本県 熊本市
2 自分とみんなの命を守ろう 熊本地震で活躍した中学生
2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑮） 熊本城

大分県

3 11 No Charity, but a Chance! 郷土教材
大分市 1 22 あったほうがいい？ 郷土教材
大分市、竹田市 1 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑯） 滝廉太郎
姫島村 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑪） 嬉野神楽

宮崎県
2 4 初心 井上康生

宮崎市 2 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑬） 高木兼寛

鹿児島県 鹿児島市 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑮） 稲盛和夫
屋久島町 2 16 樹齢七千年の杉

沖縄県 久米島町 1 34 「肝心」のバスガイド
今帰仁村 3 受け継ぐ かたち・思い・地域のよさ（⑯） 小那覇舞天

地域別 教材・コラム一覧
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月 教材名 内容項目 学びのキーワード 学びを
深めよう

あすへの
メッセージ

主な
登場人物 教科等との関連 いじめ 情報社会 自立と

共生
環境と
未来

安全な
生活 その他のテーマ、題材

ミニ
教材 難しい宿題 D-(21)D-(21) 感動、畏敬の念 美しいものに感動する心 美術

４月 
(３時間)

1 サッカーの漫画を描きたい A-(4)A-(4) 希望と勇気、
克己と強い意志 夢に向かって 高橋陽一 美術、保体、総合 ● スポーツ

2 人のフリみて B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 ありがとうのもつ力 みつはしちかこ 国語、総合

3 〝村人B〟には…… C-(15)C-(15) よりよい学校生活、
集団生活の充実 チームの一員として 美術、保体 スポーツ

５月 
(３時間)

4 「愛情貯金」をはじめませんか B-(7)B-(7) 礼儀 あいさつの大切さ 近藤勝重 国語、特活

5 さかなのなみだ C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 いじめのない集団 さかなクン 特活 ●

6 言葉の向こうに B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 お互いの立場の理解 国語、技・家 ● ●

６月 
(４時間)

7 葉っぱ切り絵で見えた道 A-(3)A-(3) 向上心、個性の伸長 自分らしさ リト 美術、総合 ●

8 ばあば D-(19)D-(19) 生命の尊さ 共に生きる 保体、技・家 生命の尊厳

9 木の声を聞く D-(20)D-(20) 自然愛護 自然と共に生きる 塚本こなみ 理科、総合 ● ●

10 疾走、自転車ライダー A-(2)A-(2) 節度、節制 安全への心構え 特活 ●

７月 
(２時間)

11 門掃き C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 しきたりに込められた思い 社会、数学、特活 社会参画、伝統と文化

12 使っても大丈夫？ C-(10)C-(10) 遵法精神、公徳心 法の役割 技・家 ● 法教育

９月 
(４時間)

13 ソウタとミオ B-(8)B-(8) 友情、信頼 友情の鍵 保体、技・家、特活 ● ● スポーツ

14 私らしさって？ A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 自分を大切にする 特活 ●

15 震災を乗り越えて―復活した郷土芸能― C-(16)C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度 郷土芸能を伝える 社会、特活 ● 伝統と文化

16 どうして？ C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 公平とは何か 社会、総合 ● 法教育

10月 
(４時間)

17 さよなら、ホストファミリー C-(17)C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度 日本を伝える 社会、外国語 伝統と文化、国際理解

18 違いを乗り越えて C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 他国の人と接する 社会、外国語 ● 伝統と文化、国際理解

19 バスと赤ちゃん B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 社会の中での思いやり 技・家、総合 ● 社会参画

20 三人の乗客 B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 理解し合うために 総合 ●

11月 
(４時間)

21 あらゆるものに神は宿っている D-(20)D-(20) 自然愛護 自然への向き合い方 宇梶静江 社会、理科 ● ● 生命の尊厳、伝統と文化

22 あったほうがいい？ C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 過ごしやすい社会 社会、特活 ● ● 社会参画

23 ふれあい直売所 C-(10)C-(10) 遵法精神、公徳心 きまりを守る 社会、技・家 ● 社会参画、法教育

24 あふれる愛 D-(19)D-(19) 生命の尊さ 生命を大切にする マザー ･テレサ 社会、外国語 ● 生命の尊厳、国際理解、
先人の伝記

12月 
(２時間)

25 iPS細胞で難病を治したい A-(5)A-(5) 真理の探究、創造 新しいものを生み出す 山中伸弥 理科、総合 ● 生命の尊厳

26 その声は C-(14)C-(14) 家族愛、家庭生活の充実 家族への思い 技・家 生命の尊厳

１月 
(３時間)

27 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― D-(19)D-(19) 生命の尊さ 支え合う生命 たかいちづ 社会、特活 ● 生命の尊厳

28 旗 B-(8)B-(8) 友情、信頼 友情が生まれるとき 数学、特活 ●

29 裏庭での出来事 A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 誠実な生き方 特活 ●

２月 
(４時間)

30 おじいさんの100ドル C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 国際貢献のために 佐藤 慧 社会、外国語、総合 ● 社会参画、国際理解

31 オーロラ―光のカーテン― D-(21)D-(21) 感動、畏敬の念 自然に感動する心 吉沢博子 理科

32 オアシスの老人 A-(3)A-(3) 向上心、個性の伸長 自分を見つめる 総合 ●

33 私は清掃のプロになる C-(13)C-(13) 勤労 心がこもった仕事 新津春子 総合 ●

３月 
(２時間)

34 「肝心」のバスガイド C-(16)C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度 ふるさとへの思い 崎原真弓 社会、音楽、総合 ● 社会参画、伝統と文化

35 いつわりのバイオリン D-(22)D-(22) よりよく生きる喜び よりよく生きる 音楽
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月 教材名 内容項目 学びのキーワード 学びを
深めよう

あすへの
メッセージ

主な
登場人物 教科等との関連 いじめ 情報社会 自立と

共生
環境と
未来

安全な
生活 その他のテーマ、題材

ミニ教材 成功と失敗 A-(4)A-(4) 希望と勇気、
克己と強い意志 成長に必要なこと 保体、総合 スポーツ

４月 
(３時間)

1 おじさん役と私 A-(3)A-(3) 向上心、個性の伸長 個性を生かす 天真みちる 音楽、総合 ● 伝統と文化

2 おばちゃんのくれた〝おまじない〟 C-(13)C-(13) 勤労 なんのために働くのか 総合 ● 生命の尊厳

3 挨拶は言葉のスキンシップ B-(7)B-(7) 礼儀 挨拶の意味 国語、総合 ●

５月 
(３時間)

4 初心 A-(4)A-(4) 希望と勇気、
克己と強い意志 目標に向かって 井上康生 社会、保体 伝統と文化、スポーツ

5 五月の風―カナ― A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 自分の意志で 技・家、特活 ● ●

6 五月の風―ミカ― B-(8)B-(8) 友情、信頼 信頼される友達 技・家、特活 ● ●

６月 
(４時間)

7 リスペクト　アザース C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 人権を考える 社会、特活 ● ● 国際理解

8 名乗り出なかった友 B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 思いやりのある行動 特活 ●

9 戦争を取材する A-(5)A-(5) 真理の探究、創造 真実を追い求める 山本美香 社会、総合 ● ● 国際理解

10 時を越えて―樫野で生まれたきずな― C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 国と国のきずな 沼田凖一 社会、外国語 生命の尊厳、国際理解、
先人の伝記

７月 
(２時間)

11 父の決意 D-(19)D-(19) 生命の尊さ 生き抜くこと 技・家 生命の尊厳

12 和樹の夏祭り C-(16)C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度 地域の活動のよさ 社会、特活 伝統と文化

９月 
(４時間)

13 他人の靴を履いてみる B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 ほかの人の立場 特活 ●

14 ヨシト C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 公正な態度 特活 ●

15 ネット将棋 A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 責任ある言動 保体、技・家 ● スポーツ

16 樹齢七千年の杉 D-(21)D-(21) 感動、畏敬の念 自然の偉大さ 椋 鳩十 社会、理科 ●

10月 
(４時間)

17 自分の弱さと戦え D-(22)D-(22) よりよく生きる喜び 弱さの克服 国枝慎吾 保体、総合 スポーツ

18 小さな工場の大きな仕事 C-(13)C-(13) 勤労 社会に貢献する 理科、総合 ●

19 上勝から世界を変える D-(20)D-(20) 自然愛護 自然を守る取り組み 東 輝実 社会、理科、総合 ● ● 社会参画

20 美しい鳥取砂丘 C-(10)C-(10) 遵法精神、公徳心 規則の役割 社会、理科 ● 社会参画、法教育

11月 
(４時間)

21 行動する建築家　坂　茂 C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 社会のためにできること 坂　茂 社会、数学、美術、総合 ● ● 社会参画、国際理解

22 夜のくだもの屋 B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 思いやりと感謝 国語、音楽

23 アフガニスタンの人々と共に C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 国際貢献とは 中村 哲 社会、外国語、総合 ● ● ● 生命の尊厳、国際理解

24 制服は誰のもの C-(15)C-(15) よりよい学校生活、
集団生活の充実 よりよい学校生活 特活 ● 社会参画

12月 
(２時間)

25 命を見つめて
―猿渡瞳さんの六百四十六日― D-(19)D-(19) 生命の尊さ 生きていることの意味 猿渡 瞳 保体 生命の尊厳

26 行く年、来る年 C-(17)C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度 身近な伝統と文化 社会、特活 伝統と文化

１月 
(３時間)

27 コトコの涙 B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 人から学ぶこと 特活 ● 社会参画

28 マークはなんのために？ C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 誰もが生活しやすい社会 数学、美術、総合 ● 社会参画

29 最後のパートナー D-(19)D-(19) 生命の尊さ 生命との関わり 西田深雪 理科、総合 ● 生命の尊厳

２月 
(４時間)

30 避難所にて A-(2)A-(2) 節度、節制 調和のある生活 技・家、特活 ● ● 社会参画

31 よみがえれ、えりもの森 D-(20)D-(20) 自然愛護 人と自然の関係 理科、総合 ●

32 足袋の季節 D-(22)D-(22) よりよく生きる喜び 人間の弱さと強さ 国語、社会

33 恋する涙 B-(8)B-(8) 友情、信頼 友達との関係 保体、特活

３月 
(２時間)

34 包む C-(17)C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度 伝統と文化への向き合い方 社会、技・家 伝統と文化

35 きいちゃん C-(14)C-(14) 家族愛、家庭生活の充実 自分と家族 社会、技・家 ●
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月 教材名 内容項目 学びのキーワード 学びを
深めよう

あすへの
メッセージ

主な
登場人物 教科等との関連 いじめ 情報社会 自立と

共生
環境と
未来

安全な
生活 その他のテーマ、題材

ミニ教材 ある和菓子店 B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 力を合わせるために 社会、特活 伝統と文化

４月 
(３時間)

1 相撲を世界に A-(4)A-(4) 希望と勇気、
克己と強い意志 困難を乗り越えて 今 日和 保体、総合 ● 伝統と文化、スポーツ

2 世界一のロッカールーム C-(15)C-(15) よりよい学校生活、
集団生活の充実 集団への貢献 廣瀬俊朗 保体、特活 スポーツ

3 あるレジ打ちの女性 C-(13)C-(13) 勤労 仕事への向き合い方 総合 ● 社会参画

５月 
(３時間)

4 使い手を驚かせて魅了する C-(17)C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重、
国を愛する態度 日本の伝統と創造 堀口 徹 社会、美術、総合 ● 伝統と文化

5 違うんだよ、健司 B-(8)B-(8) 友情、信頼 友達という存在 特活 ●

6 卒業文集最後の二行 C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 いじめを許さない心 特活 ●

６月 
(４時間)

7 命のトランジットビザ C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 国際社会で生きる 杉原千畝 社会、外国語、総合 生命の尊厳、国際理解、
先人の伝記

8 エリカ―奇跡のいのち― D-(19)D-(19) 生命の尊さ 生命をつなぐ 国語、社会 生命の尊厳、国際理解

9 私も高校生 A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 自分で決める 総合 ●

10 親友と語り合った「孤独の解消」 B-(9)B-(9) 相互理解、寛容 共に考える 吉藤オリィ 美術、技・家、総合 ● ● 生命の尊厳、社会参画

７月 
(２時間)

11 No Charity, but a Chance! C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 共に生きる社会の実現 中村 裕 社会、保体、総合 ● 社会参画、先人の伝記、スポーツ

12 新しい夏のはじまり A-(3)A-(3) 向上心、個性の伸長 将来に向けた生き方 保体、総合

９月 
(４時間)

13 稲むらの火 C-(16)C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重、
郷土を愛する態度 地域社会のために 濱口梧陵 社会、数学、特活 ● 生命の尊厳、伝統と文化、

先人の伝記

14 命の大切さ C-(11)C-(11) 公正、公平、社会正義 豊かな人権感覚 社会、特活 ● ● 生命の尊厳

15 ゴリラのまねをした彼女を好きになった B-(8)B-(8) 友情、信頼 認め合う関係 保体、総合、特活 ●

16 カラフルな世界で A-(3)A-(3) 向上心、個性の伸長 自分らしく生きる 井手上 漠 社会、保体、特活 ●

10月 
(４時間)

17 二通の手紙 C-(10)C-(10) 遵法精神、公徳心 法やきまりの意義 社会 法教育

18 世界を動かした瞳 D-(22)D-(22) よりよく生きる喜び 気高く生きる オードリー・
ヘプバーン 社会、外国語、総合 国際理解、先人の伝記

19 電車の中で B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 思いやりの心と形 社会、特活 ●

20 失った笑顔を取り戻す C-(13)C-(13) 勤労 働くことの意味 臼井二美男 美術、保体、技・家 ● 社会参画、スポーツ

11月 
(４時間)

21 海のごみは「まちなか」で生まれる C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 社会全体で考える 社会、理科、総合 ● ● 社会参画、国際理解

22 「川端」のある暮らし D-(20)D-(20) 自然愛護 自然との共生 社会、理科 ● 社会参画、伝統と文化

23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎― A-(5)A-(5) 真理の探究、創造 探究する心 眞鍋淑郎 理科、総合 ● ●

24 町内会デビュー A-(1)A-(1) 自主、自律、自由と責任 自分から行動する 特活 社会参画

12月 
(２時間)

25 臓器提供 D-(19)D-(19) 生命の尊さ かけがえのない生命 理科 生命の尊厳

26 独りを慎む A-(2)A-(2) 節度、節制 自制する心 向田邦子 国語、技・家 ● ●

１月 
(３時間)

27 マナーってなんだろう B-(7)B-(7) 礼儀 マナーのもつ意味 技・家、特活 ● ● 社会参画

28 星空を届けたい D-(21)D-(21) 感動、畏敬の念 感動がもたらすもの 髙橋真理子 理科、保体

29 本とペンで世界を変えよう C-(18)C-(18) 国際理解、国際貢献 世界平和のために マララ・
ユスフザイ 社会、外国語、総合 ● 社会参画、国際理解

２月 
(４時間)

30 生きてこそ―石井筆子の生涯― D-(22)D-(22) よりよく生きる喜び 信念をもった生き方 石井筆子 社会、特活 ● 生命の尊厳、先人の伝記

31 塩むすび B-(6)B-(6) 思いやり、感謝 周りへの感謝 技・家、特活 ● 社会参画

32 一冊のノート C-(14)C-(14) 家族愛、家庭生活の充実 家族の役割 保体、技・家

33 キラー・ゼブラと呼ばれて C-(10)C-(10) 遵法精神、公徳心 規則への向き合い方 数学、特活 ● 法教育

３月 
(２時間)

34 サトシの一票 C-(12)C-(12) 社会参画、公共の精神 よりよい社会の実現 社会 社会参画

35 希望 D-(19)D-(19) 生命の尊さ 懸命に生きる 社会、特活 ● 生命の尊厳
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教科書検討の観点 『中学道徳 あすを生きる』の内容の特色 主な関連ページ

1　 教育基本法との関連   

同法第二条
【第一号】
幅広い知識と教養を
身に付け、真理を
求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を
培うとともに、
健やかな身体を
養うこと。

●	教材で扱う題材は、発達の段階を踏まえながら、家庭、
学校、社会など幅広い分野の内容がバランスよく採用
されている。

1年	p.62	 11	門掃き
2年	p.30	 5	 五月の風―カナ―
3年	p.168	 32	一冊のノート　など

●	教科書の巻頭には学び方やミニ教材が配置され、生徒が
主体的に、かつ見通しをもって道徳科の学習に取り組める
よう配慮されている。

全学年	p.4　頭 	道徳科での学びを始めよう！

●	問題解決的な学習や体験的な学習などに適している教材
には、学習の進め方や深め方を示す「学びを深めよう」ペー
ジを提示しており、豊かな情操と道徳心を培うための道筋
として参照できるように工夫されている。

1年	p.103	 20	三人の乗客　学びを深めよう
3年	p.139	 25	臓器提供　学びを深めよう　など

●	教材で学習する内容について、より多面的・多角的に考え、
補充的・発展的な学習ができるよう、関係する教材の前
後に「視野を広げて」「あすへのメッセージ」という教材
外のコラムが適宜配置されている。

1年	p.34	 	いじめって何？
2年	p.80	 	情報の受信と発信

3年	p.11	 	今日和さんからあなたへ　など

【第二号】
個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、
創造性を培い、
自主及び自律の精神を
養うとともに、職業及び
生活との関連を重視し、
勤労を重んずる態度を
養うこと。

●		「自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実
行してその結果に責任をもつこと」という道徳の基本を踏
まえるとともに、自分自身のもち味をよりよい方向へと磨き
をかけることで、個性を生かし伸ばしていくことを支援する
ための適切な教材が配置されている。

1年	p.140	 29	裏庭での出来事
2年	p.8	 1	 おじさん役と私
3年	p.72	 12	新しい夏のはじまり　など

●	個人の価値の尊重という観点から、いじめ問題を重点的に
取り上げ、複数の教材とコラムを組み合わせたユニット「い
じめと向き合う」を年間に複数配置して、集中的かつ継続
的に考えられるように配慮されている。

1年	p.28	 	いじめと向き合う
1年	p.30	 5	 さかなのなみだ

1年	p.34	 	いじめって何？
1年	p.36	 6	 言葉の向こうに

1年	p.40	 	怒りの感情と上手に付き合おう　など

●	キャリア教育や「社会に開かれた教育課程」の理念を踏
まえ、勤労の尊さについて多面的・多角的に考えられるよう、
複数の教材とコラムを組み合わせたユニット「よりよい社
会を考える」が年間に複数配置されている。
●	個々や社会の幸せを目指すウェルビーイングを念頭に、さ
まざまな職業の人の生き方を取り上げることで、生徒が自
分のこととして考えられるように配慮されている。

2年	p.12	 	 ユニット	よりよい社会を考える
2年	p.14	 2	 おばちゃんのくれた〝おまじない〟
2年	p.18	 3	 挨拶は言葉のスキンシップ

2年	p.22	 	直撃	仕事インタビュー！　など

【第三号】
正義と責任、
男女の平等、
自他の敬愛と協力を
重んずるとともに、
公共の精神に基づき、
主体的に社会の
形成に参画し、
その発展に寄与する
態度を養うこと。

●	人間尊重、人権尊重の精神に基づき、インクルーシブの
考え方や多様性を尊重してあらゆる差別や偏見をなくし、
公平で公正な共生社会の実現に積極的に努めようとする
心を育て、自他の権利の尊重と、義務を果たす大切さに
ついて考えられる教材が配置されている。
●				いじめ問題についても、人権尊重の視点から重点的に扱
われている。

1年	p.86	 16	どうして？
1年	p.94	 18	違いを乗り越えて
2年	p.40	 7	 リスペクト　アザース
3年	p.68	 11		No	Charity,	but	a	Chance!
3年	p.82	 14	命の大切さ

3年	p.158	 	人権課題への取り組み　など

●	自分も社会の一員であるという公共の精神の自覚を深め、
積極的に社会参画や社会連帯に努める態度を養うための
適切な教材が配置されている。

1年	p.112	 22	あったほうがいい？
2年	p.136	 28	マークはなんのために？
3年	p.178	 34	サトシの一票　など
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【第四号】
生命を尊び、
自然を大切にし、
環境の保全に寄与する
態度を養うこと。

●	「生命の尊さ」を重点内容項目として設定し、全学年
に３教材ずつ配置することで、連続性や有限性、社会
的関係性や他の生命との関係性など、より多面的・多
角的に自他の生命について考えられるように配慮され
ている。

1年	p.48	 8	 ばあば
2年	p.140	 29	最後のパートナー
3年	p.48	 8	 エリカ―奇跡のいのち―　など

●	自然との関わりを深く認識することを通して、有限である人
間の存在と、自然の中で生かされていることを自覚させ、そ
のような人間が、自然に対して謙虚に向き合うことの大切さ
を理解できるようにしている。

1年	p.150	 31	オーロラ―光のカーテン―
2年	p.82	 16	樹齢七千年の杉
3年	p.148	 28	星空を届けたい　など

●	自ら環境保全の活動に参加するなどして、生徒自身の生活
に結びつけ、自分のできる範囲で貢献しようとする態度を
育成できるような教材が選ばれている。

1年	p.52	 9	 木の声を聞く
2年	p.96	 19	上勝から世界を変える

2年	p.100	 	地球の資源と持続可能な社会
3年	p.118	 21	海のごみは「まちなか」で生まれる

【第五号】
伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんできた
我が国と郷土を
愛するとともに、
他国を尊重し、
国際社会の平和と
発展に寄与する態度を
養うこと。

●	我が国と郷土の発展や、伝統と文化の育成・継承に尽くし
た先人の努力とその精神に触れるとともに、生徒たち自身に
新たな文化の創造と、我が国と郷土の発展に寄与する責務
があることを自覚できる教材やコラムが選ばれている。

1年	p.162	 34	「肝心」のバスガイド
2年	p.130	 26	行く年、来る年
3年	p.22	 4	 使い手を驚かせて魅了する　など

全学年	 	受け継ぐ	かたち・思い・地域のよさ		など

●	国際的視野に立ち、日本人としての自覚をしっかりもって
国際理解に努めるとともに、他の国や地域がもつ独自の文
化や伝統、歴史を尊重しようとする態度を育成することから、
平和な国際社会の実現のために貢献できることは何かを考
えられるように工夫されている。

1年	p.146	 30	おじいさんの100ドル
2年	p.114	 23	アフガニスタンの人々と共に
3年	p.44	 7	 命のトランジットビザ　など

2　 学校教育法との関連   

学校教育法に
適合しているか。

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課
題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を
養うことに、特に意を用いなければならない。（学校教育法　第三十条第二項）

（1）
基礎的な知識及び技能
を習得させる
ための工夫はあるか。

●	教科書の巻頭で、道徳科の学習意義や内容、方法が理解
できるオリエンテーションが設けられ、さらにミニ教材でこ
れからの学びを体験できるように工夫されている。
●	教材の末尾に２つの発問例が示され、教材を通して考えた
いことについて生徒が共通理解をもてるよう工夫されてい
る。
●	コラムでは、教材に関する話題を扱うことで知識や技能を
補い、より深く考えられるように工夫されている。

全学年	p.4				頭 	道徳科での学びを始めよう！
全学年	 	 考えてみよう
	 	 自分に＋１
全学年	 	 全コラムを通して

（2）
（1）を活用して課題を
解決するために必要な
思考力、判断力、
表現力等の能力を
はぐくむための
工夫はあるか。

●	全学年、６教材ずつ「学びを深めよう」が設定されており、
問題解決的な学習や体験的な学習などの手法を用いた学
習ができるよう工夫されている。それぞれの学習過程の中で、
自分の考えを深めたり、友達と話し合ったり、発表や演技
をしたりする活動例が適切に示唆されている。
●	上記のような活動をするうえでヒントになる資料や思考
ツールなどが「学びを深めるヒント」で例示されている。

全学年	 	 学びを深めよう

（各学年もくじの教材名の下に のマークを付けている）

（3）
主体的に学習に
取り組む態度を養う
ための工夫はあるか。

●	生徒が興味・関心をもって学習できるよう、身近な生活場
面から文学作品まで多岐にわたる教材が選ばれている。
●	教材の冒頭に学びのキーワードを示すことで、学びの見通
しをもち、主体的に学習できるよう配慮されている。

全学年	 	 全教材を通して
全学年	 	 全教材冒頭の学びのキーワード

…視野を広げて　 …あすへのメッセージ　頭…巻頭　末…巻末

教科書検討の観点から見た内容の特色①
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（3）
生徒が主体的に
道徳性を養うための
指導への配慮が
なされているか。

●	学習展開…「考え、議論する道徳」の実現のため、授業
の導入から終末まで、生徒の思考の流れに沿った学習展
開により、自発的な思考を引き出す配慮がなされている。
　①	「学びのキーワード」の提示…各教材の冒頭に、学習
のめあてとなるキーワードが掲載されているため、生徒
が見通しをもって主体的に学習に取り組めるよう配慮さ
れている。

　②		「考えてみよう」…授業のねらいに迫るために考える価
値のある発問例が示されている。

　③		「自分に＋１」…授業で学んだことを前向きに自分に生
かすための発問例で、道徳的価値を自分との関わりで
理解し、これからの生徒自身の生き方に生かしていけ
るよう配慮されている。

全学年	 	 全教材を通して

（4）
多様な考え方を
生かすために、
言語活動の充実への
配慮がなされて
いるか。

●		「考え、議論する道徳」や対話的・協働的な学びの実現
のため、グループトークや、付箋や思考ツールを活用し
たより効果的な議論の方法が「学びを深めよう」の「学
びを深めるヒント」などで示されており、話すことや聞く
ことが大切にされている。

1年	p.88	 16	どうして？　学びを深めよう
2年	p.68	 13	他人の靴を履いてみる　	
	 	 学びを深めよう　など

●	別冊『道徳ノート』を活用することで、生徒が自ら考え議
論し、新しく発見した道徳的価値の理解や、他者から学
んだ内容を書き留めたり、振り返ったりすることができ、書
く活動の充実が図れるように工夫されている。
●	別冊『道徳ノート』には、友達の意見や話し合いをメモ
することができ、多面的・多角的に考えられるように配慮
されている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

（5）
問題解決的な学習や
体験的な学習などの
多様な学習方法を
取り入れ、
主体的・対話的で
深い学びが
実現できるように
工夫されているか。

●	問題解決的な学習…問題解決的な学習に適した教材には
「学びを深めよう」が設定され、主体的に問題をつかみ、
対話的に学習できるよう工夫されている。問題解決的な学
習のステップには、「問題把握」→「自力解決」→「集
団検討」→「まとめ」を原則として採用し、主体的・対
話的で深い学びとなるよう配慮されている。
●	一部の「学びを深めよう」の「学びを深めるヒント」には、
考えを深めるための資料や思考ツールが例示され、より
多面的・多角的に、深い学びが得られるよう工夫されて
いる。

1年	p.88	 16	どうして？　学びを深めよう
2年	p.160	 32	足袋の季節　学びを深めよう
3年	p.101	 17	二通の手紙　学びを深めよう　など

●	道徳的行為に関する体験的な学習…体験的な学習に適し
た教材には「学びを深めよう」が設定され、中学生の発
達の段階に合った無理のない体験的な学習が示されてい
る。
●	一部の「学びを深めよう」の「学びを深めるヒント」には、
演技をする際、見る際のポイントなどが示され、主体的・
対話的で深い学びが実現できるよう工夫されている。

1年	p.26	 4	「愛情貯金」をはじめませんか	
	 	 	学びを深めよう

2年	p.68	 13	他人の靴を履いてみる	
	 	 学びを深めよう

3年	p.112	 19	電車の中で　
	 	 学びを深めよう　など
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3　学習指導要領との関連①   

（1）
学習指導要領の目標に
適合しているか。

第1章総則の第1の2の（2）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間とし
ての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。（中学校
学習指導要領「第3章	特別の教科	道徳」の「第1目標」）

●	学習指導要領で育成が目指されている資質・能力の「三
つの柱」を踏まえ、道徳科の目標である道徳性の育成に
資するよう、生徒の心身の発達の段階や特性、学校や地
域の実態を考慮して指導できるように配慮されている。

全学年	 	 全教材を通して

① 道徳的諸価値に
　ついての理解に
　配慮されているか。

●	巻頭のオリエンテーションの「道徳科での学びを始めよう！」
では、生徒が「考え、議論する道徳」の基礎・基本とし
て理解しやすいよう、道徳的諸価値や学習方法などが視
覚的に示されている。（「知識及び技能」関連）

全学年	p.4 	頭 	道徳科での学びを始めよう！
全学年　　　　別冊『道徳ノート』p.1	頭 	
　　　　　　　「よりよく生きる」ために大切な内容

全学年　　　　本冊・別冊『道徳ノート』末
　　　　　　　内容項目別教材一覧

●	各教材の冒頭に「学びのキーワード」を明示し、生徒が
自分との関わりで道徳的価値について理解できるよう配慮
されている。

全学年	 	 全教材を通して

②	自己を見つめ、
　物事を広い視野から
　多面的・多角的に
　考えるための工夫が
　なされているか。

●	問題解決的な学習や体験的な学習などに適する教材に配
置された「学びを深めよう」では、対話的・協働的な学
習場面が例示され、生徒が多面的・多角的に学習できる
よう工夫されている。（「思考力、判断力、表現力等」関連）

1年	p.26	 4	「愛情貯金」をはじめませんか	
	 	 学びを深めよう
2年	p.74	 14	ヨシト　学びを深めよう

●	別冊『道徳ノート』には、自分の考えを書いたり友達の
意見や話し合いをメモしたりすることができ、広い視野か
ら自己を見つめられるように工夫されている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

③	人間としての
　生き方についての
　考えを深めるための
　工夫がなされて
　いるか。

●	生徒が人間としての生き方について教師と共に深く考え、
人間としてよりよく生きる喜びや勇気が得られるように、身
近な人物から先人までの、悩みや葛藤などの心の揺れや、
それを乗り越える強さや気高さなどの多様な生き方が扱わ
れている。（「学びに向かう力、人間性等」関連）

全学年	 	 全教材を通して

④	道徳的な判断力、
　心情、実践意欲と
　態度を育てるための
　工夫がなされて
　いるか。

●	各教材の末尾には、「考えてみよう」と「自分に＋１」の２つ
の発問例が設定されている。「考えてみよう」は、その授
業のねらいに到達するための発問例で、この発問を基に考
えることで道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育て
られるように工夫されている。

全学年	 	 全教材を通して

●  「自分に＋１」は、授業で学んだことを前向きに自分に生
かすための発問例で、この発問によって、特に道徳的判
断力や実践意欲と態度の育成が期待できる。

全学年	 	 全教材を通して

（2）
生徒が
自らを振り返って
成長を実感したり、
これからの課題や目標
を見つけたり
できるような工夫や、
評価の具体的な
手立てはあるか。

● 別冊『道徳ノート』に自分の考えなどを書くことで、道徳
科の学びを積み重ね、生徒が自らの成長を実感し、自分
の生き方に自信や誇りがもてるよう配慮されている。
●	別冊『道徳ノート』を活用することで、生徒の学習状況
や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握でき、評価を
計画的・発展的に行うための手立てが用意されている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

全学年　　　　別冊『道徳ノート』p.38	末
　　　　　　　道徳科で学んだことを振り返ってみよう

●	教材以外に多種多様なコラムが掲載されており、学習内容
を補充・発展させ、他教科等との関連やこれからの実生
活に生かすことができるように工夫されている。

1年	p.60	 	毎日を安全に過ごすために
2年	p.148	 	自分とみんなの命を守ろう
3年	p.32	 	お互いを大切にするコミュニケーション　	
		 	 など

教科書検討の観点から見た内容の特色②
…視野を広げて　 …あすへのメッセージ　頭…巻頭　末…巻末
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3　学習指導要領との関連②

（6）
現代的な諸課題に
関する内容が適切に
扱われているか。

①いじめの防止

● いじめの未然防止が全学年で最重要テーマとして設定さ
れ、複数の教材とコラムを組み合わせたユニット「いじめ
と向き合う」を年間に複数配置して、集中的かつ継続的
に考えられるように配慮されている。
●	ユニットには、いじめを直接的に扱った教材だけでなく、「友
情、信頼」など間接的に扱った教材もあり、総合的に生
徒の心を育てられるように配慮されている。	
●	ユニットには、いじめ防止に関わる知識のコラムといじめ防
止のスキルに関するコラムの２種類があり、特別活動など
と関連していじめの防止に資する構成になっている。

3年	p.26	 	 ユニット	いじめと向き合う
3年	p.28	 5	 違うんだよ、健司

3年	p.32	 	お互いを大切にするコミュニケーション
3年	p.34	 6	 卒業文集最後の二行

3年	p.42	 	いじめのない社会へ　など

②安全の確保

●	防災、生活安全（防犯）、交通安全の観点を含む教材や
コラムが、発達の段階に応じて適切に掲載されている。
●	特に防災については、阪神・淡路大震災や東日本大震災、
近年の大規模な自然災害などから防災・安全教育への関
心や必要性が高い現状を踏まえ、生徒一人ひとりが災害
を乗り越え次世代の社会を形成していけるよう、多くの題
材を掲載し、関心を高める工夫がされている。

1年	p.56	 10	疾走、自転車ライダー

1年	p.60	 	毎日を安全に過ごすために
2年	p.144	 30	避難所にて

2年	p.148	 	自分とみんなの命を守ろう
3年	p.78	 13	稲むらの火
3年	p.182	 35	希望　など

③情報モラル、
　情報活用能力の
　育成

●	全学年で情報モラルに関わる教材・コラムを掲載し、情
報社会の倫理や情報セキュリティ、デジタル・シティズン
シップ等に関わる内容について、発達の段階に応じて「友
情、信頼」「遵法精神、公徳心」「相互理解、寛容」な
ど多様な内容項目の教材から総合的に学習できるよう工夫
されている。
●	コラムでは、インターネットやSNS、AIの特長と注意点な
どが取り上げられ、教科等横断的な情報活用能力の育成
およびプログラミング教育に資するよう配慮されている。

1年	p.66	 12	使っても大丈夫？

1年	p.70	 	情報社会とコミュニケーション
2年	p.76	 15	ネット将棋

2年	p.80	 	情報の受信と発信
3年	p.60	 10	親友と語り合った「孤独の解消」

3年	p.66	 	AIと情報社会　など

④科学技術の発展と
　生命倫理との関係

●	生命倫理をめぐっては多様な道徳的価値に関わる葛藤が
あるため、発達の段階に配慮しながら、適切な教材が配
置されている。

1年	p.124	 25	 iPS細胞で難病を治したい
2年	p.124	 25	命を見つめて
	 	 ―猿渡瞳さんの六百四十六日―
3年	p.136	 25	臓器提供　など

⑤社会の持続可能な
　発展（ESD、SDGs）

●	社会の持続可能な発展をめぐっては、生命、人権、環境、
平和などさまざまな問題があるため、ESD、SDGsの理念
を参考に、生徒がグローバルな視野をもち、よりよい社会
の創造について考え、諸課題を解決しようとする意欲が育
めるような教材が選ばれている。
●	これらの諸課題には多様な見方・考え方があるため、多
様な見方のできる題材を扱う、話し合い活動を促すなど、
一面的な理解に陥らないように配慮されている。

1年	p.106	 21	あらゆるものに神は宿っている

1年	p.110	 	地球の未来のために―SDGs―
2年	p.96	 19	上勝から世界を変える

2年	p.100	 	地球の資源と持続可能な社会
3年	p.122	 22	「川端」のある暮らし
3年	p.126	 23	ちょっと寄り道を
	 	 ―研究者・眞鍋淑郎―

3年	p.130	 	気候変動と生物多様性
3年	p.154	 29	本とペンで世界を変えよう　など

⑥キャリア教育、
　社会に開かれた
　教育課程

● SDGsやキャリア教育、「社会に開かれた教育課程」の理念、
さらにウェルビーイングの考え方を踏まえ、生徒が就業を
含む将来の生き方や社会への参画について多面的・多角
的に考えられるよう、複数の教材とコラムを組み合わせた
ユニット「よりよい社会を考える」が年間に複数配置され
ている。
●	このユニットによって、生徒が学習内容を実生活に生かし、
社会問題への関心を高められるよう工夫されている。

3年	p.54	 	 ユニット	よりよい社会を考える
3年	p.56	 9	 私も高校生
3年	p.60	 10	親友と語り合った「孤独の解消」

3年	p.66	 	AIと情報社会
3年	p.68	 11	 No	Charity,	but	a	Chance!　など
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⑦伝統文化教育、
　国際理解教育

●	発達の段階に合わせて、郷土の身近な教材から世界規模
の教材まで各学年にバランスよく配置され、それぞれの学
年でのねらいが達成できるよう配慮されている。

1年	p.94	 18	違いを乗り越えて
2年	p.62	 12	和樹の夏祭り
3年	p.44	 7	 命のトランジットビザ　など

⑧その他の諸課題
●	食育・健康教育、消費者教育、法教育などの現代的な
諸課題についても、教材やコラムで適切に扱われている。
　 p.46「テーマ別 教材・コラム一覧」詳しくは本書

1年	p.116	 23	ふれあい直売所
2年	p.144	 30	避難所にて
3年	p.140	 26	独りを慎む　など

（7）
地域性に配慮すると
ともに、多様な教材が
扱われているか。

●	北海道から沖縄県まで、全国各地の魅力的な題材が教材・
コラム化されており、生徒が興味をもって学習できるよう工
夫されている。地域教材の活用や開発にも配慮され、また
生徒が自分たちの地域の魅力を発見し発展に尽くそうとす
る意欲が育めるように配慮されている。
　 p.48「地域別 教材・コラム一覧」詳しくは本書

1年	p.106	 21	あらゆるものに神は宿っている
1年	p.82	 15	震災を乗り越えて
	 	 ―復活した郷土芸能―
1年	p.162	 34	「肝心」のバスガイド
2年	p.54	 10	時を越えて―樫野で生まれたきずな―
3年	p.122	 22	「川端」のある暮らし

全学年	 	受け継ぐ	かたち・思い・地域のよさ　など		

●	生命の尊厳、社会参画、自然、伝統と文化、先人の伝記、
スポーツ、情報化への対応などに関わる多様な教材が全
学年で扱われている。

1年	p.128	 26	その声は
2年	p.130	 26	行く年、来る年
3年	p.8	 1	 相撲を世界に
3年	p.160	 30	生きてこそ―石井筆子の生涯―　など

（8）
家庭や
地域社会との連携に
配慮されているか。

●		「道徳科」がどのような教科なのか、またこの教科書でど
のようなことを学ぶのかを巻頭や巻末でメッセージ性をもっ
て伝え、学校・家庭・地域の連携を示唆している。
　 p.39「小中連携」については本書

全学年	p.4	 頭 	道徳科での学びを始めよう！
全学年　　　　本冊・別冊『道徳ノート』	末
　　　　　　　先生、保護者の方へ

● 別冊『道徳ノート』には保護者も記入できる自由欄が用
意されており、家庭との連携を大切にされている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』p.38	末 	 		
	 	 道徳科で学んだことを振り返ってみよう

（9）
道徳科を要に、
他教科等への
広がりを考慮した
扱いになっているか。

●	発達の段階への配慮とともに、学校生活の目標や学校行事、
伝統的な行事、他教科の学習などの、他教科等の内容お
よび実施時期との関係を考慮した教材配列がなされている。
これによって、教育活動全体を貫く「要」としての道徳科
の特質を生かして、カリキュラム・マネジメントができるよ
うに配慮されている。
●	２年生では職場体験学習に関連して教材やコラムを複数
配置するなど、特別活動などでの多様な体験活動を生か
した道徳科の授業が実施できるように工夫されている。

全学年	p.2	 頭 	もくじ
2年	p.12	 	 ユニット	よりよい社会を考える
2年	p.14	 2	 おばちゃんのくれた〝おまじない〟
2年	p.18	 3	 挨拶は言葉のスキンシップ
2年	p.92	 18	小さな工場の大きな仕事
2年	p.106	 21	行動する建築家　坂　茂　など

●	教科横断的な視点で資質・能力を育むことができるよう、
また各教科等における道徳教育の指導を、道徳科におい
て補ったり、深めたり、統合・発展させたりできるように、
巻末に他教科等との関連が示されている。
　 p.50「学年別 教材配列」詳しくは本書

全学年	 末 	内容項目別教材一覧

（10）
生徒の興味・関心を
引き出し、
持続させる工夫は
なされているか。

●	身近な生活場面やスポーツ選手の教材、漫画形式やグラ
フを扱う教材など、多岐にわたる教材で生徒の学習意欲
を喚起できるよう工夫されている。

1年	p.16	 3	〝村人B〟 には……
2年	p.120	 24	制服は誰のもの
3年	p.118	 21	海のごみは「まちなか」で生まれる
	 	 など

●	すべての教材・コラムに二次元コードを表示し、インター
ネット上に用意された教科書QRコンテンツ（参考画像や
動画など）を閲覧することで、生徒が興味・関心をもち、
また家庭での自主学習ができるなど個別最適、協働的な
活動にも資するよう配慮されている。
●	別冊『道徳ノート』にも二次元コードを表示し、さまざま
な学習場面に対応できるよう配慮されている。

全学年	p.2		頭 	もくじ
全学年	 	 本冊・別冊『道徳ノート』
	 	 各教材・コラムの二次元コードから
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4　構成・配列

（1）
発達の段階に即して
道徳性を
育成できるように、
教材が系統的・
発展的に配列
されているか。

●	発達の段階や、学校生活および他教科等の学習内容・時
期との関係、内容項目間の関連を考慮し、いじめやよりよ
い社会に関わる内容については複数の教材やコラムがユ
ニット化され、年間に複数配置されている。これにより１
年間の学習の流れを重視しながら、より深い学びが得られ
るように工夫されている。
●	特にいじめ問題については、各種調査データを参考に、
いじめが発生しやすい学年や時期に合わせてユニットを配
置するなど工夫されている。

2年	p.28	 	 ユニット	いじめと向き合う
2年	p.30	 5	 五月の風―カナ―
2年	p.34	 6	 五月の風―ミカ―

2年	p.38	 	自分の考え方を見つめよう
2年	p.40	 7	 リスペクト　アザース

2年	p.44	 	いじめをなくすために　など

●	その他「安全な生活」「情報社会」などの重要なテーマに
ついても、全学年で系統的・発展的に学習できるよう配列
されている。

1年	p.70	 	情報社会とコミュニケーション
2年	p.106	 21	行動する建築家　坂　茂
3年	p.174	 33	キラー・ゼブラと呼ばれて　など

●	中学校３年間の発達の段階を考慮し、系統的・発展的に
学習できるよう各学年のテーマを設定している。

　１年…新しい自分と「であう」（自己理解の深化、自尊感情の育成）
　２年…人との関係を「みつめる」（社会参画の意識と自己有用感の育成）
　３年…	よりよい人生を「ひらく」（公共の精神や国際社会への意識、誇

りと志のある生き方の育成）

全学年	 頭 	表紙裏

●	キャリア教育の理念に配慮した小・中・高等学校などの
校種間連携についても、教材の選定や配列において工夫
が加えられている。

1年	p.78	 14	私らしさって？
3年	p.178	 34	サトシの一票　など

（2）
内容項目の分量が
適切に配分されて
いるか。

●	学習指導要領の内容項目が過不足なく押さえられていると
ともに、重点項目には複数の教材が掲載されている。
　 p.44「内容項目別 教材一覧」詳しくは本書

全学年	 末 	内容項目別教材一覧

●	各学年とも35の教材がバランスよく掲載されており、各学
校で年間指導計画を検討する際には、教材の差し替えや
自主教材の開発に役立てることができる。

全学年	p.2	 頭 	もくじ

（3）
学習のねらいが
明確に示され、
問題解決的な学習など
多様な指導方法に
取り組めるよう
配慮されているか。

●	すべての教材の冒頭に学びのキーワードが記載され、生徒が
見通しをもって主体的に学習できるように配慮されている。
●	生徒の発達の段階に即し、ねらいを達成するのにふさわし
い発問が掲載されている。

全学年	 	 全教材を通して

●	問題解決的な学習や体験的な学習を実施するための手厚
い配慮が施されている。

1年	p.103	 20	三人の乗客　学びを深めよう
3年	p.112	 19	電車の中で　学びを深めよう　など

● 別冊『道徳ノート』では、発問欄が空欄になっているため、
生徒の実態に応じた発問を設定するなど、柔軟で自由な
取り扱いができるよう工夫されている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

●	別冊『道徳ノート』は、授業者のワークシート作成の負
担を削減するとともに、共通の学習の土台として、情報共
有や学びの保障にも資するものとなっている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

（4）
学習指導要領の
趣旨の実現に向けた
個別最適な学びと
協働的な学びの
一体的な充実に
配慮されているか。

●	別冊『道徳ノート』では、生徒が自ら考え議論し、新しく
発見した道徳的価値や他者から学んだことを書き留めるこ
とで、協働的な学びが実現できるよう工夫されている。
●	別冊『道徳ノート』に自らの考えや学びを積み重ねることで、
個別最適な学びに資することができるよう工夫されている。

全学年	 	 別冊『道徳ノート』
	 	 全教材を通して

●	教科書QRコンテンツを活用することで、さまざまな授業を
実施するための配慮が施されている。特に、朗読音声は
すべての教材に用意されており、読字に困難さのある生徒
などの支援に活用できる。

全学年	 	 本冊・別冊『道徳ノート』
	 	 各教材・コラムの二次元コードから
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5　正確性及び表記・表現

（1）
生徒の発達の段階に
応じた活字の大きさ・
文字数・文章表現
等がなされ、平易で
理解しやすいように
工夫されているか。

●文字の大きさや文字数は適切で、平易な文章表現である。	
●	漢字は、原則として中学校で学ぶ漢字までを使用し、中
学校で学ぶ漢字や固有名詞などの漢字のすべてに振り仮
名をつけ、読みの抵抗が少なくなるよう配慮されている。
●	脚注欄、側注欄を活用し、やや難解な語句や、教材の読
み取りに必要な補足説明が丁寧になされている。
●	全体を通してレイアウトに工夫を凝らし、図版が鮮明で大
きく配置されるなど、迫力のあるページ構成で生徒が理解
しやすく興味・関心をもてるよう工夫されている。
●	生徒が学習内容を把握しやすいよう、各教材の冒頭に内
容項目の４つの視点の１つがアイコンで示されている。
●	人間尊重の精神に基づき、登場人物の性別、人種、身体
的な特徴などに偏りや不適切な扱いがないよう、教科書全
体を通じて人権に配慮された表記・表現になっている。

全学年	 	 全ページを通して

6　造本

（1）
特別支援教育の観点、
ユニバーサルデザイン
への配慮

●	特別支援教育への配慮やカラーユニバーサルデザインの
観点から、大内 進先生（元国立特別支援教育総合研究
所特任研究員）による校閲のもと作成されている。
●	カラーユニバーサルデザインへの配慮…色覚特性の有無
を問わず、すべての生徒にとって見やすいように色調や色
の組み合わせが細部まで配慮されている。
●	読み取りやすさへの配慮…スムーズに読み進められるよう
にUDフォントを使用し、本文の割り付けは読みやすいまと
まりで折り返すように配慮されている。また、教材名の下
に主な登場人物の欄を配置するなどして、教材を読み取
る際の抵抗を緩和するための配慮がされている。

全学年	 	 全ページを通して

（2）
印刷・製本

● 大きさ・判型への配慮…本冊、別冊ともにB5判を採用し、
教室の机上で扱いやすいよう配慮されている。
● 印刷の鮮明さ、製本の堅牢さ…印刷は色彩豊かで鮮明で、
表紙には美しく丈夫な表面加工が施されているほか、丈夫
なあじろ綴じが採用され、本が大きく開くように改良されて
いる。
● 装丁の工夫、使いやすさへの配慮…本冊と別冊の２分冊
で製本されているため、授業中や授業後のノート提出時な
どの、役割を分けた多様な活用に配慮されている。また、
表紙の名前欄は記入しやすいよう加工されており、別冊は
表と裏両面に名前欄がある。
● 安全・健康への配慮…教科書の表紙には従来よりも工夫
された表面加工を施すなど、化学物質に過敏な生徒に少
しでもやさしいものになるよう配慮されている。
●環境への配慮…植物油インキと再生紙が使用されている。
●	軽量化への取り組み…生徒の負担を軽減するため、ペー
ジ数を極力抑え、通常の上質紙よりも軽くて裏写りの少な
い用紙を使用することで、現行の教科書よりも３学年合計
で重さ約170グラム減が実現されている。

全学年	 	 全ページを通して
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これが好き。なんでだろう？もっと、知りたい。
心が動く、瞬間。それは、「学び」のはじまり。

感じ、考え、想像し、表してみる。
そこから生まれる、一つひとつが、あなただけのもの。

それを贈り合ったら、うれしくなる。
心が満ちて、次の「やってみたい」が湧いてくる。
ほかの誰かと混ざり合ったら、ちがう景色が見えてくる。

そんな学びが、
あなたの、みんなの世界を耕していく。

私たちは、学びのはじまりを大切にし、
その先に広がる一人ひとりの未来をともに育みたい。

心が動く、そのそばで。

日本文教出版は創業より、子どもの中に生まれる学びを大切にした

教科書・教材の発行に挑戦し続けてきました。

どんなに時代や社会が変わっても、大切にしたいこと。

その想いを、志（Purpose）に込めています。

私たちはこれからも、一人ひとりの心が動く瞬間に寄り添いながら、

その先に広がる未来をともに育んでいきます。

日本文教出版の志 - Purpose

日文Webサイトのご案内
日文Webサイトでは、新版教科書に関する情報や、

日々の指導に役立つさまざまな情報を積極的に発信しています。

令和7年度から使用される新しい中学校教科書『中学社会 地理的分野』『中学社会 歴史的分野』『中学社会 公民的分野』
『中学数学』『美術』『中学道徳 あすを生きる』をご案内しています。

令和７年度から使用される新しい中学校デジタル教科
書を中心にご案内しています。

日文Webサイトの数あるおすすめコンテンツの中から、
今回は２つピックアップします。

⃝基本機能からオリジナルツールまで分かりやすく紹介します。
⃝指導者用・学習者用の内容や特長などを詳しく紹介します。
⃝ 体験版でデジタル教科書の実際の動作やコンテンツを体験で
きます。

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/

https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/

令和７年度版 中学校教科書 特設サイト

SDGs、特別支援教育・CUD、防災・安全、道徳教育との関連、現代的な諸
課題への対応など、教科を横断する取り組みについて紹介します。

日文が大切にしていること

教科書に関連するさまざまなお役立ちコンテンツを紹介します。
関連コンテンツ

各学年の表紙と、表紙デザインへ込めた思いを紹介します。
表紙

内容解説資料、編修趣意書、年間指導計画案などを掲載します。
資料ダウンロード

各編、資料、デジタル教材など、内容や構成を紹介します。
教師用指導書

コンテンツ紹介のほか、実際にコンテンツを触ることができます。
教科書 QR コンテンツ

教科書の特長をポイント別に分かりやすく紹介します。
教科書のポイント

教科書やQRコンテンツのポイントを短く簡潔に紹介します。
動画

美術、道徳、社会、人権、共生社会、ESD、PBL、ICTなど、さまざ
まなテーマにおいて深掘りした連載記事を中心に、定期的に更新し
ています。

Web マガジン「まなびと」

教科の機関誌、授業や指導に悩む先生方へ向けたABCシリーズ、さ
まざまなテーマを扱った教授用資料などを電子ブックやPDFで公開
しています。

機関誌・教育情報

令和７年度版中学校 
デジタル教科書サポートサイト

その他の
おすすめコンテンツ
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代表監修

SDGs：国連 （https://www.un.org/sustainabledevelopment/）
“The content of this publication has not been approved by the United Nations and
does not reflect the views of the United Nations or its offcials or Member States”.

石川 勉 元埼玉県蓮田市立蓮田中学校校長

伊勢 幸弘 兵庫県佐用町立上津中学校教頭

伊藤 麻紀 東京都新宿区立牛込第三中学校教諭

上江洲 毅 元沖縄県那覇市立松城中学校校長

上地 完治 琉球大学教授

江川 登 元東京都豊島区立駒込中学校校長

大内 弘全 東京都渋谷区立松濤中学校教諭

太田 和男 関西外国語大学教授

岡田 芳廣 元早稲田大学教育・総合科学学術院教授

金野 誠志  鳴門教育大学大学院教授

川野 貴寛 徳島県阿南市立那賀川中学校教諭

川野 司 元福岡県福岡市立青葉中学校校長

京江 光之 岡山県瀬戸内市立長船中学校指導教諭

黒田 和秀 愛知県みよし市立北中学校教頭

小森 彦毅 神奈川県横浜市立六角橋中学校教諭

澤田 清人 京都光華中学校・高等学校校長

鈴木 明雄 麗澤大学大学院教授

竹田 敏彦 元安田女子大学教授

田島 明志 俳人・作家

多田 義男 筑波大学附属中学校主幹教諭

谷水 強 広島県呉市立昭和北中学校教諭

鳥山 多加子 埼玉県さいたま市立三橋中学校教諭

永林 基伸 元帝京科学大学教職センター特命教授

野平 慎二 愛知教育大学教授

信實 洋介 元広島大学附属三原中学校副校長

https://www.nichibun-g.co.jp/

〒001-0909 札幌市北区新琴似 9-12-1-1
TEL : 011-764 -1201　 FAX : 011-764-0690

北海道出張所

〒461-0004 名古屋市東区葵 1-13-18-7F・B
TEL : 052-979-7260 　FAX : 052-979-7261

〒810-0022 福岡市中央区薬院 3-11-14
TEL : 092-531-7696　 FAX : 092-521-3938

〒558-0041  大阪市住吉区南住吉 4-7- 5
TEL : 06-6692-1261 　FAX : 06-6606-5171

大 阪 本 社

〒165 -0026  東京都中野区新井 1- 2 -16
TEL : 03-3389-4611　 FAX : 03-3389-4618

東 京 本 社

九 州 支 社

東 海 支 社

橋本 康弘 福井大学教授

比嘉 さつき 沖縄県うるま市立高江洲中学校教諭

福島 信也 森ノ宮医療大学教授

藤原 有佐 京都府京都市立七条中学校教諭

前田 治 愛知学泉大学教授

松隈 久美子 兵庫県神戸市立井吹台中学校教諭

松原 好広 松本大学准教授

三田村 彰 福井大学大学院特命教授

若槻 善隆 東京都武蔵野市立第四中学校校長

渡邉 真魚 日本大学教授

防災・安全教育に関する校閲
河田 惠昭	 関西大学特別任命教授

人権・法教育に関する校閲
堀田 力	 元さわやか福祉財団会長

特別支援教育・カラーユニバーサルデザインに関する校閲
大内 進	 星美学園短期大学日伊総合研究所 客員研究員

日本文教出版株式会社 ほか 10名

越智　貢
広島大学名誉教授

吉澤良保
東京純心大学名誉教授

島　恒生
畿央大学大学院教授




